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本協曾定款第十七係、第十人候及第十九伐に依り監事二名

改選、評議員壬|三数改選並評議員一名補選に付昭 和九年十一

月二十日開舎の通常線、舎に於て選奉を執行致しまし た其結
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『 建 築 乞 枇 曾 』 表 紙 園 案 懸 賞 募 集

本 合 費 行 の 雑 誌 「 建 築 と 枇 合 」 昭 和 十 年 度 用 の 表 制 園 案 を 下 記の 規 定 に よ っ

て懸賞募集致します O

規

...... 

A  

1 . 題 競 表紙は「建築と枇舎第十八輯第一蹴日本建築協合 昭和十年一月一日」

主遁賞 に配置し 「建築 t 祉舎」の題字はなるべく上部に左横書 きのこと

表紙の犬きさは四六億版( 竪 26 糎 横 山 糎 )

2 . 背 背の意匠をも添附するこ と、背の厚さは 0.7糎と し題字 「建築と 祉合」、挽

数ｾ表す数字、特輯題目を表す文字 、 を配置す ること

3 ・ 着 色 二色( 紙色の外〉但し黒をも 一色と 認な

4. 園 面 原圃祇を用ひ原寸とす

5 . 憲 匡 随意なるも本誌の特質を表現するに足るも の、但し他人の意匠を剰縞せ る

ものと認め? こるときは審奈せす・

6 資 格

7. 審査員

B . 賞 金

9 . 締 切

1 0. 届 先

1  1 . 培続

臨募者は本協合々員( 賛助員 を含む) に限る

瀧 爆 真 弓 長谷部銃吉 本 間 乙 彦 本 野 精 吾 森 岡 慶 一

編 輯 常 務 〈五十音順〉

1 等 賞 牌、副賞50闘 1 名 2 等 賞l降、/d1J 賞 20闘 1 名

3 等 賞 牌、副賞10闇 l 名 佳 作 賞 牌 若手名

昭和 9 年 12月 1・日正午締切、郵主主のものも営日正午まで に到着する を要す

大医市北直中之島三丁目朝日ピル内日本建築協舎" 建築と祉舎" 表紙闘案

懸賞係

聞面には暗披( 文字に限る) を附し別用紙に暗競住所氏名を記入したるも

のを別封書として差出すこと

1 2. 版 権 入選園案の一切の植利は本舎の所有とす、入選闘案は修正して用ふる 事あ

るぺし

13. 返 却 臆募圃案は一切返却せす'

14. 授 表 「建築 と祉合」誌上にて猿表す

話土 閣

法 人

昭 和 9 年 11 月

日 本 建 築 協 曾
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日英米特存 三一個 ・賞「日新築確銑六三個併用

ス 野 式 訪 災 捲 よ0 ・戸

〔特許大野式シャッター〕

主 要 製 品

大 野 式 シ ヤ ヴ タ

大 野 式 J L ー ブ J L シ ヤ ヴ タ ー

大 野 式 融 金 付 自 働 閉 鎖 、 戸

大 野 式 工 場 周 軸 承

大 野 式 穂 子 入 紬 雀 ・ 戸 車

大 野 式 廻 韓 紬 抵 抗 測 定 機

各 種 防 火 扉 ・ 銅 製 建 具 類

日英米{ 弗濁特許三七個・賞用新案登録八四個併用

特 許 木 こ サ ッ シ

東京市大森直新井宿七丁目

株式曾枇不ニサッシ製作所提携

2重 大 野 製 作 所

東京市芝直三田四園町二番地・電話三国( 必〉国主主夫

ｾＱｴ ｭ ｊｬ貝ｊＺ ｓ 町・大限市民花直上扇島中二・電量量扇島 ＨＴＶＩ 五人 ａ
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都 市 環 境 乞 其 の 改 善 問 題

都 市 計 童 委 員 曾

法 制 委 員 曾

本稿は 、本年十月十八日より向ふ四日問、東京市日比谷公閣内市政舎館に於て開催され

?こる . 第四回全閑都市問題合議組合の第一議題( 都市環境ーと共の改善問題) 闘係の主要事

項に就き 、同事務局の作成 しにる 質疑要項 に封し . 本協舎の都市計霊友ぴ法制雨委員舎 に

て起草 したる意見である。

議 題

第一都市理境と其の改善問題

- 111市生活の縞 害たるべき都市環境に閉する考察

( ー〉 自然環境Ｈ例へ ｬ ゴ 、 日光の蔽遮 、 ｧＩＡＮ叙又 ｬ 土 公 Ｗ ｾ の汚染 、「 総 ｪ の減少 、 其 の 他之 に類する

現象〉

( ニ〉 量土台環 境 〈例へ 11" 、人口及び建築物の過密、交通 の雑沓立立に空襲昔、悪臭 、煤些の類の倣

況〉

〔三〕 都市環境の最l合 的 影 響

ニ 現行制度 及び公私施 般の都市場境上に及Iます功過

( ー〉 都市環岐 に闘H'; あ る行政組級立立に 一般的公私施設の大綱

l  現行制度I : . K 於 け る市区町村 f 街庄色 而苦手を合む〉、 道府県手、州立立に閣の l悶に於ける責任

事務の分間主立に行政監督制度

2  行政E草に於ける事務組織特に警察官艇と土木& び都市計重行政艇との側 iギ

3  闘係特別施設〈例 へば、風致委員合、緑地計鐙協議合又は淑光施設の差点〉 の組 織

4  保勝合 . 観光協合 、都市美協舎のお1の組級& び其の活動欣況

( ニ〉 関係各符主要施設

l  土地及び水面の統制( 保安林、 開墾 の制限禁止、干拓坦立 の許否 、水防及び防砂 の類 )

2  緑 地の保存及び新設

3  地域統制

イ 都市計検法の適用及び同法に依る地区( 風致及風紀地底〉の制立立に市街地建築物法の

適用及び同法 に依る地域及び地区( 特別地区 、防火地区、美観地区〉の制、共の 他都市

計管上の施設

ロ 特に由緒あ る2聖地 、都心地区、教育施設地帯、商底街、臨港地帯、盛り場其の 他特 殊

の機能地帯 lて闘する施設

ノ、 土地区¥l l 1 J 数理及び耕地3整理地区に闘する施設

不 良住宅地区に闘する櫨設

ホ 地帯 l肱用上の施設

I  XI I  



XI I  -2 

メ， 建築統制j

イ 建築に 闘する 一般事項( 建築線、建築敷地 の如き事項 をも合む〕

ロ 特別の地磁に闘す る事項( 主要街路 l亡闘 す る建築紋の後退 、建築物の壁面位置立立に高

度 の指定及び居 ｟Ｈ ＭＭ突 出 ｬｾｩ￭ 立立に意匠 等建築物の外扱設計等〉

ノ、 特別 の 建築 物 に 闘 する 事項Ｈ揺ｾ官公来 、 多衆の出入 す る 建築物又 ｬ 土 特殊用途建築物

の前庭保有一等〉

ェ 形 像、fui 告物 、活板の類の統制l

ホ 士、地使用立立に 中日|溌者 間の法律関係

5  交通統制

イ 主要際共の他 1有・路交沼に著 しき影響 を奥ふるものに 御す る施設

ロ 街路構造( 主要街路の成易及び交叉l ! I."，、街 角の努除、鍬滋と街路の卒商交叉をも 合 む)

の関係

ノ、 自動車の駐停聞係

=  街路の占 F目 ( 臨時 I'i f目をも 合む〉関係

ホ 其の 他 建築物前而突出部Ｈ日除の知 Ｑ をも合む〉のｾ Ｍ ｾ叶ｾＺ fMJ係

6  照明統制l

7  喋音防止

8  悪臭防止

9  空気汚染防止( 煤度防止の 獄をも合む)

10 公水汚染防止( 水 源保 護地区 制問題 をも合 む〕

11  都市生活上灯・ましか らざる諸 存在に関する統制j

12 清潔保 持、都 市 美 の噌迭に闘する施設

13 其の 他 都 市 環ｾｾ｜ｬＧＺｻ 誌の ＿認め に する施設

( 三 〉 都市環85改宇>機関及び各種事業施設に要す る費用の種別命傾J土びJ毛の則源

三 都 市環 境の改善に関する 方 策

( ー〉 現行制度の改腹 立立に 新 に立 法を要する ｉ ｾｐＺ 頁 の具世 ｩ 案Ｈ特別行政組織及び費用久撹 方法立すＮ

に科書匹的調査機関 の連絡共耳11 に関する問題 をも合 む〉

( ニ〉 都市環境改善 に闘す る各級施設の具位案

( 三 〉 都市環 境改善運動Ｈ都市環 ｾｉ 亡 闘する 常識標準の向上 、 都市環境 の改善を目 的とす る諸

図l ' l l の組織活動等〉

第= 都市自治現挟と其の漕美問題

一 自 治 趨 の 基 本構成に関 する 事項の現状

( ー〉 区域 1-:: 闘 す る事項

1  地方制度上の医域と都市計整法其の 他各種法制l上の也域 〈未だ都市計霊法上の 決定 を見

ざるものに在り ては之が調査中のm; 域〉との関係

2  -l!J: 市 と郊外と の関係

( ニ〕 住 民 に 闘 す る 事 項

1  住 民の構成 ( 年齢階級見IJ'&び性別人口 、入出寄留人口及び其の前{ 主主II 主立に出寄留先職業

5) り納税入口 、u 民 l'こ非ざ る納税義務者、居住年限階級別公 民人口等〕

2  住民の資' f t ( 智能 、犯Ni l 、位1tL値 目、納 税?状況等〕

3  公民 の資 質

イ 選著書関 係( 議員定数と立候補者数との関係 、棄 権、選器犯罪等〕

ロ 自治銀 ｦ［ Ｑｾ の閲位 、 共の 他町 内合 、 消 防組のｩ￘ ｬ 訟に政 Ｑｾｴ の選者陸運動Ａｉｘ 況



( 三) 自治継に 腕 す る Ｑ｝Ｚｾ項

1  倒係地方議合の構成及び共の議員のまを'f'( に闘する事項t ( 議員のWJ 綴胸係 、職 業、年齢 、

政稼関係、況検事件等〉

2  行政機 品fJ と共 の組級に闘 す る事項

イ 自治統給者c ' l 主 'i't 上の意義に於ける 名智峨 及び専務験 の別立立に 名答職な りとせば共の

服毒事の! I *況奇'ii)

ロ 共の他の9 ! 員( 任期資格、訟 衡方法、試験制度 、給 奥制l変等〕

ノ、 ｾｦ，ｾ Ｑ Ｑｾｪ＠

3  関係地方議舎 と行政機闘との閥係

( 図〕 自治位内部の自治構 成 ( 区の 問題〉

ニ 都 市 自 治 の貰 績に関する事項

( ー〕 最l : 令上の事象( 1 J :l 生 率1土ぴ死亡率+ 筑児死亡率 、特殊地峡及 び郊外に於ける死亡卒、災

ｾ［［Ｇｉ て凶る死亡率を合むー椛 ＱＱ 持率 一 体染病椛病 之 容及び紡核抑 ｩＱ Ｑￅｊ 之 容 を合 む 平均命抜、抗1l 代の

騰 iZ準等〉

( 二〕 自治政上の事 [{1.

1  各種公共施 設及び公金企業別特定基準に依る自治の l' Wi

2  自 治政 ｬ 亡闘聯せる首 ｈｾｴｊ 主の 他 腐敗の事ｪＧｾ

f三〉 凶及び他の自治位との闘係

l  閥、l飢燦( 滋 、州を合 む以下問 じ〉其 の他 の自治也又は 犯人〈公盆法人其の他の凶 位 を

合 む〉 の事業にして主 として都市に闘する施設 。1t 況

2  特 に凶との閥係( 委任事務の種類、主主包立立 に閣の助成及び監 督の扶況〉

3  自府 ｬ 係との ｉｍｊｾ ミ Ｈ 委 員事務 。 積刻 、 数世 立 立 に各都 ｚ ｨ 業 ノコ 鏡合 閥係及び府 県系 に ｦ 火 る ｗｊ 成 の

1I え況等〉

4  他 の自治Ａｬｦｴｊｴ の 他 の 組級 との関係Ｈ同 級又 は 級品 Ｇ ＩＱ を災に す る 自治 位 、 ｊ 毛 の 他 公益法人 ｾ ＡｉＮ

lく特許 企業 在宅手 む私人 、Plf 内合2えぴ他陣H係 との脚内，)

ー 現 行 自 治 制度の適否並に改善策

〈ー〉 自治位の l必域に仰する考察

( ニ〕 住民及び公民に闘す る考察

l  選者世に闘す る事項 ( 選穆資格 、被滋五位炎節、選穆方法、選者証J反締 、公 民権κ 到 する '.tij 限

等〉

2  公民椛 の弘定政に仰する司王: g ( ( 選者語以外に於で自治参加 の主主を 聞く ととの 可否を 合む〉

( 三 〉 自治1設に附する考委書

自治機関に闘 す る事項

イ 議決機闘の構成2土び継限

ロ 執 行機闘の構成及び椴限

ノ、 議 決機仰と執行機f MJ とのIMJ 係( 現行 委員制又 は支配人1l l¥1'"釘1を合む〉

行政組織

(  1)  級制立立に吏員制度

( 2 )  合計 制度決び公益企業組織

2  特 に 閣 との聞係 ( 自治機立立に財政織の純附監督組織2士ぴ監督方法〉

3  府阪 との凶係

4  其の 他 の 自治般と の闘係〈特に公盆企業の統制問題 を合む 〉

( 四〉 自治位内部の 自治傍成
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( 五〉 特別市制問題

四 自治 の務 美 に関 す る 根本政 策 ( 公民教育、 自治訓練 、自治改善 illi 動 、輿 論科撃的調査研究毎〕

意 見

一 、 地 域 制

〈ー〉 用 途 地続制 の 外 に 、 高度 地域 ｩｴｕ え び 容積 地成 制 を 併用 Ｑ ・ ｴ 施す る の 必ｾを 託 、めざるや 。 務

し其 の 必要ありと せ ば 、 共位的 の Ｑ［ｾ 例 に依 りて制度 の 功過 を 判定 し新に採用する を 必要 とす る制

度 の規 制 要 綱 及び其 の適用 に闘する規準 を奥へられ皮 し。

用途地域制の外に高度地域制及び商積地域制の併用賀施を必要と認む。

凡そ、都市は住居、 業 務. 休養及び交通に闘する四大要素より構成さるものであり . 之

を、地理的、 J社舎的及び衛生的に観察し計聾して 、始め て其の有徴的護展を途げしむる こ

とを得る ものである。 地域制はこ の見地よりして、共の合型的統制{ f fi 十らんが矯めの重要

施設のーであることは誌に論す・る迄もない。

同じ〈地域制と謂ふも 、之を出10別すれば、建築物の用途に附するもの . 高度 に附するも

の、面積 に闘するも の、或は後二者を同時に考へ? こる 容積に闘する ものめり C 我園の現行

法に於ては 、共の高度及び杢地に闘するものは極めて原始的ながら用途地域ml] 中に織り込

んで夫々を制限し、特別なる場合の高度に闘しては市街地建築物法施行令第十一僚に依り

空地に闘しては同第十四僚ノ二に依り除外例を設けあるため、一見之等を充分運用する時

は何等の支障なき如〈考察せられるが、本来月j 注地域と高度地域或は uf I 積地域とは一宇の

相閥測係{ f 有するも、都市構築計聾の根本精神 より見れば、 後二者は決して建築物の別注

のみに依りて決定 すべき事項にあら子。地理的 、即ち 主 として自然的の依件、更に換言 す

れば土地の扶況等を多分に考慮に入れて決定すペきであり、而 i 現行の如〈ぱ高一J社舎

的保件の費謹に依りて己むを得ｾるに至り＿こる場合、同時に建築物の高度及び宰地に劃す

る制限をも費更せき' るを得ざるに至る。従って、用途地域制の外に. 高度地域制及び面街

地域制を併用賓泌するの必要を認ひるを至嘗とする。

今や、都市計量ーの趨勢は. 或は地方計霊的に、或は土地計霊的に 、或は図家計聾的に向

ひ、其の計壷範潤の蛾大は貨に闘' 克ましきものあり、我園都市計霊法も n乍年の改正に依り

市は勿論Ulf 村と 蛾も必要に熔じて油! 刊を見らる〉に至ト市街地建築物法も亦都市計霊法

適用の金直境に誼用さ れんとする 情勢 にあり。斯かる場合、同じ〈住民地峻と調ふも、例

八 1;( 大阪市内玉i i 谷町、高津等の如 き都心に接近せる地域 ib 1) Ｎ 六甲 、 ｾ ｰ 子園等の如き

中心部より遠〈散在せる地域あり。叉、同じ〈商業地域と謂ムト例へば大医市内船場、島

ノ内等の如き都市中 心部を形成せる 地域 あ り、築港等の如き都心に 非さ' る地域あり。叉 、

西ノ宮市、尼ケ崎市等の如き母市大版市と金〈分離せる地域あるが如きを見るも、夫 k の
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場合に際じてｾ営なる高度及び面積を制限せる地 域 の営然必要なるは明白であ るヲ此 の事

貧は工業地域及び米指定地に就いても同様に云ひ得る。

市街地建築物法施行令第十四僚ノ二( 行政官鹿ハ土地ノW¥dL =' 依リ特ニ必要ト記、ムルト

キハ匿域ヲ指定シ共ノ 区域内 = 於ケル建築物ノ敷地内= 存セ シムぺキ空地ノ: 最小限度ヲ定

ムルコト ヲ得 j の如き が新に加へられにるは、到底従来の規定にて幽満に統制を行ふ こと

困難なる矯めに依ると信じられる。而も . 昭和七年二月 一 日以降斯かる直域の指定せられ

たるものは、京阪神地方中僅に大阪府に於げる讃寺の一部 に共の一例を見るに止れ夫れ

すら土地所有者の希望に依るものにして行政官醸の積極的方策に出づるものなりや否や頗

る疑問とする所なり。叉、施行令第十一僚( 行政官膳ハ土地ノ妖況ニ依リ特ニ必要ト認ム

ルトキハ匿域ヲ指定シ其ノ 区域内= 於ケル建築物ノ高ノ 最低限度叉ハ最高限度テ定ムルコ

トヲ得〉の如草色、同じ〈 京医地方中僅に神戸市の一部の道路に接する敷地に油用を見? こ

るに過ぎ十。惟ふに、此の事貨は一面行政官臨の法令運用不充分なる{ 頃なきにしもあらぎ

ることに起因するも、叉法令の構唆共のもの〉不備に依る所も砂からす・と断言 し得らる。

即ち、用途地域制中に高度 及び昼地に闘する規定を織り込み充分なる数果を瑳揮せんが矯

めには、土地の欣況に 感 じて多数の地域 に分つべき必要生 じ. 其の煩雑さは到底賞用上採

用し得べきことにあらす¥従って、別に高度地域制及び面積地域制を併用賓施するを得策

主す。

( 二〉 用途地域 の分 化 を必 婆 とせらる L ζ と無き ゃ。 必 要 な りとせら る A に於て 11 ，具盤的1主

例に 依 りて現 行'.j;Ij皮 の弊 1i・を示 し、 如 何な る地 域 を 現 行の如何なる地域中に設定するを可なり と

する や、一民の地域 に於ける新なる制限事項 、地域 の特 性の保障嬰旨 を之 が制度 の巡用に脱する規

噂と共 に奥 へ られ皮し 。

用途地域の分化を必要と認む。

現行法に於て 、一見用途地境制は雌立せられ? こるが如き観あれども、貨は工業地域に於

ては用途地域制 の適用せられぎると 殆 ど同様にして、同地域に於ては別に特別地区の指定

なき場合には Ｈ京 阪神地方には未ピ其の賓例ｾ見守Ｉ何等月 ｪ 途上の制限なし何等統制を

矯すを得予。即ち、無制限なる用 途の建築物の混在に依り 工場の産業能率は甚し〈阻害さ

れ、主として勤労階級用の多数の住宅にとっても. 煤煙 、セ メン ト粉末、悪臭、騒 音等の

襲来に依り到底住居の安Ｊｾ保持し得ること能はすＮＮ )  

叉、同地域内に於ける匿j ! l l J整理念施行せられたる医域に多数住家の建築せられし矯め地

債券騰し. 到底工場の如き 宏大 なる敷地を要するものは 、共の地域内に共の敷地を 見 出し

得ざ るが如き矛盾を生十る場合齢から す・。 従って特別 の事 由ある佐居用鐙築物以外を認可

せぎる純工業地域の指定を必要とす。

現行法に於ては、例へば、三馬力以内の工携を住居地域に於て許容せらる〉も、新〈て

は住居地域本来の安寧を保持す ることは到底困難な るを以て、使用 人を使備せまる殿驚な

る 家内工業ｾ は 家 内商 業のみを許容 し、他の商工業の用に供する 一 切の建築物を 禁 止せる

5  XI I  



純住居。地域の指定を必要とする。

肉、現行の未指定地なるものは其の字句頗る I民11未のものなれば、之を軽工業地域主改u

るを遁嘗と思惟せらる 。

従って. 用途地域制は例へば下記の如き分化を必要 t する。

l  純 佐 居 地 域 4  斡 工 業 地 域

2 住 居 地 域

3 商 業 地 域

5 工 業 地 域

6  重 工 業 地 域

( 三 J 建 築 磁1也の最小面積は之を 地 域別 に規定する の必 要 を認めざるや。或 は岡地毎に建築政

地主主主主は建築面積 を制限する の必 要 を認めず干 、若し必要な P とせら る. 1. r;:: 於ては3宝例に依りて

事燃を指摘すると共 に新なる制限標準を如何にすべきゃ に 付き御提示下され皮し。

前ml亡関 聯 して或る建築敷地 内若し〈 は戎るー閣の建 築 敷地 内に於て、 一闘として存在せ しむ

る ととを必要とする盆地の最小面絞を規定する の要石に付きても Jt の競 幣 と 共 に理由を明らかに

して御鍵示 下 さ れ 皮 し。

建築敷地の最小面積を地域別 に規定し. 或は園地毎に建築敷地撤叉は建築面積を制限す

るは理想的なれど も、 現在にては賓際の地行上繁維困難なる黙あるも 、住居の用 に供する

建築物の敷地の最小商積を規定するは必要なりと認む。

温小なる建築敷地に建設せられたる住宅が、現在多〈不良住宅と化せる事責より見るも

これが規定の急:務なるこ主は明白である。建築敷地の最小町積は自然建築面積の如何によ

っ c定まる。住居の用に供する建築物の最小面積は、生物接的、枇合事的基礎より決定す

べき で、就中、最も 重要なるは一入賞りに必要なる 気債を根低として決定すべきである。

市街地建築物法京都府細則第十五僚には住居の周に供する建築物の ー構の建築面積は二O

卒方米以上と規定しあるも. 一世帯平均人員を五とすれば、この見地より過少の観がめる。

( 向道路の新設などの場合には可及的に土地を直劃整理し過賞なる敷地を造成すっときであ

る。)

或る建築敷地内にー圏として存在せしむることを必要とする宰地の最小面積雪規定する

の要ありと認む。

現行法に於ては各地域別に、建築敷地内に存在せしむべき空地の量的制限はあれども、

位置及び形態的の制限なき故、例へばノj 、建築物の敷地に 於げ る、前後側商に夫 k 幅一尺五

寸 の宰地ｾ算入する時はー聞として存在せる空地は僅少な ること あり 、而も 一固として存

在せる空地が斯 ｴ 僅少なる時はその上に仮設屋棋を設り、空地本 来 の ｉｊ ｊ 用ｾ 依げるもの多

し。一固として存在せしむ べ き通風採光に有功なる室地の最小面積及び最小幅員を制限す

るを安営と認、む。
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或るー圏の建築敷地内に於 て一固として存在せしむるこ とを必要と する 空地の最小面積

を規定するは、一般に賞際上困難なること多きも、土地直剖整理を施行せるが如き場合に

は必要を認む。現在にてはこの空地を約三パ{ セントとなし居るも、僅少に過ぐる嫌あり



? こと八圏叉は行政憶に於て買牧叉は補償をなすも約一O パ ーセントの空地 主? 保有せしむべ

きも の と認めら る。

( 四〉 戎る ー閣 の建 築 敷 地 所 有 者 が、 其 の地直内に於る建築物 の用途、高さ 、扇絞、構造久は

外 淑 共の他 に闘し 、市街 地 建 築 物 法の定むると ζ ろよりも 、一層厳重な る制限 の 申合せをなした

る場合、此 の け1合 せ に 謝 して強制力を賦奥する ζ との可否に付き御高見君主は り皮 L 。務し之を 可

なり とせら る誌 に於てけ、之 が 俊刊を 如 何 にす べ き干、麹! 由と共に御提示願 ひ皮し。

或 るー岡地の建築敷地所有所が、その地区内に於げ る建築物の用途. 高 さ、面積、構造

叉は外観その他に闘し、市ー街地建築物法の定むるところよりも、一居厳重なる制限の申合

せをなしたる場合 、この申合せに封して 強制力を賦興す ることを可と認む。

現行の市街地建築物法は許 し得べ き最底限度を強制的に制一的 に規定せるものにして 、

都市計重上充分なるものにあらす¥故に新る土地所有者の自治的制限の申合せ に劃しては

遁営なる指導保設をなすを至蛍 と認な。 筒、一闘の土地所有者の三分の二以上の 承認? を得

れば、これを 都市計盟委員合の議を経て、地方長官公示す るを安営と思惟す。

二 、 生 産 緑 地

( 一〉 都 市の郊外又は共の周 溢 部 等 に 於て 「生産緑地 」 の指定をな し、 その区境 内に 一切の建

築 物 を禁止す るの可 否 に 付 者 御 高 見 承は り皮 L 。

若し之を可な P とせらる l.. K 於 ては、如 何な る手縦を総て 、 之 を指定するを可とせらる 、守口御

示 し下さ れ 皮 L 。

都市の郊外叉は その周溢部等に於て「生産緑地」 の指定を なすは必要なりと認t J 。

都市の無制限なる膨脹を防止し健全なる種展を期するには、綜合的地方言十重の下に、都

市の周溢部叉 は母市及び伶: j [P. 都市の中聞に、相首庚大な る一帯の宰地を保有 するの要あ り

空地としては 、都市生活に闘係深草公園、運動場、墓地などの公共施設の外に、農業、林

業 . 牧畜漁業などの用地として生産的に利用しつ〉而も自由空地としての意義をもっ「生

産緑地」 を数ふべきである。

斯かる緑地として指定せられたる地域に於ては ‘ その市街化を防止し、緑地を保持せん

が1=めに、 厳重 なる建築制限はこれを行ム要ある し 一切の建築物を禁止するは受賞なら

す・。生産上必要な る目的を有する建築物の設立は止むを得予。向. 建築物と問機、鍛道、

軌道、道路の敷設に闘しでも相嘗巌重なる監怪の必要がある 。

「生産緑地」は現行地域の指定と同様の手績を経て指定するを遁営なり t 認な。

( 二 〉 生産縁地として指定せら れたる こ卜地の所 有 者 は 、 公 益の矯めに 、其の土地の利用 に闘し 、

頗る大なる制限 を受〈 るも の な るを 以て 、:Jt の経 済 的 犠牲 は甚だ大なるも の ある べ し。之に封し

て何等 かの補償を奥』、るとと の嬰なき苧否や御高見承はり度し。

若 し 其の要 あり と，思料せらる λ に於ては 、之 が 柿 償の限度 及 び その方 法 等 御 示 し下され度し。

「生産緑地 J として指定せられたる 土地所有者に劃しては、油営な る補償の要ある もの

と認む。
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理由は問題 に表示の通りそ の土地の利用 lこ闘し、 頗 る大なる 制限を受 〈るものなるを以

て、 都市建築敷地の地債の榊加に比し、そ の経済的犠牲の甚ピ大な るによる。

補償の方法 としては、地慣に際じて累進的 に士曾微減菟すると 共に、こ の縁地の生産物と

都市市場 との連絡を考慮 して油営なる公共的保護を カ11ふるを得策 と考へられる。 叉、 「生

産緑地」の一部に、 ドイツ式の「クラ イン ・ガルテン」、イ ギ リス式の「アロットメン ト」

の如き施設に類 する計霊 を許可するも亦 その一法 と認め らる 。

三 、 都 市 の 美 観

〈 ー〉 都市 の 美貌を維持増進するｾめ 、 都市 美委 員舎 の ｾｮ き も の を設〈る の 可否 に 付き御高見

lk は り度し 。

都市美委員舎の如き ものを設〈 るを可 とす 。

そもそも都市の美観な る言葉は これを換言 すれ ば都rti 醜の撤去にある D 従って、 都市美

観 ｩ 生成 のた め殊更その目的に合せる外観ｾ有 す る建築 物 を構築するＺ必要 なし 。現行の「美

観地医」指定は鞘 ともす れば この弊 iこ陥り易 し 且叉、 ;J、地匿に適用さる 〉に過ぎ今 、そ

の数果は甚1:疑問であ る。寧ろこの制を全般し 、都市美委員舎な るものを設立 して都市全

信 よりその醜貌( 就中 、悦悪なる間告物 、煤煙 、電住、架空線など) を撤去するを至嘗と認

む。

( ニ〉 若 し 之 を 可 な りとせら る )..1亡於 ては 、各 府l採毎に設 〈る を百I とせZ らる込干、又 は各市苦手

に設〈 るを可 とせ ら る L や。

各府! 降毎ーにこれ を設 〈る を百T と認む。

( 三〉 都 市 美委員舎 の 構成 方 法放 に ｊｴ の 椛限努 は 如何にす べ き や 御意見万 ｾ ｉ 士 り度し 。

都市計聾闘係者 、建築家 、美術家その他より 朝野の経験摩ー識あ る者を委員 として若干名

を選定 し、地方長官を合長 とする鮪問機闘 となすを可なり と認、む。

四、市街地建築物j去の適用匡域

( ー〉 現 行 法 に 於 て は、都市計 免 法 の適用 阪 城 主市街地 建築物法の適用区域 とは必 らずしも一

致 す る ととなきも之を必 らず一致せ しむる と との必 要な き苧否や 、御窓i i X. は り皮 し。

〈ニ〉 之 が一致せざりしｾめに 、 不使若 Ｑ ＧＱ 不刺ありしとせば なるべ くＱｴ例を穆 げ て 、 そ の 理由

を示され皮 L 。

都市計霊法の適用直域 t 市街地建築物法の適用匡城とを必十一致せしむるの要あり と認

む。

前者 ｬ ま積観的事 ｾ ｉ 市計霊法 にし て後者は消極的都市計整法と考ふるを得ぺ し 両者相侠っ

て始め て都市の構築計葺を助長する を得 るものなり と認めらる〉を以てなり。

XI J  8  

玉、緩和規定に就で

( ー〉 市 街 地 建 築 物 法の緩和規定、即ち同施行令第三十一係、同施行規則第百四十九僚 の二及

び特殊 建 築物耐 火 構 造規則l 第七僚苦手の規定並に之が指定方法等は現 行の催 lてて差支な しと思料せ

らる λ 宇 。

( 二〉 若 し 不 lim'ii¥な P と思料せ らる L に於て は如 何 に改 む るを可と夜、め らる) . . 1 " 御意見承 は り

皮 し。

差支な しと認、tJ 。



建 築 法 令 中 の 諸 問 題 の 研 究

法 制 委 員 曾

昭和1 9 年度に於 げ る営委員舎の調在研究事項下記の通り立案し以下共の紡泉佐報告せん

とす ，

1. 現市街地建 築物法の地域制限は賓際に誼用す る場合に於て切賞制決〈 嫌ひ なき ゃ其

研究

2. 現市街地建築物法第 1 僚にある住居地域、商業地域、工業地域の他に未指定地域を

加ふる必要なきゃ否や

3.  現市街地建築物法適用匡域内に於て 、建築主に代り官聴に提出す る岡署を作製する

を業とするものは、一定 の資格を有するもの〉外は取扱ひ得5 る様規定することを営局に

建議するの可否

4 .  建築に闘する法規の質疑日産答

5.  其他緊急: なる事項の答申及研究

( 1) の地域制に 闘しては金閤的に其の波及す る成大なるを以て、 1慎重なる調査研究を

要すると認めしに依り 、先つ' 地域制中より 取接され し地&i fe如何に 廃迎すべ きや否や 、

新に米指定地域或は混合地域、集合地域等の指定を必要とするや否や 、具鰐的に之れが

:l jlJ 定の要提を考究の要あり とし、共の不便 を生じ易 き工業地域 に隣れ る未指定部分の現

行絞和 、室地の比等を考究せんとせしが . 本案は重大なる要綱な るを以て分科舎を設げ

専任委員 をして外岡法制の調i 1 E 研究の結果を待ち討議を途ぐベ 〈目下之れが懸案中なり

( 2) の事項に就きて も( 1) の事項 と併行調布を必要とするを以て漸衣之れが懸案中に

属す。

( 3) の事項は大韓現行低下見府令代願取締規則、 京都府令建築代願人規則様の ものを大

阪府に建議せんとする企闘にして彼の長所を採り以て吾 人建築従業者の枇 合的認識を l庄

盛 ならしめんと の起集者 と. ーは建築家以外に建築出願の意志表示の出来ぎる不便が枇

合政策に及ぼす影響如何 、 との反劃意見ありて 賛否宇し結論に主主せ令未了、再検討する

事 となり目下留保中に属す。

( 4) の法規に闘しては大部分大阪府に共の意見を徴するも の大部分なりしにめ、府に

之れが質疑を膝答方照合せしも、時恰 も大阪府にありでは折角* f H 則改正中に属する故を

以て同答な し 本年度は質疑態答の賓の奉らぎりしを遺憾とす。

一方委員舎に於て は経過に於げ る建 築に闘する判決例の蒐集に着手せしも多岐 に亙

9  XI J  
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り 、 相首の櫨組事業として成よｾを禦ぐる方法を安営 と 思料し、 日 下部署 ー を 設 ｶｪ 之 れ が賞

献 を? 翠ぐ る事に鋭意 中なり。

( 5) の緊急; 事項中合長より森議方回附ーのもの 2 111' あり。

イ、金園都市問題合議第 1 議題のイ'1:

口、改正市街地建築物法中第 8 僚の施行 に附する建議案作成方附託の件

(イ 〉案件につきでは暑 中各委員 の鋭意研究中下の案件 を都市計重要委員舎と協議の結巣

合長に答申せり

( ロ) 築件に闘しては何 れも誼官なる措置 として意見を具 し合長に答 申す。

( 6)  ( 案件は別途掲載)

昭和 9 ;p 9 月 20 日

法制j 委員合委員長 津 岡 敏 判i

日本建築協合合 長 J l "岡 安殿

奔 復 F点者ー去ノι 8 月 7 日付ヲ以テ御附託 中目l戎{ 良改正市街地建築物法中第 8 依ノ; 施行 ェ闘 スル建議ノ

件ノ、本委員合］於テ恨重老年議ノ結果建築 ｊｆｅ 合ノＺ古見 ｾ ｩ ナテノ、大ｾ Ｎ ｾ 於 テ］民議無 之 候依 此 段 ＷｊｬＮ 報 告 候

也 ｾＱｬ テ本協合合長 ヨ リモ 別 ］ 建 議案 ヲ 作成シ主務大医］御 提出中日 成 ルヲ可然 ト存 シ候其案 ｾ ｩ ナテ

ノ、更二本委員合 = 御附託相1茂様致皮申添{侯

昭和 9 年 8 月 7 日

日本建築1Zi 合 曾長工事博士 片 岡 安

法 制 委 員 合 委 員 長 津 田 敏: b ; jt 殿

改 正 市 街 地 建 築物法中第 8 依 ノ施 行 = 蜘 スノ，i j I; 議 ノ 件

手F干午 際者 今 ｛ＱＱ ｜ 建 築事合 ヨリ 建議］ 付別 Ｊｋ ノ ｪｉｄｪｦｦｩ 知有之 侠 ｾｲ ， ｊ テノ、 Ｎ ｮ 委員合 ｾ ｭ 託致候 ｛ｈ｝ 本件 ュ 関

シ何 分 ノ 御意見御 [[1¥袋: ヰ目 m[皮此段御依鎖中上侠 徴 兵

奔息子 時 下盆 々御 街鮮 ヨ 界貿イ段隙者本ｾｾＮＧＺ令］於 テ ノ、 本 年法律 ｉｔｩ 4 6 鍛ヲ 以テ改正セラ レタノL 市街 地 位

築物法第 Ｘｾ 主 ］封 シ今 ｜ｲＡ ｜Ｕｪｉｊｾ ［ｒ ノ ｪｦｦｩ リ ｲｵ 議書 Ｗ 内若者大 ＱＱｩ 宛提出展示 Ｑｪ 数候 ェ 就テノ 、 本製舎 ノ 建 議趣 旨 ー

付御賢喜美被成下之が Ｑ 宝 ｭｾ ｦ｢ｦｊ シ何分 ノ御援助 チ切望致皮此 段 御 依報労 ＱｾＺＺｊ ＧｬＺ ｪ 立候 役 具

昭和 9 年 7 月 20 日

建築接合々長 佐 野 和j 器

日本建築協令 令 長 n- ¥悶 公 殿

( 潟〉 昭和 9 年 7 月 19 日

建 築E33令合長コニ与さ博士 似 て 野 弄IJ 務

内務大院 後 藤 文 夫 閣 F

改正市街地建築物法中第 8 僚ノ施行二関ス) 1. 建議

II H羽I Ｙ 年法律斧ｾ 46 披ヲ以テ l改汗. セラ レタ ノι 市街地建築物法 '¥'!:i 'i 8 依ノ規定ノ、其/ 鈍行 三郎シヰ日

常 支 防 ヲ 生 スへキ場合 アノι 7 考慮シ本製令ノ、訟 法改正ノ粉前/ l 7 ij え却ス ル コト ナク シテ而モ之 カtt 施

ー". /  ，車内無 カ ラシ メ ｙ カ ｴＮｾ［ｖ司査研究中ノ政今般別 記意見守 ノ ｪｦｦｩ V 成 案 'j ｾｾＯＺ候］ 付 テノ、 言 立法施 行 ］品 Ａｊ

シ何分ノ御高感; . J協ノ、 リ皮 此 段 及m議候也



意 見 書

昭和 9 年法律自主 46 披 7 以 テ改: i E 七 ラ レ9 ノL 市街地建築物法第 8 ｾ長ノ趣旨ノ、従来建築敷地ノ前 ｊ￹ ｩ

= 有効 ナ ノL 滋・路ナキ場合ニ於テ寧= 建築総/ 指定 = 依テ ill 築' 7 tiJ imナラシメ ダル 結 果 時 ニノ、近キ )1守来

］於テ政地］接シテ道路ノｬｈ ｊ 設ヲ見ル ＷＱｾｽ サノレモノ ア ルｭＮ ［伏 Ｗ 崎 ￯ｬ てセ ｹ トス ル モ ノェシテ時代Ｏ進運

］基キＧＶ｜Ｂ然ナノ ι モノト ￭ｩｬｾ 7  ＧＷ ＱｾＱ ヘシ 、 然 レ ト モ 吾凶作都市ノ現 ｪ 伏 ニ 於テ ノ、 今的縞員 Ｙ 尺 ］主主 ｫ サノ ι 道

路 少カラ ス 、 ヵ、ノ ｌ 場合 ］ 於テノ、 巳 ム ｮ ト スシ テ建築線 Ｗ 指定 スノ ｉ コ ト ス ラナ ク第 Ｘ ｾ 長但舎 ュ依 テ建

築 Ｗ 可能ナ ラ ν メサルＧＷ Ｑｾ ｽ サノ ι 事情 ］Ｍ［ Ｎ宜［ 也 ス ル場合多 ｆ 従来 ｩｬｩ 築総ノ指定］依 リ 道路ノ開設 Ｗ 促進 七

ｖ メ Ｙ ルユ比シ反ツテ面白 カ ラサル結果 Ｗ 生 スノ ι 場合 モ 少カラス 、 旦 Ｍｲ ｾ ｬ ノ土地］童話スル建築線ノ指

定、市 ノ 郊 外 ユシ テ未 9 道 路 ノ倒設セサノq 'f1l分 =針 スノ. fs築K;!i! Ｏ 指定 等共 ノ 指定ノ方法官シキＧＷ Ｑｾｽ ノ、

必 スシモ未 タ 道 路 カ1翌{'E セサノι ノ放 7 以テ建築' 7 f F j 否 スヘキ = 非 ス、従 ツ テ 改E 法ノ貸施 = おリテノ、

法律改E ノ趣旨 7 淡却ス ル コトナ ク シテ然 モ前 記 ノ不都合' 7 1 : セシ メサ ノI 様 何 等 カ ノ 方 法 nfli スノ. /  

必要 ア ノ ι ヘシ 、 而シテカカ ノ ｌ 事項ノ、都市ＯＺ騒知］依リ自ラ差 ｾｉｑ ア ノ ｌ ノ、勿論ナ レトモ大弛］於 テ市街地

建 築 法 適 111，潟市一般 = 湿ス ルモ ノェシテ且一般市民ノ利符 = 闘ス ノI [J庁側 ノi 大ナ ノ. ' 7以テ 1，1 ］Ｍ 地方政ｾｻ I  

判 断 ノミ= 委 ス -̂ =- 非 ス、細目ノ、之ヲ地方総令 = 談ノι トス ノL モ少 クモ J毛/ 大綱ノ、之 7 勅令又ノ、省令 三

枚 メ兵 ノよ! まク所 7 知 ラシ ムノL ノ姿ア ノι ヘシ

別紙内務省令改正案ノ、彼 リェ改 E 法 第 8ft長= 依ノL 命令 トシテrlii mノ趣 旨 '7 i去文化七 ノL 参考案ナ リト

ス

市街地建築物法施行規則改正参考案

負t n俊ノ 2 市街 地 建 築 物 法 第 8 僚包香ノ規定= 依リ 旨t "I スノι 場 合ハ左記各銃ノーニ 該蛍ス ノL 場 合

= 限 ノι

l仁. 昭和 d年1ド三 月 日以前ユ於テ地方長官 n指旨定シ F ノ凡ι E建t築線= 接ス ノルι 敷地 = シ テ 地 方 長1

支跨防Eナ シト認メタノ凡ι 場 合

2.  椛 災地区 、住宅総借地区，tt I 他 1 1羽ノ土地= 豆リ指定七ラ レタノL 建築忠良= 接ス ノι 敷地 ユシテ地

方長て: - J : l ; ノ取地= 接スノι 泣路 カ近 ク開 設 ス ト認! メ 9 ノL 場 合

3.  地 方 長 官 命 令 7 以 テ 指 定 スノι 眠 員 7 有 スノ1; 血路 ュ接 スノι 放地ユシテ適? 苫ナ ノι 建 築総ノ 指定ヲ '叉

ケタノル場合

4. 山 林 、 原野等ユア ノ ｌ 敷 地］シテ地 方長Ｇ，ＺＺ・ ｆ 付 近 土地 ノ ｍ た 況 ］依 リ末 ｾ［ｉ 守来ノ 開護ノ欣 ｴ 兄 ＧＷ si，氾! Y

Ｑｾｊ スト認メタ凡場合

5. 地方長行土地ノ! I 長況= 依リ特= 巳ム' 7 1' . 1スト Z'E、メ 担ノi 揚 合

以 上

1  1  X I I  



金 問 各 工 業 撃 械 に於 け る 修 業 年 限

設 置 科 目 等 に 闘 す る 調 査 報 告

教 化 委 員 曾

全閣各工業。製校に於げる修業年l以、設置科目 . 敬授時数等は極めて自由 で剥ー的な吾同

教育界に於 て特異例をして居 るも ので 、これは 各謬校夫々の 目的 と方針に依って斯の如き

J伏態となって居るものであるとは思ふが、共貰際!U，況を? 調fE し. 比較研究する 事も 亦;必要

であると考へ、 全 閣公私 立 工業率校Ｈ但修業年 ｾ ｬｻ 3 ヶ年以上) に就き規則書共他により 修

業年限設置科目等を調査し . 特に建築j;.; 1に就きでは各科目 に劃する 教授時数の配首j伏況を

も調奈す。

規則書其 他書類未着の? こめ 、全部に 亘 り;取り纏めることは得 5 りしも 調査出来 fこる 分の

結果失の如し。

調 査 事 項 l

Ｚ［ ｪｫ 「 ｐｆｆ 田富田 ｌｦｾ ド ＿と ＺＱ ｪ iiG 

i!日日[ 1 ｾｾ＠ 自国 ￪Ｑｲｵｾ 叫 Ｚｩ［ｩｩｩｩｩｩ ｊｐ

1jDE 匹目白 園 田口 ｾ 己 同 叫川 ｬｩｬｹｩ ｾ

ijL F 日目白回目町田 陣 h 品開」

itekP o  maw田 田 . 田 肝 内 巾 11111 ' : :  

拍r o. 伊四回目日百

私自r ｾＮｅｅｦｄ回目畠田

{  ￪ｴｯｲｾ ｆＮｅｅｅ� ｅｐ ｦｦｩｔｉ盟国邑ョ ｭＱＱ ＱＱＱＱＱＱ Ｑ ＱＱＱ

jj 』F 盟盟田司口EtB31翌 日 臨 田 監 皿h
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全国に怠ける工業畢絞 1 4 5 校に就き 、経皆、修業年限、設置科目に就きての調査

1 . 経 営

官 公 立

2. 修業年限

6 ヶ年 1 校 5 ヶ年 65 校 4 ヶ年 17 校

( 私立皐校にて 4 期 3 年 4 ヶ月 3 年牛となるもの〉

3. 設 置科 目

機械科 81 校 建築科 71 校 電機、電策科 48 校 土木科 29 校

染 色科 28 校 感用化 事科 、木 材 工 事 科 各 25 校 家具科 15 校 園 祭 科 . 探

鉱及冶金科 各 10 校 窯 業 科 匂 校 漆工科 8 校 塗工科 5 校 印刷科

彫 刻 科 各 3 校 造 船 科 、 建 築 装 飾 科 各 2 校 左官科 . 玩具科 、挽物科、酪遺

科、電気化 摩 科 各 1 校

私立 28 校

其他 3 校59 校

Il! f立 2.

3 ケ A下

市立 3U道 府l際立 82.内官立 3117 校

事

全国に方さげる工業畢校中建築科を設置せるもの 7 1 校中 4 7 校

き教授時重量配嘗の獄据調査

別紙窮真の如し。

備 考 建 築 科 設 置 の 皐 校にて 書類未着にて調査不能な りしも の下の 24 校 なり

校 名 経 管 所 荘 地 修 業 年 限

ｾ玉示上工祭校 財 閥 法 人 立 ;東京市荏原 医 大 崎町 桐 ケ 谷 3  I，r  

東 京 工 接 民 私 立 東京 市 総 橋 直 角 筈 4  年

東 京 市 立 第 一 畑職 市 立 東 京 市芝 齢 杉即 Ir 澗 ;2

京 城 工 業 製 校 官 立 京 城 府 東 崇 洞 3  年

中 央 工 祭 校 私 立 東京市 ｾＱＱＧ ｆｬ ｬ ｗ［中猿楽町 4  1m 

早 稲 問 工 手 製 校 私 立 東 京 市 3年4ヶ月

議 l 年

大阪市 此花 区 ｲ ［ｩｗｾ ｜ 烏 町 Ｑ 丁目
本 2 年

3  I，F  

3 年

3  r. r  

4 年

深 l 年

本 2 ｴ ｾ＠

3 年

中等部 2年

高等部 2 年

3 年 乙|ミ

3 年

5  t1'-

5 年

4 年

4 年

4 年

3 年

5 年

5  (1ミ

( 6 l'1J  6 分強 ) に就

2.  項査調

札幌 市南 十 四 俊

民児島市禦附町

率 北市 幸 町

東京市本J j J f m; 桜網

東京市小石川区竹 早 町

大牟 岡市 明 治 町

金二

道 際 立

私 立

財閣法人 :1T.

市 立

私工 科 書 持 校

札 幌 工 業 拳 校

) I s 兄島 1' t 業懇談

苓 潟 商 工 拳 校

本 所 商 工 撃 校

阪プミ

立市東 京 市立 第 四 貸 業 事 校

互主;fJ. 大 . $ 図 工 毒 事 撃 校

15 XI I  

横 演 市 中 巨 大 岡 町

大 阪 市 東 淀 川 函 南 方 町

北 海 道EE抑 郡 苫 小 牧 町

宇 都宮 市西 原 町

岐阜県果、安入郡杭瀬村

東 京市 泣i町直富士見 町

和 歌 山 市 撞木町

東 京 市 柿 田直 錦 町 3 T 目

東 京 市 芝I亘芝 浦 町

熊 本市平取本Plf

仙護市北守番町

立

立

立

立

立

立

立

立

立

立

立

隠

市

私

道

旧

師

耐

肺

引

相

耐

糊

私

副

柏

市

市

横 並5 工 業 専 修 撃 校

閥 商 工 娯 校

苫 小 牧 工 業 製 校

宇 都 宮 工 業 製 校

岐 阜 第 二 工 業 率 校

法 政 大 挙 工 業 製 校

和 歌 山 工 業 専 修 拳 校

日 本 大 挙 工 業 経 校

東 京 工 科 挙 校

熊 本 商 工 事 修 撃 校

制I 選 エ 祭 校



各 種 パ イ プ 類 市 場 品 調 査 報 告 (其 2 )  

材 料 委 員 合

本誌第十六輯第十二税常設委員合昭和八年度調脊研究報背( 昭和八年十二月一円強行)

に於て、 蛍委員合より掲題の報告書 を提 出し fこるも、 同蹴に於てはバ イプ類 5 極( 鋼管 、

銅及真鍋管 、 錯鍛管 、ヒ ユ ーム 管及偉大鋼管及鉛管Ｉの内鋼管のみを 掲 ｾｬｩ するに過ぎ なか

った、故に本披に於てはその続稿として次のものを掲ぐ

XI I  16 

1. コンヂツトチユ ープ、ヱパ ー ライ ト鋼管

2. 銅 管

3. 民鎗管

4.  71<. 道用鏡滋管

5. 排水用鋳鍛管

6. ヒユ { ム 管

7. スレ ート 製管

8. エグ ニッ ト・ノミイプ

9. 陶 管

10.  水道用鉛管

11. 雑用鉛管

以下上記の順に掲ヤ



1 . コ ン ヂ ヴ ト チ ュ ー ブ ・ エ バ ー ラ イ ト 鋼 管

一 分 厚 チ ユ ー ヴ 標 準 寸 途 表 五 厘 厚 チ ユ - 7 ' 標 準 寸 途 表

公 内

沼崎凶値町a  

外 内 厚 身: -長: - : i l l  公タト

f百 子
日寸子

米
米 ノ 111 

稿 係 突手ffi 径 車E 長 ノ:駁 ノ党 者3 径

i ncheラ

m/  
，m m/m 国 / 血 m/血 山 kg  inche， 

ょ2 fF ＱＲＮｾ＠ 21. 7  16.1 2.8  15 14 1. 31 をか

主Jb '  19.0  27. 2 21. 6  2.8  18 14 1. 69 立. 0  

1" 25.0  34.0  27. 6 3. 2 22 11 2.43  _} 'I 

li6 H  32.0  42.7  35.7  3. 5 25 11 3.38 1" 

1きH 38.0  48. 6 41. 6  3. 5 25 11 3. 89 l 士υ

2'/ 
50.0  60. 5 52.9  3. 8 28 11 5.31 1tν 

2みW 64. C  76.3  67.9  4. 2 32 11 7.47  2" 

3
'
/  

76.0  89.1  8つ.7 4. 2 35 11 8.79  2告。

3t" 88. 0  101. 6  93. 2 4. 2 38 11 10.09 3' /  

ヱ ナ メ ル ド チ ユ ー 7 標 準 す 迭 表

長: 子 切 チ ュ ー プ 捻 子 j無チ ι ープ

公和外怨!
- r t  厚 一択 公務外Ｚｭｾ ]'7 ー択

日ナ子
本ノ 本 ノ

山 十 ;1ff 十 :ill

inches m/m ノ数
s .W. G  

ニ:Ii]; i nches m/ m 

B 、Y . G

ニ:Ii];

一

kg  .938 時.6一09 

#  #  

t "  
12.7 18  20 量11 12.7  24 

t" 15.9  18 20 1. 195 
百5  '1 

15.9 24 766 

立必 11 19./  16 20 1.448  をU 19.1 22 1. 168 

百τ I! 22.2 16 18 2 Ml  i  量11 22. 2 22 1. 371  

1" 25.4 16 18 1" 25.4 22 1. 672 

l士ν 31. 8  16  18 3.46Q  l 士H 3 1. 8  20  2.463  

1量11 38.1 16 18 4.114 I  1告か 38.1 20 2.968  

2"  50. 8 16 18  50.8  18 5. 535 

2t v 63.5  16 16 9.166 .1  2t "  63.5  18 6. 857 

3" 76.2 16 16 76. 2  18 8. 372 

泊 目乎 タト 内 厚 C .  -:11: 一 京

rn 子
吋 子

米
米 ノ 山

ぢ理者E 宅E i笠 長 / 数 / 匙

一 一
m/m m/m I!、Y .G 山 ] ¥g 

一#  

16 15.9 13.4 18 12 18 .470 

19 19.1 15.8 16 15 16 . 708 

22 22. 2 18.7 16 18 16 .833 

25 25.4 22. 1  16 18  16 .966 

32 3 1. 8  28. 5 16 20 16 1. 225 

38 38.1 34. 5 16 22 16 1.483 

50 50. 8 47. :  16 25 16 2.o::J O  

64 63. 5 60. 2 16  28 16  2. 517 

76 76.2 72.9  16 30 16 3.034 

部二戸

ヱ パ ー ラ イ ト 鋼 管

Lエヴケル、クローム鋼〉

( 河合 鋼 商 庖 = 依 ル〉

肉 厚

1  

B. W. G 12 Ga 

14 11 

16 11 

18  11 

B. W. G.  10  Ua 

12 11 

14 11 

--1 M 

16  11 

18 11 

ｂ ル ｾＮｇＮ 10 Ua 

12 1/ 

14 11 
1" 

16 11 

18 11 

B. W. G.  10 (ia  

12 11 

14 11 l士ν

16 11 

18  11 

B. W. U.  10  ( 7a  

12 11 

1t "  
14 11 

1も "

B. W. G. 12 (-;a 1.208 11 

1. 708 1/ 

2.32 1/ 

3.25 11 

3. 32 11 
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2.  鍋 管

直 径

厚 サ 長 サ

最 大

1E3ヨU  

<< 
側i 考

〈外符)

最 tl 、 最 大 普 通 最 大
重 rJiaL  

一
m m  n】【11 n】ra m m k!.{ 

380 以下 3  20 3  6  250 

350 11 3  20 3  6  

※ 印ノ、重f立ノ許ス

300 11 2.5  20 

限 P厚サノ、適宜製

3  6  

250 ρ  2.5  20 

作 致 シ マ ス

4  6  

2∞グ 2  20 5  6  

150  11 1. 5  20 5  6  

l∞ υ  

銅 管

20 5  6  

80  11 20 5  6  

( 並尺〉

60  11 
※  

5  8  

40  11 0.7  
※  

5  10 

3 0  11 0.7  
※  

5  10  

25 11 0.5 
※  

5  10 

20  11 0.5 
※  

5  10  

15  11 0.3  
※  

5  10 

10  11 0.3 
※  

5  10  

5  11 0. 2 
※  

5  10 

4.5  6.5 6  250 

2.5 4  10 

銅 管

4.5 9  6  

〈長 尺〉
60  11 

2  4  10 

50  11 3. 5 5  10 

内在[ m 川
m m  nl TIl m 

50 以下 2  3  15 

銅
h民ｾ＠

25 11 1. 5  3  25 

20  11 1. 2  3  30 

/ コイ凡谷モ)

/  I持j J l H是尺
15  11 3  35 

10  11 0.8  3  45  

5  11 0. 6 3  45  

( 住友伸銅鋼管株式含量士= 依凡〉
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3  a  餓 管

ι 4 4 4 4与陪

異 鍛 管

250 11 

2∞ w  

150 11 

10 0  11 

80  11 

60  11 

40  11 

30 11 

25 11 

20  11 

15 ρ  

10  11 

5  11 

2  11 

2.5  

2  

1. 5  

0.7  

0.7  

0.5 

0.5  

0.3  

0.3  

0.2  

0. 2 

n

v

n

u

n

u

n

u

円

u

n

u

円

u

n

u

n

u

l

l

i

-

-

1

1

1

1

 

※

※

※

※

※

 

q

u

q

J

u

'

b

 

6

6

6

6

6

8

0

0

0

0

5

5

5

 

t

A

1

a

t

a

'

i

q

u

d
守

d
a
T

戸

、

u

k

d

R

U

戸

、

u

F

D

只

U

戸

口

戸

、

u

え

Jv

k

u

民

JU

世B
，:j!; 
， 

※ Eロハ寸法 ノ 許 ス

限 ' 厚 サ ，通 貨

製 作主主シマス 。

復水器管 |l;31ι ト 1. 21科 0)1 1λ I  ｾ＠
完 鍛1 19. 0  ( 日 1*1. 2 19 " " 1  1  3 - 6  1  8  
2 ツ ケ 凡 鋼I .  ..- " .  I  ..- . .  I  - .  I  

国 年 青 銅1 25.4 ( 1)  1*1. 219 11 1  1  5  - 7  1  8  

特 許 K ド|

r  ｉｾ プ ラ ック ｼ 白，tt 他

後印ハ普j i I I ノ厚サ

ヲ示 シマス 。

経術明宇抑湖

骨 lて脳l ノ虫日キ モ ノ

モ製 作 ス

異 鉛 管

27. 0x 15.9 

25.4x  15.9 

事 ー パ '!' I 22. 2 x  12.7  

叉ρ 七三 配 合

ネ ー パ ル I 1∞ グ

タト叙

150 以下

異 鎗 管 I 75 ρ  

25. 4"  

4  

4  

q

u

q

u

q

，

ゐ

1  .1. 5  

1  1. 5  

1  1. 5  

7  

7  

6  

6  

6  

「

町

》

戸

h

d

戸

、

u

4  5  

ヶ- 0 --;

150  

。:!
4

4

4

4

 

'
b

k

u

戸

b

k

u

ド ｅ ｾ

純 罰

D =25.4 27  

E=15. 9 

F =  17.5  

米 米

L =0.9ー 1. 5

一 Ｍ ｆＴ Ｓ む ｾｉ Ｖ 同 ｾｉ I  3  Iτ 円刃F 7 7

※ 12 I  I  

満 俺

青 銅 管

208 11 

150 11 

l∞。

75 11 

50  11 

25 11 

10  11 

6  

民

u

• 

5

5

4

3

2

1

 

※ 10  

※ 10  

※ 8  

※ 7  

※ 6  

※ 4  

A

噌・

d
噌

戸

、

パ

w

民

υ

民

》

に

J
U

厚 t ・長 メ ー トJ ν

25.4x  1. 5迄

22. 2 x 2  11 

19. 0x2 11 

15.9 x 2  11 

12.7 x 2  11 

9.5 x 2  11 

6. 3X2  11 
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鋼 管 標 準 寸 法 表

吹

一

サ

一

凶

H

H

長

一

サ

一

G

一

f

-

8

0

8

0

6

8

0

6

 

m

一

1

2

1

2

1

1

2

1

厚

B

一

径

一
1

E

1

4

5

日

市

ま

ま

ま

さ

長

2

5

1

外

一

11 

11 

11 

M 

11 

11 11 

11 11 

11 11 

14 11 

13 11 

主

11 11 

苦dす

1ヌ

11 11 

主

2  

11 11 

2ミ

11 
11 

2;( 
11 

11 

空

Ｒｾ＠
11 

11 

3  
11 

11 

3..1 
11 

韮

11 

内径 3占 11 

Ｓｾ＠
11 

11 

4  11  

11 

4ま 11 
11 

Ｔｾ＠ 11 
11  

Ｔｾ＠ 11  11 

5  
11 11 

5-l 
11 11 

互

5き 10 
/1 

5i  

11 11 

6  
11 H  

XI I ・2 0

_  u皇.鈴 管 標 準 寸 法 表

外 鑑 ( IIJ )

厚 サ f

B  W ｇＮ ｼ 長サＨｾ只 〉

Z  1  20  16  

互1  21 
11 

Z5 E  2つ
11 

Z5  吉 21 
11 

E  3  18 
11 

3  B  19  
11 

万1  
18  

11 

E  S  
11 11 

ヨ 11 

"  主

7  百 16  
11 

14 
11 

16  
11 

H  14 
11 

' { 

n  16 
11 

4  

11. 11 
11 

す“ す

13 
11 

京 ・ｾ

1さ 16 
11 

Ｑ ｾ＠ 11 
11 

1i  16 
11 

2  11 
11 

2..! 
11 11  

耳

Ｒ ｾ＠ 11 11 

2" 

22 
11 11 

3  
11 11 

3J  7  
11 

<{ 

Ｓｾ＠ 11 
"  正

3き 7  
11 

' 』zEl  
11 

H  

32 7  

"  

3i  11 
11 

4  7  
"  

4  11  
11 

4;  7  11 

'{ 

4き
11 11 

41  
"  

11 

5  
11 

11 

Ｕｾ＠ 11 11 

事

5、 11 11 

育M 

53  
11 11 

6  11 11  

( 大 阪 伸 銅 曾〉



M 

x  

銅 管 重 量 表
( 一吠 = 付単位斤〉

寸法 ｉｾ ユ Ａ 斗工 ｼ ニｼ 土工 Ｎ Ｑ ｟ ＱＰ 1_ _

11 ｉ Ｎ ｾ ｉ 工 Ａ 竺 土 Ｏ 16 Ｑ 工 Ｑ ｟ ＱＸ Ｑ 工 ｾ Ｑ ｟ Ｒ ｟ Ｑ Ｑ 三 ｉ ｾ 三 Ａ と
附 ペミ Ｖ 河 Ｕ オ ｾＱ ｟ Ｔ 司 ＴＮＱ ＹＱｾＱｾ Ａ｟ 3.051_2司24112111 14 1651 14 124 107 吋 吋 刈 6351

ｉ ｾ 山 ［ 0.
238

1  0.
220

1  0.2001 0.
180

1  0.
165

1  0. 1481  0.1341-0.1201 0.1091  Ｐ Ｎ ＰＹＵ Ｑｾ Ｎ ｇ ｾｴ＠ 0.072/吋出 0.04910.0421曹司13i i l El z

民ｾｾキノ芹 ｣ｑ ノ 、 本表ノ Ｐ Ｎ Ｙ Ｖ 掛

( 尼崎仰銅株式曾枇= 依ル) 傍線 ノアルモ / l " 標準寸法ノモ ノヲ示 ス



住 友 水 道 銅 管 重 量 表

公布寺内径 9ト: f ' K

標 準 長 サ ill :Jfr 7]( Ｎｉｬｬｾ試験

〈粍)

管 厚

直〈米/ 管J  

コ イ ノ ιｾ 長尺 ｴｴｦ
( 粍〕

( 米〕

む/ 米 資/ 尺 ほ/覇軍 2 封皮/11，]-'

まか 0.85 '6.0  14. 0  18 0  0.2647 0.0214 128 1800 

10  12 100 
6. 0 14. 0  18.0  03072 0.0248 157 220)  

1. 25 6.0  14. 0  18. 0  0. 3753 0.0303 205 2900 

*" 
0.85 6.0 14. 0  18. 0  0.3359 0 0271 98 1400 

13  15 Hl O 
6.0  14.0  18. 0 

03910 00316 
120  1700 

1. 25 6.0  14. 0  18.0  0.48∞ 0.0388 156 2200 

まヅ 0.85 6.0  14. 0  180 0.4071  0.0329  81 1150 

16 18 1.00 
6.0  14. 0  18.0  

0.4748 0.0384 
97 1350 

1. 25 6 0  14. 0  18. 0  0. 5848 0.0473 125 1750 

24.  kg， 1. 25 6. 0 14. 0  18. 0  0. 7593 0.0614 106 1500 

20  23 1.50 6.0  14. 0  18. 0  0.9007 0.0728 
117 1650 

1. 65 6.0  14. 0  18目。 0.9839 0. 0795 133 1900 

.  

1" 1. 25 6.0  14. 0  18.0  0.9339  0.0755 76 ll Cわ

25 28 1.50  6.0  14. 0  18 0  1.1102 0 0897 93 1350 

1・65 6.0  14.0  18.0  1. 2143 0.0981  102 1450 

1上ν 1. 25 6. 0 ※  ※  
1. 1084  0.0896 63 900 

30 33 1.50 
6.0  ※  ※  1.3196 0.1066 78 1100 

1. 65 6.0  
※  ※  

1. 4447  0. 1167 87 1250 

It ν  1. 50 6. 0 
※  ※  

1.7386 0.1405 59 850 

40  43  1.65 
6 0  

※  ※  1.9055 0.1540 65 950 

1. 80 6 0  
※  ※  

2. 0712 0. 1674 71 1000 

ヱ"
1. 65 6.0  

※  ※  2.3664 0.1917 52 750 

50  53 1.85 6.0  
※  ※  2.5739 02080 5'" 

80つ

2.00 6. 0 
※  LXz 2.8488 0.2302 64  900  

どちつく般活字 ，.標P慎重1

※ 印ノモノノ、長尺谷モ御望: . = . ヨツ テ 製作イ F シマ ス

.1- . 氾重量 ノ、 一立方米 ノ重堤 8890 近即 チ ー立方Hナェ付 555 よj. 11t トシ テ言1i 1 シテ ア ロγ ス
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管篇 鎌

管

用

塵

水 温

低

4.  

経働率2

ｩ Ｚｬｾ＠寸
ｾ［［官各公 務 内 筏

7 5 - 450  

5∞- 900 

l∞0ー 1500

D  

管査

公務内f.l.¥ 管 厚 j t 内筏 。1t 外筏
:ii'< 口 寸 i:t 者手 口 寸 ｪｬｾ＠ 有効長 重 泣 ※  

D  T  D ， D.  B  C  P  日 F  

ｾ Ａ ｾド
X  Y  L  

承口 事者 u I  1f[ i:11 

総古t
安 部 宅建都 1 m 

75 9. 7 76.0  95. 4 115. 4 1  35 30 15 90  10 71. 4  

22ク6  5  

15 4  300J  7.71 1741  18.8  

1  6810 46.3 6  

100 10.1  101. 2  121. 4  141 .4 ク 31 16 95 ク 73.1  ク ラ少 ク 10.1 2oo!  25.4 

125 i O.5  126. 6 147.6  167. 6 ク 32 ク ク ク ク ク
ク ク 12. 0 

150  10.9  151. 8  173.6  193.6 ク 34 17 
l∞ ク 74.9  27 1  183.6 ク ク ク ク 15.3  40.1 136 

200  11. 7  202.4 225.8  245.8  40 36 18 ク ク 76. 7 28 235.8  
。

ク ク 400J  206  . 401 56. 7 248 
250 12.5  253.0  278. 0 300. 0 ク 38 19 105 11 80. 1 30 288. 0 ク 20 ク ク 28.0  .652 75.1 329  

3∞ 
13.3  303.6  330. 2 352. 2 ク 40  20 ク ク 8 1. 8  31  340.2  ク ク -9 ク 33. 6 .773  95. 3 416 

350  14.1 354.2 382.4  404.4 ク 42 21  110  ク 83.6  22 392.4 ク ク ク
。

41. 6  .893 117 512 

400 14.9 404.8 434.6  456. 6  45 45 23 ク ク 87.0  34  446.6  6  25 5  ク 52.5  1. 54  141 620 
450  15.7  455.4 486.8  508・8 ク 47 24 11 5  ク 88.8  35 498. 8 

。
ク ク ク 63.0  1.72  167 734  

500  16.5 506.0  539.0  563.0  ク 49 25 づシ 12  92.2  37 55 1. 0  
。 。

ク ク 57.3 1. 88 195 857 

6∞ 18.1 607. 2 643・4 667.4 50 53 27  120 ク 95.7  39 655.4 ク ク ク ク 97.2 2.24 256 1120 

87∞ ∞ 
19. 7 708.4 747. 8 771. 8  ク 58 29 125 -9 99.2  41 759.8  -9 ク

。
-9 125 2. 60 324 1430 

21. 3  80ヲ.6 852. 2 876. 2  55  62 31 130 ク 102.6  43  864.2 ク ク ク ク 160 2.96 400 1760 

900 22.9  910.8  956.6  980. 6 ク 67 34  135 
。

107. 8 46  968. 6 
。 。 。

ラシ 202 3:32 484 2140 

1α ぉ 24.5 1012.0  106 1. 0  1087.0  60 71 36 140 13  113. 0 49 1073.0  ク ク 6  ク 244  3.62 574 2550 

1100  26.1 1113.2  1165.4 119 1. 4  ク 74  38 145  ク 116. 6  51  11 77. 4  ク ク -9 ク 290 3.97 !  671  2980 

1200  27.7 121 4.4 1269.8  1295.8  65 77 40 150  -9 120. 0 53 1281. 8  
。

ク -9 ク 344  3460 

1350 30.1 1366.2  1426.4 1452. 4 70 80 43 160 -9 125. 2 56 1438.4 
。

ク づシ
。

434 4:86 1  951 4240  

15∞ 32.5  1518. 0 1583.0  1609.0  75 83 47 165 ク 132.0  60 1595.0  ク ク ク ク 518 5. 39 11140  5080 

j!;hj( ii 旺・・・・ ・・45 mT = 0.016 D + 8.5 

管直

1l!: 震 欄中 各欄ノ ;厳 値彼此 加 i成シ テ符 合 セサルモ ノア ルノ、四捨 五入 ノ結 果 ナ P
※  

ω

ω

E

-



×

=

M

h相

務 争2
古手7)( iii'( .. .75 111T = 0.022 D + 8.5  

A = T + 27  

B = 2 T +  10  

水 道 用 鋳 錯 普 遁 塵 管

i I 管

トヌｾ Ｎサ
心 '

公 務 内 径 各 部 寸 法

D  込 b  c  e  

7 5 - 450 15 10  20 6  

5∞- 9∞ 18  12 25 7  

10:Xl ー 1500 20 14 30 8  

C =T + 5  

D ，= D  

F = 、14l:i ' ー( S + 3) " ←3つ

P = 0. 05D+90  

S = C+ E  

公 務 内容E 管 厚 断使| ik  口 寸 法 f吊 口 寸 法 有 効 長 Z宜 f在 ※  

υ  T  D .  1)3  A  B  
。

P  B  F  s  D ， V  X  Y  L  

承 口 猪 口 医 協

総 意

突 害択 号理部
1  n、

一

75 10. 2 95. 4 115. 4 35 30 15 90 10  71. 4  25 105.4 5  15  4  30∞ 7.71  . 174 19.7  67.0  

100 10.7  121. 4  141. 4  ｾ＠ 31 16 95 ク 73. 1  26 131. 4  
。 。

ク ク 10.1 .220 26.8  90. 8 

125 
11. 3  147. 6 167. 6 ク 32 ク ク ｾ＠ ｾ＠ ク 157. 6 

。 。
ク ク 12. 0 . 265 34. 8  117 

150 118 173.6  193. 6 ク 34 17 100 ク 74. 9 27 183. 6 ク ク ク ク 15. 3 . 310 43.1 145 

2∞ 12.9  225.8 245. 8 40 36 18 ク ｾ＠ 76.7 28 235. 6 
。

ク ク 40∞ 20. 6 .401 62. 1  269 

233加∞ 旬

14.0  278.0  300.0  ク 38 19 105 11 80.1  30 288. 0 
。

20 
。

ク 28. 0 652 83. 6 363 

15.1  330.2 352.2  ク 40 20 ｾ＠ ｾ＠ 81. 8  31  340.2  ク ｾ＠ ク ｾ＠ 33. 6 . 773 108 465 

16.2 382.4  404.4  ク 42 21 110 ク 83.6  32 392.4 ク ク ク
。

41. 6  . 893 134 579 

4∞ 17. 3 434.6  456. 6 45 45 23 ク ク 87. 0 34  446. 6 6  25 5  ｾ＠ 52. 5 1. 54 163 707  

4臼 18.4 486. 8 508. 8 ク 47 24  115 ｾ＠ 89. 8 35 498. 8 
。

ク ｾ＠ ク 63.0  1. 72 195 844 

氏x ) 19. 5  539.0  563. 0 
。

49 25 ｾ＠ 12 92. 2 37 551. 0  ｾ＠ ク ｾ＠ ク 75. 3 1. 88 229  994  

統x ) 217 643.4 667.4 50 53 27 120  ｾ＠ 95. 7 39 655.4 ク ｾ＠ ｾ＠ ク 97. 2 2.24  305  1320 

700 23.9  747.8  771. 8  ク 58 29 125  ク 99.2  41 759. 8 ク ｾ＠ ｾ＠ ク 125 2.60 391  1690 

8∞ 26. 1  852. 2 876. 2 55 62 31 130  
。

102. 6  43 864. 2 ク ｾ＠ fク ク 160 2.96 488 2110  

9∞ 28. 3 956. 6 980. 6 
。

67 34 135 
。

107. 8 46  968. 6 

。
ク . ク ｾ＠ 202 3.32 594  2580 

1α m 30.5  1061. 0  1087.0 60 71 36  140 13 113. 0 49  1073.0  
。

ク 6  ｾ＠ 244 3.62 711 3090 

11∞ 32.7  1165.4 1191. 4  ｾ＠ 74 38 145 タ 116.6 51  1177.4 ｾ＠ 。
ク ク 290 3.97 838 3650 

1200  34. 9 1269. 8 1295.8  65 77 4つ 150 ク 120.0  53 1281. 8  ク ク ク ク 344 4. 33 975 4250  

1350 38.2  1426.4 1452. 4 70 80 43 160  ｾ＠ 125. 2 56 !  438.4 ク ク ク
。

434  4. 86 120J  5240  

15叩 41. 5  1583.0  1609. 0 75 83 47  165 ク 132.0  60 1595. 0 ｾ＠ ク ｾ＠ .? 
518 5. 39 1450 6310  

Ｑｉｩ五 ｅ 欄中 各 欄 ノ 数値彼斯加減シテ符合セザ ｬｾ モ ノ ア ノ ι ノ、四捨五入ノ結果ナリ
※  



管錯銅用遁水

管

( 45
0

)  

45。幽

管幽

45。爾 承 簡 管
β'" 
同

( 90
0

)  

90
0

幽

管幽

90。繭7 1 < 幽 管

U =2Rs i n2n
u  承口及指図 Ｏ 寸 法ノ 、 ｾ管］問ジ

45
0

爾承幽管及 45。幽 管

公務内径 管 厚 3主外観 各 部 寸 法 :iIi: 畳

D  T  D渇
}-t U  S  

45
v

雨

承 簡 管

45
0

陶管

75  
11. 2  95.4 60J  459. 2 

2∞ 25.5  22. 2 

1∞ 11. 8  121. 4  
11 11 11 

34.1 30.0  

1:<'5 12.4 147.6  
11 11 11 

41. 9  37. 7 

150 13. 0  173.6  
11 11 

"  
52.9  47. 3 

2∞ 14. 2  225.8  
11  11 11 

73. 3 66.7  

250  
15.4 278. 0  

11 11 11 
99. 0 90.0  

3∞ 16.6  330. 2 700 535.8  
/1 

132 123 

350  
17. 8 382.4  80J  612.3  

/1 

175 164  

4∞ 19. 0  434.6  90J  688.8  
/1 

231  216  

455∞ 0  

20.2  486. 8 100J  765.4 
11 

294 275 

21. 5  539.0  1100 841. 9  
/1 

363 342 

氏x ) 23.9 643.4 130J  995. 0  
/1 

536 507 

7∞ 26. 3 747. 8 150J  1148.1 
/1 

756 719 

叙x ) 28.7  852. 2 170コ 1301. 1  .... .. 
1030 877 

9∞ 31.1 956.6  190つ 1454.2  
... ... 

1380 1180 

1  ()()() 33.6  1061. 0  2100 1607. 3  .... ..  
1780 1540 

11∞ 36. 0 1165.4 2300 1760.3  
..... .  

2240 1960 

12∞ 38.4  1269. 8  11 11 
-・ ・・・4・ 2620 2280 

1350 42.0  1426. 4 
/1 11 ，. ，.， .  

3240 2810 

15∞ 45.7  1583. 0  11 /1 
-・ ・... 3910 3390 

U = 2Rsj n45
0  

公務内容E 管 厚 賞外径 | 各 部 寸 法 重 量

D  T  D.  R  U  S  90

0  

繭
I90

0  
I也管

j f ( 凶作

i 5 11. 2  95.4 4α3 565. 7 
2∞ 28.8  25.5  

1∞ 11. 8  121. 4  
11 11 11 

38.6  34.6  

125 12.4 147. 6 
/1 /1 11 

47. 9  43. 7 

150  13. 0 173.6 
11 /1 /1 

60. 3  54.7  

2∞ 14. 2  225.8  
11 /1 /1 

84.0  77. 3  

お0 15.4 278.0  
11 11 

250 113 104 

3∞ 16. 6 330. 2 500 707. 1 
/1 

16つ 156 

350 
17. 8 382.4 

11 /1 /1 

198  194 

4∞ 19. 0  434.6  600 848.5 
11 

273 267 

455∞ 0  

20.2  486.8  
11  11 11 

327 319 

21. 5  539.0  700 990.0  
11 

421 413 

600 23.9  643.4 800 1131. 4  300 615  639 

7∞ 26. 3 747. 8 
9∞ 1272. 8 11 

857 863 

ぼx ) 28. 7 852. 2 10:xJ  1414.2  
11 

1160  1160 

9∞ 31. 1  956. 6 11∞ 1555. 6 /1 
1530 1530 

一
」ーー・ 一一一一一一ー

71<.O. &J 電口ノ 寸法ノ、直管= 同ジ

90

0

爾承幽管及 90

0

幽管

U

M

m

x

=

 



氷 遺 用

片 落 管

雨 * ' 片 務 行

片 落 管

公 務 内 笹 管 厚 j't 外 線

E、 d  T  も d， 

1∞ 75 11. 8  11. 2  12 1. 4  95. 4  

125  "  
12.4 

11 
147.6 

11 

11 
10::1 

11 
11. 8  

11 
121. 4  

150  
11 

13.0  
!I 

173.6  
11 

11 
125 

11  
12.4 

11 
147. 6 

=∞ 
100 14. 2 11. 8  225.8  12 1. 4  

11 
125 

11 11 
147. 6  

11 
150  

11 
13.0  

11 
173. 6 

2日 l∞ 15.4 11. 8  278.0  121. 4  

11 
125 

11 
12.4 

11 
147. 6  

11 
150 

11 
13. 0 

/1 
173.6  

11 
200 

11 
14.2  

/1 
225. 8 

3∞ 100 16.6 11. 8  330.2  121. 4  

11 
125 

11 
12.4 

11 
147. 6 

11 
150  

11 
13. 0 

11 
173.6  

11 
2∞ 

11  
14. 2 

11 
225:8  

11 
250 

11 
15.4 

/1 
278. 0 

3叩 150 17.8  13. 0  382.4 173. 6 

H  
200 

11 
14. 2 

/1 

225. 8 

11 
250 

11 
15.4  

11 
278.0  

/1 

3∞ 
11 

16. 6 
11 

330. 2 

400 150 19. 0  13. 0 434.6  173. 6 

1I 
20::: 

11 

14.2 
/1 

225. 8 

11 
250  

11 
15.4 

/1 
278. 0 

11 
30::1 

1I 
16. 6 

11 
330. 2 

11 
350 

11 
17. 8 

11 
382. 4 

450  2∞ 20.2  14. 2  486. 8 225. 8 

11 
250 

11 
15. 4  

u  

278. 0  

11 
300  

11 
16. 6 I  

【，
330.2  

11 
350 

11 
17. 8 I  11 

382.4 

11 
40つ

/1 
434.6  

5∞ 250 2 1. 5  15.4 • 539.0  278.0  

"  300 
11  

16. 6 
11 

330. 2 

11 
350 

11 11 
382.4 

1I 
400 

11 
19. 0  

11 
434. 6 

/1 

450  
11 

20. 2 
11 

486.8  

XI I  2 6  

第 錯

会・内.  

長

w  F司

50::1 200 

11 11 

11 11 

11 11 

11 /1 

'1  
11 

1I 11 

/1 11 

"  

11 

/1 11 

11 11 

11 11 

11 11 

"  
/1 

11 11 

/1 11 

11 11 

11 /1 

11 11 

11 11 

/1 11 

560  220 

11 11 

11 11 

11 11 

11 /1 

11 11 

11 11 

11 11 

11 11 

11 11 

1I 11 

11  11 

11 11 

11 

"  
11 11 

同

属

承知 ｊ ｾＭ ffi 1f-

｝ｊｾ＠

s  

1量

雨 承 |承 掃 締 承 | 雨 締

J十裕管 片裕行 J十rt 管 ) :- ｽｾ各 行

36. 1  30.4 28.9 23. 3 

41. 0  35.1 32.6 27. 0 

46. 0  38. 9 37.9 30.7  

52.3  45. 1  42. 0 34. 8 

57.4  49. 2 47.1 38. 9  

64.5  57. 3 5 1. 0  43.9 

69.7  61. 6  56. 3 48. 1  

76.2  65.9 62.7  52.4 

79. 0  71. 9  6 1. 3  54.2  

84.4 76.2  66.7 58. 5 

90. 9 80.6  73. 2 62. 9 

104. 0  90.4  86.1 72. 7 

92.9 85. 8 72.4 65.3  

98.4 90.5 77. 9  69.8  

105 94. 7 84. 6 74. 3  

118 105  97.7  84. 3  

134  116  113  95. 5 

121 111 96. 7 86. 3  

135 121 110  96. 6 

150 133 126 108 

165 145  141 120  

153 143  122 112 

168 154 137  123 

185 167 154 136 

201 181 170  150  

221 196 189 165 

189 175 153 1" 39 

207 188 170 145 

223 203 187 167 

242 218 ー206 182 

266 235 230 199 

229 211 189 171 

246 225 205 185 

265 241  225 201 

289 258 249 218 

312 276 272 236 



*  

道 用 鎮 鎧 管

片 手客 管

持 承 J: 務 官
刷 締 J: f $ 短 管

ト
ト

;ミミ

争・t

w  
w  s  

片 落 管

公 稲 内 干il |
fL'f 

厚 jlt 外 径
F目作

長 ill 意

D  d  T  t  
D.  d.  w  S  

繭 承 承 f甫 f市 承 雨 姉

片f吾管 J4-i 存符 片i等特 j 十務 省C

6∞ 
300 643.4 330.2  620 240  327 306 272 251 

11 
350 11 I  17. 8 11 

382. 4 
11 11 

343 3 19 289 264  

11 
4つコ 11 I  19. 0 11 

434. 6 
11 11  

370 339 315 284 

11 
450 11 2つ.2 11 

486. 8 11 11 
396 359 341 304  

11 50:J 11 
2 1. 5  

11 
539.0  

11 11 
425 350  370 326 

7∞ 4つコ 26. 3 19. つ 747. 8 434. 6 
11 11 

436 4つ4 365 333 

11 45つ 11 
20.2 11 

486.8  
11 11 

462 425  391  354 

11 50:J 11 
2 1. 5  

11 
539.0  

11 11 
49コ 448 419 377 

11 60:J 11 
23.9  

11 
643.4 

11 

"  
550 496 479 425 

叙)( ) 450  28. 7 2つ.2 852.2  486.8  68つ 26つ 570 533 482 446 

"  

50:J 
11 

2 1. 5  
/1 

539. 0  ;  
11 11 60)  558 513  I  471 

11 60:J '1 23.9  
11 

643.4  
11 11 

666 579 !)24 

11 70:J 11 
26.3  11 

747.8  

"  
11 

740  670 652  583 

900 500 3 1. 1  21. 5  956.6  539.0  /' 11 
69:J 648  5n  537 

11 
600 

11 
23.9 

11 
643.4  

11 11 
758 702 646  591  

11 
700 

"  
26.3  11 

747. 8 
11 

11 
831 762 721 652 

11 
800 

11 
28. 7 

11 
852.2 

11 11 
915 828 804  717  

1∞o  
500 33. 6 2 1. 5  1061. 0  539.0  740 280 833 792 701 659 

11 
6つコ

11 
23.9 

11 
643.4 

11 11 
901 846 769 714 

11 
70 J  11 

26.3  
11 

747. 8 "  
11 

987 918 856 787 

11 
800 

11 
28.7 

11 
852. 2 

11 11 
1100 990 946 859 

11 
900 

11 
3 1. 1  

11 
956.6  

11 11 
118つ 1070 1050 937 

11∞ 600 36. 0 23.9 1165.4 643.4 
11 11 

10 10  957 858 803 

11 
700 

11 
26. 3 

11 
747. 8 

/， 
11 

lつ90 1020 94つ 871  

/1 
8つo

11 
28. 7 

11 
852.2  

11 /， 
119:) 1100 1030 944 

11 90:) 11 
3 1. 1  11 

956. 6 
11 /1 

1290 1020 

11 
10∞ 

/1 

I  33.6  
11 106 1. 0  I  11 11 14") )  1260 I  1240 1110  

12J O 700  38.4 36.3  1269. 8 747.8 8) )  
30コ 12ヨ3 1220 '  1110  1040 

11 
800 

11 
28. 7 '1 852. 2 

11 11 
1360 1200 !  : 210 112つ

/， 

900 
11 

3 1. 1  11 
956.6  

"  
11 

15∞ 1380 1320 1210 

11 1000  
' / 

33.6  11 106 1. 0  
11 11 

1610 1480  143つ 130:) 

1/  
11 C沿 。 36. 0 11 

1165.4 11 11 
1730  1580 1550  140コ

Ｑ ＳＵｾ＠ 8∞ 1426.4 852. 2 80:) 300 159:) 1510  1380 1300 

90:) 11 I  3 1. 1  
"  

956. 6 
11 /1 

1710  1600 1500 1390  

11 
10J O 11 !  33. 6 

"  
106 1. 0  

11 /1 

18つコ 1690  1610  1480  

11 
1100 

11 
36. 0 

11 
1165ι  

11 

"  
1950 1790 174)  1580 

11 
120CJ 11 

38.4 
11 

1269. 8 
11 11 

208つ 19α ヮ 1870 1690 

15∞ 
目 _9DO_. .- 45.:，1 _ .31.よ __ 1583心 956. 6 - -8110. .- 320  206つ 1950  180'つ 169:) 

11 100つ
/1 

33. 6 
/1 

106 1. 0  
/1 !I  

2190  2") らO 1930  180)  

11 
1100 

11 
36.0  

11 
1165.4  

/1 11 
2330 2170 2070 1910  

11 
1200 

11 
38.4 

/1 
126唖.8

11 11 
248つ 2300 2220 2040  

11 
1350 

11 
42.0  

11 
1426.4  

11 /1 

2720 2510  2460 2250 

2 7  X l l  



さ

-

M

∞
管震通音E管銭錫級高lB.75 庭

+  7.5  

- 450 野行鮮

官事7)( 頭・・田・・・75米 ・・ . . . T=0.0 138  

閉経学

1000- 15∞ 閉 伊

5∞- 9∞..... ..  

直事 ｾ

直径

総選遇

直 径

公平彬

'l'l'厚 tt 内密 指 口 寸 法 !有効長 主主 泣

内筏

D  T  D， Do I  D.  I  A  I  B  I  C  I  P  I  E  I  F  I  S  D.  I  V  I  X  I  Y  I  L  承 口 矧|鰭口 郷 直 部 ー 米 総 党

一 一 一 一 一 一 一一 一 一 一一 一

75 9.0  77.4 95.4  115.4 35 30 15  90 10  71. 4  25 105.4 5  15 4  3000 7.71 .174 17. 6  60. 7 

100 9.0  103.4 121 .4 14 1. 4  
11 

31  16 95 
11 

73.1 26 13 1. 4  
11 11 11 11 

10.10  220 シ2. 9 79.0 

125 9.2  129. 2 147. 6  167. 6 
11 32 

11 11 11 11 11 
157. 6 

11 11 11 11 
12.0J  265 28.8  98. 7 

150 9.6  154.4 173.6  193.6  
11 34  17 l∞ 11 

74. 9 27 183. 6 
11 11 

"  
4∞o  15. 30 . 310 35.6  158.0  

2∞ 10. 3 205，2  225.8  245. 8 40  36 18  
11 11 

76. 7 28 235.8  
11 11 11 11  

20.60 .401 50. 2  222. 0  

250 11. 0  256.0  278.0 3∞.0  
11 

38 19  105 11 80.1  30 288. 0 
11 

20 
11 11 

28. 00 .652 66.4 294.0  

300 11. 6  307: 0 33D.2  352. 2 11 40  20 
11 

ρ  

8 1. 8  31  340.2  11 11 11 11 
33. 60 .773 83.6  369.0  

350 12.3  357.8  382.41  404.4  
11 

42  21 110  
I! 

83.6  32 392.4  11 11 11  /1 

41. 60 . 893 103.0  454. 0 

4∞ 13.0  408.6  434.6  456. 6 45 45  23 
11 11 

87.0  34 446. 6 6  25 5  
11 

52. 50 1. 540  124. 0  550. 0 

450 13.7  459.4 486. 8 508. 8 
11 

47 24 115 
11 

88. 8 35 498. 8 11 /1 I! /1 
63.00 1. 720 147. 0 65 1. 0  

5α 〕 14.4 510.2 539. 0 563.0  
/1 

49 25 
/1 

12 92. 2 37 551. 0  
/1 /1 11 

"  
75.30 1. 880 17 1. 0  761 .0  

6α)  15.8  611. 8  643.4 667.4 50 53 27 120 
/1 

95.7  39 655.4 
/1 

/1 /1 /1 

97. 20 2. 245 224. 0  ヲ97.0

7α 〕 17. 2 713.4  747. 8 77 1. 8  
11 

58 29 125 
/1 

99. 2 41 759. 8 
I! 11 11  /1 

125.00 2. 600 284. 0 1270. 0 

8∞ 18.5  815.2  852. 2 876. 2 55 62 31 130 
11 

102. 6 43 864.2  
11 11 11 11 160.(幻 2. 960 1 349. 0 1560. 0 

9α3 19. 9 918. 8 956.6  980. 6 
11 

67 34 135 
11 

107. 8 46 

1906783.. 0  6  

/1 11 /1 /1 

202.∞ 3. 220 I  422. 0  1890. 0 

1000 21. 3  1068.4  106 1. 0  1087. 0  60 71 36 140 13 113. 0 49 
/1 11 

6  
/1 

244. ( わ 3. 620 501. 0  2250.0  

1100 22. 7  1120.0  1165.4 119 1. 4  
/1 

74 38 145 
11 

116.6 51 1177.4 
/1 /1 /1 /1 

290.00 3.970 587.0  2640.0  

12αコ 24.1  1221. 6  1269. 8 1295. 8  65 77 40  150 
/1 

120.0  53 128 1. 8  
/1 /1 /1 

"  
344.00 4. 330  679. 0 3070.0  

1350 26.1  1374.2 1426.4 1252.4 70 80 43 160  
11 

125. 2 56 1438.4 
11 11 /1 11 

434. 00 4.860 827.0 3750. 0 

15∞ 28. 2 1526.6  1583.0  1609. 0 75 83 47  165 
/1 

132.0  60 1595.0  11 11 /1 11 
518.∞ 5. 390 992.0  4490.0  



18.75 涯 高 級 錫 銭 管 低 座 管

普; 7} <頭・・・・・・45米 ・・田・・.']， = 0.0098D+ 7.5 

師 75- 450  際仔鮮

幽

附

附

∞

∞

 

m

m

 

館

山

筏

直

直

間

一

L

一

m

f
仰

J

1
判

引

ハ
川

山

一

丸

一

川

信

仰

一

T

一

m

m

m
引

直

D

一

万

四

回

印

2∞ 9.5 206. 8 40 36 18 
11 11 

76.7 28 235.8  
11 11 11 11 

20. 60 .4つ 1 46. 5 207.0 

250  10. 0 258.0 278".a 300. 0 
11 

38 19 105  11 80. 1  30  288. 0 11 
20  /' 11 

28. CO .652 60. 6  27 1. 0  

3 ぬ 10.4 30"1.4 330.21  352.2  
11 

40 20 11 11 
81. 8  31 340. 2 /1 11 11 11 

33. 6Cl .773  75. 2 335. 0 

350 10.9 36Cl .6  382.4 404.4  
11 

42  21 110  '1 83. 6 32 392.4 
11 11 11 11 

4 1. 6つ 893 9 1. 6  409. 0 

4∞ 11. 4  1  41 1. 8
1  

434. 61  456. 6 45  45 23 
11 

/1 
87.0  34 446. 6 6  25 5  

11 
52.50 1.540  109. 0 491. 0 

450 11 .9  1  46301  486. 81  508.8  
11 

47 24 115 11 
88.8  35 498. 8 11 11 11 11 

63. CO 1. 720  1280 576. 0 

500 17..4 1  514. 2'  539.01  563.0  
/1 

49  25  
11 

12  92.2  37 551. C  /' 
11 /， 

11 
75.30 1. 880 148. 0 668. 0  

6∞ 13.4 1  616.61  643.41  667.4 50  53 27  120  
11 

95. 7 39 655. 4  
11 11 

/' 11 
97. 20 2 2 40  190.0 863.0 

700 14.4  1  719. 6!  747. 81  771. 8  
H  

58 29 125  11 
99. 2 41  759. 8 

11 /' 11 11 
125. ∞ 2. 6つo 239. 0 1C80.0  

8α 〕 15.3  1  821. 61  852. 21  876 2  55  62  31  130  /1 102. 6 43 864.2  
11 11 11 11 

16つ.CO 2 9 6つ 29 1.0 1320.0  

ヲ∞ 16. 3 1  924. 0:  956. 61  980. 6 
11 

67 34 135 11 
107.8 46  963.6  '1 

11 11 11 
202. 00 3. 320  347. 0 1590. 0 

以X) ) 17. 3 11026.4:  1061. 01 1087.0  60  71 36 140  13 113.0  49 1073.0  
11 /， 

6  
11 

244. 0)  3. 620 408.0  1880.0 

11∞ 11 

74 38 145  
/1 

116.6  5 1  1177.4 
11 /1 /， 

11 
290. 00 3. 970 475. 0 2190. 0  

12∞ 19. 3 11231. 211269. 8'  12ヲ4.8 65 77 40 150 
11 

12) . 0  53  1281. 8  
11 11 11 11 

344.∞ 4. 33)  1  546. 0 1  2530. 0 

1350 20. 7 1  1385.011426.4'  1452.4 70  
8コ 43 160 

11 
125. 2 56 1438.4 

11 11 11 11 

15∞ 75  83 47  165 

"  
132.0 60 1595. 0  

11 H  

"  

11 

.')18.∞i  5. 390 I  784.0  I  3660.0  

ω  

tO 

)( 
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( 東京市原案〉管度逼普管銭鍵級高22 延

T =:，0. 0 113D  +  7.5 

5- 450 際仔鮮

…3 附 伊

1000- 1一院後鮮

F = 、/ 石吉士 ( e工3) 2 +  30粍 ‘ 静 7k iiJ( . .…・75米

直 {京

直行t

直fK

似 125 粍 以 下 及 11∞ 以 上 ノ 符

厚ノ、上式= 倒f糸ナ ク管厚 ヲ厚

P = 0.05 D + 90粍

S = C + E  

ａ ］ ｔＫＲ Ｗ ｾＨ＠

B = 2' f + 10キE

C =T + 5粍

圃
タ セ リ

公務

Ａｾ厚 j't  i"J Ｑ ｾ＠ n  ＹｩＭ ｬ Ｇ ［ ｾＱ＠ 承 口 寸 法 | 挿 口 寸 法 有 効長 意Ｚｊ￬ ｾ
内 ｦｾｾ

D  T  υｾ ｉ ｾ ｉ 九 ａ I  B  I  C  I  p  I  E γ I  R  I  ]) ‘ v  1  X  !  Y  
L  ｩ ｫ ロ ラ理 部 ｉ ｾ 市 口 突 部直部 Ｑ J副 総 量

ト一一一一一

75 9. つ 刈 ｾ､ ｾ Ｚ ､＠ Ｓｾ＠ Ｒｾ＠ ｉ ｾ＠ 1  ｾｾ＠ 1  I?， i  Ｖｾ＿ Ｑ＠ Ｒｾ＠ 1  ｾ ｾｾＮｾ ｉ＠ ｾ＠ ｉ ｾ＠ ｾ＠ 3000 7.121  . 174  1  17 ι 6 0 . 1  

100 9.0  103 41 121 4 1414 H H H 9 5 H H H 13 14 H H  W 
11 

8.871 . 220  1  22. 9  1  77. 7  

125 9. 0  l m6 1 47 6| l山 /1 1  /1 1  /1 1  /1 1  /1 1  /1 ρ 157.61 !I 1  /1 1  /1 
11  

10. 3 1  .265  1  28.2 1  %. 2  

150  9. 2 
155 22l  l  l 7 3 6| l m H 2 9 U  100  W H  H  l 制 U ρ W 4000 12.5  1  . 310 1  34. 2 1  150.0  

200 9.8 206.2， 2:<5.8j  245. 61  /1 1  30  1  15 1  /1 1  11 1  71 .41  25 1  235.81  /1 1  /1 1  "  /1 
16.5  1  .401 1  47.9 1  208. 0  

250  10.4 256. 2 278. 0 300.0  
I! 

31  
/1 

105 11 73. 1  26 288. C 
11 

20 
I! /1 

12.3 . 652 63. 0 274. 0 

3∞ 11. 0  308. 2 330.2  352. 2 
/1 

32  16  
I! I! 

74.1 27  340.2 
I! /1 I! 

"  
26. 1  . 773 79.4 345. 0 

350  11. 5  359.4 382.4 404.4 
I! 

33  17 110  
11 

76.7 28 392.4 
11 

"  

/1 11 
32.5 . 893 96. 5  419. 0 

400 12 0  410-E 0 434.611 456 6  40  34 4・ I! /1 /1 fI 

446. 6  6  25 5  
11 

37.4 1. 540 114.7 

450  12. 5 Ｔ Ｖ ＱＮ Ｘ ｾ＠ 486. 8:  508.8  
/1 

35  18  115 
I! 

78.4 29 498. 8 
I! I! 

"  

11 
45.0 1. 720  134.1 583目O

500 13. 0  513.0  539. 0  563. 0 

"  
36  

"  

/1 

12 80. 1  30 551. 0  
"  "  

11 I! 
50. 3 1. 880  154.7 671. 0  

6つo 14.2  615. 0  643.4 667.4 
I! 

38  ;9  120  
1/ 

81.8  31 655.4 
I! I! I! /1 65.2 2. 240  202.1 876. 0 

700 15.5  716. 8  747. 8 771. 8  

"  
41 20 125  

I! 
83. 5 32 759. 8 

"  

I! 

"  

I! 
81. 8  2 60  '  256. 7 1110.0  

800  16. 5  819. 2 852.261  876 2  
I! 

43 22  130 

"  
87.C  34  864. 2  

I! 

"  

11 /1 
104.0 2. 96 3 11. 9  1350. 0  

9∞ 17. 5 92 1. 6  956. 6
1  

9f O. 6  45 45  23 135 
I! 

88. 8 35  968. 6 

"  "  

I! I! 
126. 0  3.32  371. 7 :  1620. 0 

1000 18. 8 1023.4
1  

l C61. 01  10弓7. 0 I! 
47 24 140 13  92.2  37 1073. 0 

I! 

"  
6  

11 
151. 0  3. 62  443. 2 1930. 0 

145  1  1100 2 1. 0  

112 3 411245162ぅ39563A4副。ii19 1 4  

50 52  26 
I! 

95. 7  39 11 77.4 
11 

"  

I! 

"  
188. 0 397  5436 2370. 0 

120コ 23. 0 1223. 8  1269. 811295. 8 
I! 

56 28 150 1  
11  

99 62|  1 41 
128 1. 8  

"  "  

I! I! 
648.6 2830. 0 

135') 25.0 1376. 4oi  1 1 452.4  55  60 30 160  
11 

102.61  43 1438.4 
I! 

"  

I! I! 
289. 0 1  4.86  792. 5 3460.0  

1500 28. 0 1527.0:  1533 0:  16Q9. 0 I! 
66  33 

/1 

107. 8'  46 1595. 0  
I! I! /1 I! 

364.0  1  5.39 984.9 4310.0  



団 配 管 厚 lm筏
t霊外経 承

υ  T  D， D.  Ds  A  B  

ト一一一一
一

75 9. 0  77.4 95.4 115.4 35 28  

IOJ  9.0 103.4 121. 4  14 1. 4  
ρ  

11 

125  9. 0  129. 6  147. 6 167. 7  
11 11 

150  9.0 155.6 173. 6  193.6 
/1 

29 

2∞ 9. 1  207.6 225. &  245.6  
11 

30  

250  9.5 259. 0  27n.0  300. 0 
11 

31 

3 00  9.8 3 10.6 330.2  352. 2 
11 

32  

35つ 10.2 404.4  
11 

33  

40 0  10.6  413.41  434. 6  

45つ586..68  

40  34  

450 11. 0  464. 81  486.8 
11 

35 

50:) 11. 4  516. 21  539.0  563.0  
11 

36 

600 12. 2 619.01  643.4 667.4 
11 

38  

70CJ 13. 0  721・8 747. 8 77 1. 8  
11 

41 

8 0 0  13.7 824. 8  852.2 876.2 

"  
43 

9ココ 14.5 927.6  956. 6 

1098307. 0  6  

45 45  

l00CJ  15. 3 1030.4 1061. 0  
/1 

47 

1100 16. 1  1133.2 1165.4  1191. 4  50  52 

1 2' )0 16. 9 1236.0  1269. 8  Ｑ ＲＹＵｾ Ｘ＠ /1 
56 

1350  18. 0  1390.4 1426.4 1452.4 55  60  

1500 19目2 1544.6  1583.0 160]. 0  11 
66 

ω  

x  

22 1 i 王 高 級 鰭 銭 管 低 康 管

応欄

口 寸

C  P  E  

一

14 90  10  

11 
95  

11 

11 11 11 

11 
100 

11 

15 
/1 11 

/1 

105  11 

16 11 11 

17  110  
11 

/1 11 11 

18  115  
11 

11 /1 
12  

19  120 
11 

20  125  
11 

22 13') /1 

23 135  
11  

24 140  13  

26 145 
11 

28  150 
11 

3J  160  
/1 

33 165 
11 

i静 71 < 頭・・ .45米 T =O.∞78 D+7. 5

A = T + 2 7粍 F = 、/ 4S' ー(1: ' + 3 ) ー+ 30t s 

B = 2 T +  10粍 D =0 5 D + 9心中E

師 7 5 - 450 欧的緒

直径 ル 900 閉 伊

直径 100:) - .1500 際色鮮

C = T + 5幸s S = C +  E  

D J = D  

但シ式中 ｔ ノ 、 普湿 ｾ直管 ノ 厚

法 締 口 寸 法 :w: 定

F  S  D.  
V  X  Y  L  承ロ ラ理部 挿ロ ヲ終了i官直部 101 総 量 |

一一一一一ーーl

69. 7 24  105.4 5  15 4  3筑) ( ) 7.12  .174  17.6 60.1 

11 11 
131. 4  

11 11 11 11 
8. 87  . 220 22. 9 77. 7  

11 11 
157.6  

11 !I 11 /1 
10.3 . 265 28 2  95.2 

11 11 
183. 6  

11 11 11 
4000 12. 5  .310  33.5  147. 0  

71 .4 25  235.8 
11 11 11 11 

16. 5  .401  44.6  195. 0  

73. 1  26  288. 0  
11 

20  
11 11 

2 1. 3  .652  57.7 253. 0  

74.9  27  340.2 
11 11 11 11 

26. 1  .773  71. 0  311. 0  

76.7 28 392.4 
11 1/ 11 11 

32. 5 .893 85. 9  377.0  

11 /1 

446.6 6  25 5  
11 

37.4 1. 54  101. 7  446. 0  

78.4 29 498.8  
11 /1 11  11 

45.0  1.72  118.4 520.0 

80.1 30 551. 0  
11 

"  
"  

/1 
50.3  1. 88  136.0  596.0  

81. 8  3 1  655.4 
/1 11 /1 11 

65. 2 2. 24  174.2  764.0 

83.6 32 759.8  
11 /1 /1 /1 

8 1. 8  2. 60  216.1 949. 0  

87. 0  34 864. 2 
/1 11 11 /1 

104. 0  2目96 259.9 1150目。

8'3.8 35  968.6  
11 I! I! 11 

126.0  3. 32 309. 0  1370.0  

92. 2 37 1073.0  
11 11 

6  
11 

151. 0  3. 62  36 1. 9  1600 0  

95.7  39  1177.4 
/1 11 /1 /1 

188. 0  3.97  418. 5 1870. 0 

9ヲ.2 41  12818 
11 11 

"  

/1 
227.0  4.33 478. 9 2150. 0 

102. 6 43 1438.4 
11 /1 /1 11 

239.0  4 86  573.4 

107. 8  46  1595.0  
11 

11 11 11 
364. 0  5. 39 679.2  3090.0  
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標 準 排 水 用 鐸 讃 管 〈衛生協談合型〉

直 管 (Rtrai ght Soil pi p何. )

直ｾ，Ｇ ( St rai ght Soil p' p回〕

券 経

*  Nomi nal  l nside  di 'l J l I etcr 111. 111 .  

- ｄｩｭ ･ ｮ ｾｩｯ ｮ ｳ＠ Ill .m.  

5 排 水 用 露 畿 管

11) . 01.  

90
0

短凶符 〈士 Bend弓，f' hort sweep.)  90 ' 長 他管( 士 Bends，L nng sweep. )  

f 承 口 及 ピ 挿 口 ノ 寸 法ノ、直 ff =- 同 ジ〉

90
0

短 的管( 士 Eend雪， Short sweep.) 

*  当&司長

公 稀

管 J￥ ヂ千 部 /  寸 法 n1 .m.  

内 符. 1  A  B  
。

D  X  

50 7  78 89 205  2 16  142  

75  7  86 101 226 241  155 

10:1 
/1 

92 
/1 

245  253  170 

125 
/1 /1 /1 

257 266 182  

150 7. 2  
/1 /1 

270  279 195  

90
0

長 陥 管 付 Bend:ち L OI g  swt>ep. )  

費E

泰司長

各

公 平 移

管 厚 古:11 /  寸 法 111. 111.  

内 事E A  

75 7  86  

100 
/1 

92  

125 
/1 

"  
150 7. 2 

/1 

R  

127  

140 

152 

165  

178 



管

管 ( t Bends.)  

鑓 鐙

45。 凶

排 水 用

管( a - Bends.)  
60

0

附

ｾＮＱ＠

ct Bends.)  

... 

管 ! 平
司隆司e

各 部 ノ
寸 法

公 務
m. m.  

内 径 t  A  B  C  D  X  R  

50 7  78 81 110 113  47  76 

75  
11 

86 94  123 130 58  89 

l∞ 11 
92 108  134 151  6 0  102  

125  
11 11 11 

140  156 65  115  

150 7.2 
11 11 

144 160 69 127 

ぐ合 Bencl s.)  

ー隆司時

( Reducers.) 

公稀内径 A  F  Y  X  

75  x  5 0  78 21 3  71 150  

100 x  50  
11 11 

75  
11 

10 0  x  75  86 22 1  
11 11 

125 x  50  78 2 13 
11 11 

125  x  75  86 221  
11 11 

125  x  1∞ 92 225  
11 11 

1:' 0  x  50  78 213 
11 11 

150  x  75  86 22 1  
11 11 

150 X 日)() 92  2 25  
11 11 

150 x  125 
11 11 11 11 

3 3  XI I  

加ト4

( Coll ars )  

公務内径 A  B  F  

50  79 95  150  

75  104 120  165  

1∞ 129  145  180 

125  154 170 11 

15::> 179 195  
11 

0- Ben，Js.) 60
0  

!1IJ 

*  

公 務

内 事E

5

0

5

0
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管45
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u  輸接

会均

口

ffi .ru.  法寸
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6.  ヒ コ. ム 管

〈普通管 及 ｾ力管〉

管 ノ 寸 1去 カ ー/  ー ノ 寸 法

.  

管 内 在E

厚 〈吋〉 カ ラ ー内 在ｾＨ 吋 〉 厚 〈吋〉
長 ( 吋 〉

長

( 吋〉

言草 型 厚 型
( 吹〉 薄 型 厚 型 薄 型 厚 型 普i l l 1管 磁力 管

4  
6  7士

6  6  

5  
/1 

8士

/1 /1 

6  
/1 

9士

11  /1 

8  
/1 

11士

/! /1 

9  1-[ 
/1 

12士 12-!:- 1t  

/1 /1 

10  
/1 

13士

/1 /1 

12  1t  1士
/1 

1st  15号 1t 1士
/1 /1 

15  lt  
B  18t 1士

/! /1 

18  H- 1%  
/1 

22士 22t  1t Ｑ Ｎ ｾ＠
/1 /1 

21 1t  1t  
/1 

25t  25号 l告 H  
/1 /1 

4‘  

24 1t  2t  
/1 

28士 29占 1+. 2t  

/1 

"  

27 1ま 2士
/! 

31号 32t  Ｑ ｾ＠ 2士

/1 8  .  
30 

2  1t  
2t  

/1 
35 3ら士 1t  2t  

/1 /1 

33 2f  
/1 

38士 39号 2  2ま
/1 /1 

36 2  3  
/1 

41士 43士 2  3  
/1 /1 

42  2i'o  
3  

/1 

48%  ( 49い 主主主 ( 3)  
/1 /! 

48  3  3t  
/1 55，¥- ( 56告〉 3  (3-! ) 

/1 
/ 1.  

54 3  4  
/1 61，¥- ( 63t )  3  ( 4)  

/1 
/1 

60  3  
4t 

/1 
68 ( 71)  3  C

4
t  

/1 /1 

(  )  内 ノモノノ、現 在モ ー ドノレア 準 備 セ ズ

米突式 ビューム管寸遺書量 ( 普j血管及膝力管〉

管 内 径

会同均 /  寸 法 カ ラ ノ 寸 法

〈粍〕 厚 ( 粍〉 長 ( 米〉 カラ ー内径( 粍〉 厚 〈粍〉 長〈粍〕

75 25 2.0 149 25 150 

1∞ 
11 /1 

174  
/1 /1 

125 
/1 /1 199 

/1 /1 

150  26 
1/ 226  28 

/1 

2α 〉 27 
/1 278  30 

/1 

250 28  
ρ  

330 31  
/! 

30コ 30 
/! 390  33 

/1 

350 32  
/1 444 35 

/1 

400 35  2.4 500 38 
/1 

450  38  
/! 556  42  お0

500 42  
/1 614  46 

/1 

600 50  
/1 730 50 

/1 

7∞ 58 
/1 846 58  

/1 

B∞ 66 
/1 962 66 

/! 

9∞ 75  
/! 

1080  75  
/! 

l∞o  
82 

11 1200  82 250 

11(幻 88  
/! 1312  88 

/! 

120::> 95 
/1 1426 95 

/! 

1350 103  
/! 1592 103 

/! 

1500  t12  
11 1768  112 

/! 
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ス レ ト 製 管

ill サ 厚 サ 長 サ

日寸 日ナ l火

1立5  

fJR. 

l o 5  
3  

lu 
6  2  

3t  
/1 11 

1. 8  
11 

11 /1 

直
4  

ま
11 

2.2  
凶 I! 組車

11 11 

5  
/1 11 

3. 5 
11 

11 
6  

6  
11 

5. 7 
11 

/1 

7  
よ.  

7  
11 /1 

7. 0  
告 8  

8  tFE 
11 

9. 0 

10 11 /1 

11. 0  

12 
吾

/1 
15.0  

14 11 /1 

20.0 

18 
H  

/1 

30. 0 

fi1 24 
t  

/1 
40.0 管 手

30  1士
11 

50.0  

36 
11 11 

Bつ.0

( 浅野スレー ト株式 合 祉 = 依ノレ〉
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戸『

E  

重 量

陶

の す

9.  

岡 管 及

主主 管 ( 排7)1:用〉 厚
戸『電 ( 下水 用〕

内 径 ( 尺 ) 有効長( 尺〉 11t  1在(k!! )  内 復( 尺〉 有効長〈尺〉 議 官( kg-)

0.4 2.0  9  

0.2 1. 5- 2. 0  2  0. 5  
fI 

15 

0.3 
fI 3  0.6  

fI 
20 

0.4 2.0 7  0.75 
fI 

27 

0.5 
fI 11 0.8 

fI 
30 

0.6  

"  
15 1. 0  

fI 
45 

0.7  
fI 19  1. 25 

"  
60 

0.8 
fI 23 1. 5  

11 
90 

1. 0  
fI 32 2.0  

/1 
140 

1. 25 
/1 50 

特 厚 管

1.5 
fI 63 

0.5 2 0  20 

2.0 
11 110  

0. 75 
/1 

3S 

2. 5  
/1 105 

1. 0  
/1 55 

3.0 
/1 190 

1. 25  
/1 80 

1. 5  
/1 110 

2.0 
/1 

180  

一一

法

類別 A 8. 頁 2

ι
z

ト

7

i

第5 9競ー日 本 標 準 規 格

奈Fぜ才

J ES 

管

内 主E 有 効 長 承口 / 派 Ls

手霧 呼 D  L  最 小 係i 考

cm 巴町E m m  

5糎 管 5. 0  50  30  

7. 5 /1 7.5 
fI 

30  厚 CT ) 、 承口ノ l享 CTs) 、

10 fI 10.0 
/1 

45  

15 /1 15.0 66 60 隙 (Ds) 及承口内側ノ 勾 再E

18  fI 18.つ
fI 

60 

23  fI 23.0  
/1 

65  CH ) ノ、 適 宜ト ス

30 /1 30. 0 
fI 70 

3 8  fI 38.0 
/1 

75 

45  /1 45.0 
/1 

80  

60 fI 60. 0 
/1 

90  

75 fI 75. 0  
fI 100 

90 /1 90. 0  
/1 

110 

主主

考

承 仁i ノ l手サ イTs )

ノ、其 ノ頂端ヨリ 6

m m/ 鮎 迄 7 除ク

ノ外 総 テ管 / 厚 サ

CT ) ノ号 以上トス
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∞
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10. 水 遁 用 鉛 管

日本標準規絡第 81 披類別 亙 15

内 密 厚 重 量

l 把/ 管

種 月日
mnl  1l l 1l 1  kgf m 

ノ長 ノ最

小限度 m

10  4. 3  2.2 15 

13 4. 7 3. 0 15  

16 5.3  4. 0 15 

20 5.8  5. 3 15 

25 6. 3 7.0 15 

30  6. 8  9.0  10 

4つ 8.1  14 0  7  

50 9.4 20. 0  5  

40 7. 1  12.0  8  

50  8，0  16. 5 6  

備 考 管 ノ重量ノ、 1 cm' ノ鉛 ' j 1. 38  g ト

シ テ 算 出 シ 9 ノL モ ノ トス

W 印 水 温 用 鉛 管 種 目

包信略鋭 内 在E 管/ 刷れ |議会

匹f

分| 封皮!

l央

スニ0
2  2.50  I  11.20  25 

ス一回 1t  2. 20 

ミ

35 

スーニ 1士 2.0コ 45 

ス- 0

ス六 t  

ス五 Ｎ ｾ＠ 1. 50 

ス四 告

ス三 告

吋 寸 n，R_ 尺 封 皮 匁

1=0. 838 1  = 1 ∞: 5S  1  =  120. 958 

上水協議曾規定純鉛管重 量表

内箆〈粍) 管厚〈粍〕 f重E/¥:長=付サ -キ Ｓ庖ｾＩ 谷 ノ長最

小限度( 米〕

10 4.30 2.2 15  

13 4. 70 3.0  15 

16  5.30 4.0  15 

20 5. 8コ 5.3 15 

25  6.30 7. 0 15  

30  6. 80 9 0  10 

40 8.10  14.0  7  

50 9.40  2つ.0 5  

t

峨
区

同

防

止

同

庁

に

り

ん
川

区

川

庁

に

け

」

h

二
…

髄

…

一
世
一
昼
間
山
一

山山一

m

m

一
同

一
山

一
関

取

一
意

ヨ

引

司

』

引

司

一
一

川

一
時

二

川

一

例

司

珂

一

州

司

一

1

r
回

川

出

山

凶

川

一川

一

一

筏

7

7

8

Y

2

7

t

w

一十

工

ν

一
ム

内

一
粍

一

ほ

τ
羽

一

言

一
ω

戸

川

|一

W B 印 水 温 問 鉛 管

内 管! 1昨ノ厚サ | ー吹ノ目方 |ー谷 / 標準長

( 吋) I  ( 分) I  C封皮) I  C吹)

1. 24 1. 30  90 

ムー 1. 55 2. 02 95 

百s  
1. 50 2. 5') 80 

主 1. 75 3 50  60  

2.06 
5 ∞ 5つ

l士 2.35 
7∞ 45 

1告 2.73 10.00 3う

2  
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S 印 雑 用 鉛 管 種 目

主ト!子ιJ ;

[  

XII 3 8  

。 印 瓦 斯 閑 鉛 筈 種 目

電信略 銃 内 密 管ノ厚サ

一吹ノ 一容 ノ

目 方 標準長

酎

1. 5つ分 6.25 封度

吹

カニ0 2  30  

力一五 1告 1. 30 4.00 50  

力一二 1士 0.95  2.50  5つ

カー0 0.65  1. 4つ 60  

カ七
I  ， 0.60 1. 10  70  

力六 2  4b  0.56 0. 85  50 

カ五
β  6  0.50  0.70 65  

一

カ四 告 0.40  0.50 90 

カ三 ま
0. 35 0.33 140 

カニ 士
0. 32 0.20 2 j ( )  

力一 t  
0.30 0. 10 200 

吋 寸 P. R 尺 封f1t 匁

1  =0. 838 1  =  1.∞58 1  =  120 958  

上記ノ内 l士吋以上ノ、外部= 錫引ヲ シティマ セヌ

一到
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一般建築工事施工上必要なる設備の研究

設 備 委 員 曾

設 備 分 科 舎

昭和 9 年 1 月より前年 に引制き以下項目に依り研究を進め更に分科舎を設り「 コンク リ

ー ト」配給所設置 に闘する研究を蛮表せんとす

地下室を設〈る場合の掘方其他工事設備

根切土蔓工事用として・潜函工事

近時高居建築の勃興につれ 、地下階も 2 階 3 階と 深度 {f :附カ11 し、之等構遺物の荷重も段

k 鏑大せらる。従て之に要する基礎構築に就てf俗画工事を行ふ方法の研究をなす。

潜 l画工法の優秀なる鈷

1  .  高居深居構遊物に封 し、 竣工後の沈下傾斜等なき安全なる基礎を精築し得る事

2 .  人家密集せ る都合地域に於げる鍛矢板杭打作業 より生令る騒音、起動等隣緩家屋 に

友 lます影響最少限度なる事

1Pi 画基礎工法の大田各を記せば 、ポーリ ングに依て橡定せられにる堅苦地居が数十尺乃至

百尺の地下にある 場合潜曲:基礎を其月rr迄沈下せしめる順序として 、先づ最初に地表面叉は

湖水線近〈迄根切し? こる地面に鍛筋コンクリート製の作業室( ウォーキングチエンパ ー)

を据付げる 。作業笠の大きさは基礎の強度計算により差異める諜で 、/J、さきものは商坪 1

商坪位より 20 面坪の ものである。此室内にて土工が郷撃をな し気筒( シャフ ト) lT..祭悶

( エア ー ロック) を遇して土砂を「ウヰンチ」 に依り 室外に搬出なし、段 k 掘下げるに従て

地下水が出て来ると之 lこI'1抗し得 る慶搾宰策を室内 に主主入して 、j男7]( を排除しつ〉沈下作

業主? 笠夜粂工で続行し、既定の地盤迄到達せしめる のである。 基礎の深浅に際じ作業室が

地中に埋淡する前 、更に上部のコンク リート 及策筒を稽足 して行ふのである c 斯〈 して所

定の地居に達し1= るときは作業室内 に於てオイルジャッキを使用して耐荷誤験を行ひ 、地

盤の支持力を確認しにる後作業室双口周囲を切菰げ描大基礎を造り 、横大基礎及作業室内

にコンクリ ー トを j良充し、コンクリ ー ト硬化 を待って選集を中止して完了する次第である

此の工法に依れば中佐下の基礎を築造する と共に隣家に接しに拾壁も同時に作る事が出来

る。

以上の順序に依り施工 に営り理論策摩以上の空気を詮つ1=場合、共附近に室祭の噴出を

見る事は往 k ある。之 れは決して康範囲に亘るものでは ない、 若 しめる とすれば、そこに
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傾斜防禦に就 て

第 l 闘 中柱下の潜鼠i を降す順序

何等かの原因がなければならぬ。

例八ぱ地割れがあるとか叉作業場附近に深寺堀り下げ個

所等がある場合には或程度迄遠方に達 する事がある 。之れ

を防止する方法としては

1. 理想的から云へば常 ｬ こ双口以上に Ｗｫｾ 残して堀撃す

る事

2.  双口の形欣ｾ改良する事

等であるが常に刃口以上に水を差益して堀撃する矯めには.

溝曲を常に自然沈下する様な欺態にをかねばならない。然

し之れは場合に依って望み得なき時もあるので此の場合に

は双口形欣を改良し、双口下を? 全部操ても外部に宰策が油

れない様な構造にせねばならぬ。闘の如し。 ( 第四闘)

傾斜の原因はこf:: 睦 及摩擦力が不同なる場合、五潜画自信の1 i 心が片寄って居る場合等で

あるが、前述の如〈常に自然沈下の情態にある時は比較的之等の影響を受〈る事が少な い

故に構図は常に

潜函重量〉線、抵抗( 表面摩擦力+ 上費者力十双口支持カ〉の如〈情態にある如〈設計でな

げればならぬ、叉ウオールケーソンの如〈細長きものは長さと巾との比が占伎が逝営でな

いかと思はれる。更に改良すべき要占有? 記せば

1. 荊画工事用の「ヱヤ ー ロック」を改良する事

同時に排水土を簡. に取彼方法

2 .  地下 Ｑ 階の場合も矢板の代りに抗形を沈め置き之れにｾふて「ウオ ー ル」を沈下せ
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」ーーー一一一一一- - 1.

｜ｉｉｉＭＺＺｾＧＢ ・ ＱｾＴ く ￬ｩａ 門 ｴｈ ll. 

ｾＧｬ［＠ 2 随l 姶墜 を持った 潜 11; 1降す順序

しむる事簡軍にて良好なり

3.  地下 2 3 階の場合は矢阪の代りに 「ニ ウマチ ー クのウオールケ ーソン」を{創刊せき'

るべからす-

I待画工事施工研究に就ては一時保切なし. 今後は騒背防止及工事俊械設備に闘する事項

を研究せんとす

建築工事上の騒雷防止に閲する設備

工事場に於て騒音を生十るものは以下のものに して之れを?如何にして騒音防止するかに
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あり

コンクリートミキサ1  

杭打機械2  

リペツ チング

ウインチー

等にして( 1 ) ミキサ ーは

全部に誼蛍 に被覆するか叉

はコンクリ ート 配給所等 を

設〈れば自然に消滅す

( 2) 杭打には 目下良法な

リベツチングは ポー

リツクにするか. 大

すれば良いと恩ふ

3.  

4.  

J t - } 五 i l，

恒今後は電気館接 に

テープ) J.. のハイドロ

し

( 3)  

鴻 色 紗t，<it ifb

鵠綿々T争

l liJ:. M;  ;t{_ )  

色欣♂五l"

宮崎;i'lJ')

同

庁

F
FT

F

時

( 4) ウインは通話 なるカ

中位下基礎出来上り賀ｾ 3 闘

ノ〈ーを設 〈る 事

B  A  

、

第 4 闘
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コンクソート西日給所設置 に関する研究

設 備 分 科 曾

一、配給所設置の得失

大都市市街地内の建築場 にして レテーミックスド混 ｩ 凝 こ ｬＭＮｾ配給するｾｾは下記の 如き利 主主

あり

1  .  市内建築のiR競土強度を一定しl設もよき混凝土工事をなし得る事 . 之に付 ては多少従

来より価格の値上りありとするも進で賀行せらるべきもの とす

2.  市街地現場は極めて空地少なきを以て従来の材料置場に苦み、又は他に借地等をな す

事ｾ避Ｈｲｪ得る利便あり

3.  天候共他の事故にて骨材の配給が間 に合は 子、突然現場の混凝土打 を中 J とするが如き

事警事な 〈行程を闘滑になし件るの利あ り

4 .  現場に ミキシングプラン トを要せ玄る に付、 高似な るヲー セクリ ーグー等を使用する

損料手数等を要せ ざる利便あり

5 .  現場に於て近隣に最も 宇殺をするミキサ ーの騒音を全然はぶ き件 る利絞 め り

6.  混凝土配給月? を設置する時は市内 に於ける 小工事場町j に非常 に簡便になる事

以上の如 〈相官;便主主多 〈之に封し不利なる鮎は

1  .  単に工費節約の鴛に従来週り現場練りを? なし . 極 めて安似なる建築をな さんとする 場

ム

'" 

2 .  建築場開近通路闘係により配給トラックにて道路破損を甚からしめ る献知. 叉は果し

てスムースに現場打に 挙支なき科度 にト ラック配布? をなし得るや否危供する鮪

3 .  配給ii J f より相営遠き現場へ完全なる良浪路土を配給し得るや否の危113

上の女 ｮｾ 有様にて最早大阪市 ｬ こ於げる建築工事の現場としては、此配給月 ｉｲ 質行を促進 し

て田洋支 なきも の との意 見多数なり

殊に均一強度の混凝土工事を 一般 に施工し得ると 言 ふ理想、に到しては 、他に 之を主Eむ王m

FJ 1更になしと 言ふ事 に一致せり

向セ メン } 同業合 に於ては 、セメン トを袋な しに 一定のタンク に入れ 、現場へ トラック

運搬にて供給し現在よりより以上に 安似 に配給し度 き意向 もあり、 E 叉米関 に賞施し居る

レデ { ミツキスド コンクリ ー トビ ジネス に就て も相蛍 に研究せられ、我悶に於ても之が賓

行せらる〉を希望 し居る 由、j鳴池組に於て も東京士官接校建築壌は非常に険大なる現場な
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るを以て 1 ケ所に練場を置き 、此彪よりトラックにて各建築物の混擬土打場に配給し非常

に好能容を揚げられ fこる賓験もある由。最近に大阪市高速度地'下鍛工事に於ても之に似寄

Tこるシステムに依れ混凝土工事 を施工せんとする機運にある由

ニ、上供給を受 〈る建築工事用其他の混涯土線量

之を推定する事中 k 困難なり. 主なる請負業者に於て前年施工せられTこる量による推定

淀川共他より来る一般砂利、砂量による推定、セメント業者の大阪市内八供給したる量に

よる推定、等を標準として最後大医府聴に於りる 鍛筋混資土建築の延坪首 りを根搬にな し

結局現在大阪市内建築に使用する混擬土線長は

1 ヶ月 3 千立坪一一 5 千立坪にあらぎるか

即 1 日 卒 均 l 百立坪一一 1 百 50 立坪

の需要あるものと推定しにり

三、配 給 匡 域

ミツキスト混凝土の使用有数時聞は大韓40分内と定 め、従来現場ミツキスの模様は材料

投入後ミキサー内の練合 1 分乃至 2 分、之をパケット に移 しエレ ベーターに引上げ現場へ

投下し、更に其パケットの降下し来る迄の時聞は建物の高低により異るふ大韓之を約 3

分と見る時は従来のミキサ ー 14 切乃至 21 切練り の混競土の 1 回供給に1必要なる時聞は約

5 分となる、此期間内に必十 1 回之に相営する量を供給せき' れば現場施工に乎待を生じ、

工程に狂ひを生する故此時聞を根本として配給を計算せり、故に現場エレ ベーター下に摺

置タンクを設け、之にミックスド混凝二1 : : を持込むものとせば、配給トラックのタンクは 14

切乃至 21 切のものとすれば約 5 分毎 . 共干害量を持つ トラックならば約 10 分間毎に現場へ

到達せしめ . 順次配給する方法を採らまるべからす・

勿論従来の現場に於ても砂利、砂: : e 河岸 より運搬する場合は殆ん と間断なく手車を連続

的に蓮搬し居る賓情なるを以て、前記トラツグカ; 5 分毎に到着する事は左秤t現場の混雑を

生す・るものにあらす" J i 叉一般の交通上にも防害にならぎるかと思はる

上の如き計算にて先づ配給所に於て材料を練り初めてよりトラックに積込む迄約 5 分 、

途中速力約 10 哩として約 30 分間運搬して現場に到達し、車の入替八潮置タンクへヂスチ

ヤ ｾ ｖ をして現場に引揚げ使用する迄を約 5 分聞 とし. 線、計 40 分間以内に使用する様に

なす時は上トラックの30分間走行の行程は約 5 哩の距離 主なる。特に現大阪市内 の道路面

は錦援等十分ならぎるに付割合に走行哩少事事と思はる故に . 先第 i に築港木津川方面に

配給所を置〈時は此庭より市の中央へ大積配給し得るものとして以下諸計霊をなせり

XI I  44 

配給匡域を縮少して市内配達を十分にするには更に棲宮附近 、上町方面. と 3 ケ所位の

配給所必要の様に思はる〉も、何分配給所 は骨材運搬の便利なるを要し、且叉設備費 に多



大の費用を要するを以て先以て配給所は木ilt 川方而1ケ所として、ミツキスド混掠土台 40

分以内に使用し得ぎる遠隔の現場へは特にミキサ ー付のトラ ックを用意 して、 之 を以てド

ライにて蓮搬し現場にてミツキスして供給するか、叉は途中ミキシングしつ〉配給するか

別途の方法を講十 るものとせり

四、運 搬 の 方 法

運搬は勿論トラックを以てするも のなるも此構造が特種のものなるを以て大に考慮を要

す

先づトラックを何草作設備すべきや、共数量を決するに前記の如〈ー現場に 5 分毎に配

給 するには片道に 30 分間の行程を要す るを以て 、常時 6 蛋の トラックを連鎖運樽{ t > 要す

る事 となる、而かも 1 聞に供給すべき混凝土量が現場 によ り相異す る事勿論なるも 、最近

の様子にては 1 日立 20 坪以 上の打込? なすは普通の様 に思はる〉 を以て 、之を 10 時間fi r.

に分持 ｉｊ するも の とせば Ｑ 時間立 Ｒ 坪之をｾ 5 分間の供給とせば l 団に約 35 切宛運搬 を要す、

而して一方 にト ラックは積荷 3 噸位r. 自重約 2 噸位計約 5 噸位の ものなら さ' れ ば 、現行大阪

市道路橋梁上の運織を許可せられ 5 る拡態にあるを以て、此製占外閣の運搬車に比し非常な

る献賠あ り仮りに 3 噸債 とせ ばレテ ーミツ キスド il :t l説土は 1 立方約 200 ポンドと見て 30

切似 しか積件ぎるものとなる

般 にト ラッ クはどの道 1 豪 叩 切 積 の ものと して考案するを要 するが、 都合 によ り日1]に

15 切、20 切積の ものも排へ置 き現場の都合 にて油' 1'1湘n足按配するを要す。今 30 切 積 トラ

ックにて 1 時間iに約 2 立昨のi混凝土佐供給し得るとし、10 時間 に 20 坪を供給するとせば

l 日立坪 150 坪を供給するには更に 7 、8 ケ所の別の現場 に運搬せざるべから子 、此 j起にもト

ラック 6 事宛を要 するとせ ば、最 少 50 葺向斯〈も大なる現場でな〈小なる現場よりも註

文ある時は更に運搬筒所が増加するを以てトラックは Ｖ 、 ＷＰ ｾ 設 備すぺきを要す。此トラッ

クは米固に於てはミツキスド 混巌土を皐 に舵作 しつ〉 現場へ運ぶ もの と、 叉 トラック にて

ミキ シングをしつ〉 運よく ものと 2 種ある様に思はる冶が 、矢張共通り本計書に於ても大憶

は配給所に於て排へ? こる混凝土をタンクに入れ、之を i:t i殿分離せざる程度にタンク内創世

排して運搬 するも のを普通 とし、 特 に前記し? こる如き 遠 事現場其他必要の箇所にはミキシ

ングトラックを使用すると 言ふ方針になせり 。 トラック が30切を積む とせば少な〈も保 3

尺、長 5 尺位の錨製タンク に入れ之を撹排す る様にせき' るぺからす=。

米間の ものによれば相営精巧な るも の〉 如きも、何分高位 にして重量 も相営重き稼に思

はる〉を 以て、日本にては如何 しでも 特種のものを考案製作を要する事 と思ふ。今共具鰐

笑 を 決定 するに 至らさＧ るも、之 は大関 ト ラ ッ ク ｬＧ ｲＺ ｾ｛ｬｨ の廻時を利用してベル トに よりタンク

内の羽子を動か す如き 簡単な る構造 にする か、又はタンク全慢が蓮時中に不絶廻縛す るか

の如きものを考案するを要す。之は賓行に際し機械的に別に考慮せられにし
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ミキシング トラックは米間製にて 1 ｾ＠ 1 ;境関徐を要 するが 、 日本 にで向とか考慮せば今

少 し〈廉僚 に製作 し得ると思ふ

玉、配給所経営の大綱

首ii 記の如 〈委員舎に於て各種研究 しトラックに就ては 、大阪パスゼネラルモータ ー、 浅

野物 産ー 技師等 に も Ｉｈｾ 合研究したり

配給所は* 蓮' 円材 l険納 lこ便利なる木津川沿岸に設V1. 之に要する敷地約 3 千坪は之を購

入 し、地代は自然の値上りを? 利主主 主見て経常費に算入せ す¥ 別紙闘の如きプラン トを設備

せん とする ものな り

材料のス トツクは 10 日分とし ( 銀筋混凝土用のものを標準とし調合 1，2. 5， 3.5 として)

砂利 1，500 立坪

砂 1，100 立坪

セメント l 立坪の混擬土に 12，3 柿を 要すると見て

1 日 1，800 椴乃至 2，000 樽を要す、但之は一度にス トツクせすとも殆んど毎日

支給され得る可能性あり

ミキサ ー 30 切用 2 葺を設備して可能なるも政備共 3 事を置〈

オーセク リー グー 2 事・を設備す

但賓行上の改良により 漸次不用になり得るも の とす

トラック 3 噸積 50 葺

2 噸積 15 蚕

ミキシング接置のもの 5 事

事 務 所 其 他 附 属 設 備 一 式

前記各項の設備費を概算すれば

砂利 、砂 置 場 大 き 25 聞に 15 聞の庭に高さ約 2 間積上げるものとし之を3ケ所設置す .

但し荷造は 1- 1 ピームを I r. n毎に打込み之 に木材抗板を取付り? こるも の

柵 周 延長 240間 30.0  7，200闘

セメ ント 置場 木浩石綿スレ ート 茸及園ひ

建 坪 50. 0 50. 0 2，500 

ミキサ ー 30 切用とし 3  %: 3，000.0 9，00 閲

オーセ クリーター 2 華 10，000. 0 20，000  

右揖付上屋設備費等 3，000 

セメント砂利、砂をミキサ { に運ぶ コンペ‘ ヤ{ 妓置 3 種 10，000. 0 30，000閲

砂利 . 砂を舵より陸揚するテレツキ叉はコン ベヤー 3 事 5，000. 0 15，000 

事務所、合宅、ガレ ージ、共他建 VI，1) 及水道、電気動 力 等 設 備 一 式 30，000 



トラック 国産品 ｕ Ｇｬｾ 佐世 付 の も の 55 ｾｾＺ＠ 6，00 lJ .0 

ミキシンクー装置の もの 5  ｾ ぷＺ 8，00U.(J 

以上合 計

敷地 3，000. 0 70. 0 

右線、た，.費本金 75 高 6 千 7 百出! となる

前記資本に劉し消却其他経費を次の虫n< 見積る

事 務 員 20 人 100.0 2，000凶 )

事務所貨給{ 土ノl、使 5 人 50. 0  250 >  1 ヶ月 2，750 liJl 

人 夫 賃

千五話其他雑貨 500  J  

ミ キ サ ー

コン ベヤー

テ レ ツ キ

セ メ ン ト

30 人1

6 A I 100人

50 人/

2，0  i 日 ＲＰ ｬｊ ｕｾ Ｑ＠

3(¥0，000凶

40，000 

546，700 

210，000 

1 日分 90悩i

ト ラック運賃前記 Ｕ 分間供給よりすれば ｩ 日 ＲＰ 回往復となるも、交代にて ＱＰ 悶 ｾｬｩＱ ＮＮｬ

復 するも の として 1 日分の謹仲手給料ガ ソリン共 20 闘と し

60 ｾ主 Ｚ 20.0  i 日 1，'200Uj l  

動 力 動力 1 ヶ月 3UO馬力 5.0 1，500.0  1 日 5(1脳l

水 道 水道料
1 日 10[凶

保険及税金 j ¥ 1  (.ド 2，000. 0 1 日 Ｕｕｾ Ｑ Ｕ＠

線資本金及流用資金利子 1 百"fJ&凶佐和，j 6 朱 とし 1  1，ド 60，000. 0 1 日 160閲

以上経資総合計
l 日分 1，715凶5

各設備費消却及修結費

、、、
キ 4J- 1 ヶ年消却 Ｙ ， ｕ ｏｏ ｕｾＱ＠ 1 日分 24困7

オーセク リ 【 グ ー 5 ヶ年泊却 20，000 

1 ヶ年消却 4，000 

修繕費 11許l共 4，400 1 日分 12凶

コ ペ ヤ

5 ヶ年消却 30，000 

1 日分 18悩l
ン ー

修繕費 i 割 l 年 6，600 

It' J材陸上用 テしツキ

10 ヶ年消却 15，000 

1 日分 4闘5
修繕費 l 割 l 年 1，650  

各 建 物 其 他 設 備 20繕ヶ貨年i消割却i  

33，000 

1  日分 51H1  
イ|多 年 1，815  

トラック 1 日往復 10 I盟の底を 20 回往復ーす るも の とせば 200 J盟となる。 普通トラッ

クは 20 高哩走行に て破慣 する 由、撚る時は約 2 千日即ち 5 年の誇命と なるも 安全ぞ

見て 2 ヶ年消却 とす 430，000凶 1 年 ＲＰＰ ， ＰＰＰ ｕｾＱ＠ 修繕費 l 高凶と して 220，000閲

1 日分 603恒l 消却修特設合計 1 日分 667UJ 12  

経 ｾｬＨ及消却ｾＡＨ総計 2，382隙17
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上を以て立 150 坪の混凝土に割首れば 立坪嘗り 15. 88凶

此外に材料費立 1 :坪

セメン ト 13 樽 3. 0  39 [i，l 1  

Z沙 和j 立 0. 75 20. 0 15. 0 

高砂、 と 0. 55 12. 0 6.6 

百十
60. 6 

即ち両者を併せて立坪嘗り 76.48 となる

之を現在の現場練皐償

セメント 13 樽 3. 5U 45. 50 

li沙 利
0. 75 25.0  18. 75 

砂
0. 55 15. 0 8.25 

練 手 間
1. 50 

ォーセクリーグ戸、ミキサー t員料及電力費
1. 50 

計
75. 50 

( 此外 に河岸揚揚税金、現壌材料置場、税金等無形のものを要す ) に比し帰んど同様

となるを以て配給所の利盆金fごり増加を要 す



防 虫 に 封 ず る 座 談 合 概 要 録

口 時 昭和 9 ｾ ド Ｙ 月 Ｕ 日午後 Ｗ 時 一 ｂ 時 Ｓ ＰＩ ＱＭース 、ムシトリッ夕 、 鯵の毅品がある 。

錫 Ffr 主主築 fH祭部別手 南 ｨｾ 虫は泊風のよき場所には災生しない 、 との

11: 席者 武 闘 怖 士、松本俊八 、場 IIJ 新 年 、泊一松 虫 は壁紙 の/itJ、メ 木の接円にか? るも の である 、 床

{彦、11、川安一郎 、三木来 三 下 に砂を敷くと とは南京虫 、蚤 等 がOll を生む場所

似宅に於て防 虫 を必 要とするもの に 蚊 、 喝 、 ｾ Ｚ を作るも の で あ る。

頭、南京虫 、家だに 、f由虫 、娯 松、 白線、俸 が あ 。 防禦法と し ては油風 を 良 く し 、 孫品を 以て防 ｉｉｾ

る。特 に 白犠 はf荷主主主物を破援する怒虫 であ るo すべきである 。談品と しては ム U トりツ夕、蚊] 灰

此等 虫 i}Y1¥の内 、蚊と虫屈とが人 11日に最 も織然を奥 ; 粉告す; がある 。

へるも のである。 : 家だに 、 ζ の虫 は 微生虫で ある か ら、今 の 良、

1iニ宅に於て蚊を防 〈・方 法 としては 、普 より蚊帳 ; 毅品でも って防禦す る より外に方法がない様であ

がt Hひ られて来 た。現在 で は蚊其他虫 類 の外部よ : る。重臣品 とし ては 、南京コ ロロ 〈液也〉等が良い

りの佼入 を防〈・ため 、網戸が用ひら れ てゐるが 、 : 様 である 。

日本の様な風土 に於ては 、 との網戸のた め温 風 を : 以上大位に於て人位に告:を なす虫類である 。

慈 くし 、 つい 開放するため に防虫効果が少なくな j 此毎: の よuは移動式に搬入されるものであるから

るわけである 。 。後生のつど戯滅をな す 様 にすべきであらう。

蚊は夕方、 家内に侵入す るも のである放に 、 タ ; 泊虫、 今 の民主との虫 に童話する防銀法はない様で

方蚊や P を焚き蚊を道ひ出してのち網戸を閉める i あ る、夜見次第、殺すべきである 。

様 にすれ ば良い。
白 娯 松は、有 毒 性のある虫 である 、ニトー中に棲息す

ζ の絹は普J函の網に色のきめぬ様なラッカ ー を 。るも のであって 、若し佼ま れ た 場 合には 、通 貨、

塗 るζ とがよい 。色は紘色毒事が Ijj ( し く感じるもの i 手首をなすべきである 。

である 0 ・ 住 宅 に於 て 、白 織 の自主生 しや すき場所は、湯 殿

! 肢を取る 一方 法 と して、 補の腐敗 しか けたもの j 選所 、等総長i があ り俊治内、場所である。白織 は光

を置いておけば集合して 〈るもの で ある o i線には 弱 い 光 線 の計る場所には霊童生 しないも の

外部にて蚊の霊童生 する場所を防止する方法と し : で ある 。

ては、石油を 流 す 方 法 もある が、 とれは積極的な : 白賎は北海松を一番よ〈貴子むもので、紅 橋、稿

方法 である 。 味等には滋生 しない様である 。

結局蚊を防〈・方法としては 、放やりを用ひると ! 繊 i或法としては、城 ぬ 徳一氏の淡 明にな る、方

とと 、網戸を 用ひる ととであ る。 : 法 がある が、有効である。 ζ の方法 は 白般の好物

防虫妻賢品として、アース、 空宇があるが相官f 効 果 の ｾｉＧ に義を入れ奥へ 、 と れ を喰』、 ζ と ー によ っ て械

がある。 滅さ す ものである。 叉薬 品 、 ク ウムヒ y 等がある

蝿 は ｅ 昼夜別な〈防止せねばならな ｾ Ｇ ｯ が相蛍 効 泉がある様である。

防 縄 l亡劃して は網 戸を 用ひる が、* - 内では 蝿 荻 . 自販に劃 す る防禦 法 と しては、 白般を後見 して

テ ープ等を 用 ひるとと であ る 。 駆 除 な す よ り外に方法がない様である。

t砲は使E庁、芥? 問、又は牛馬の居る場所苦手に多< 防虫 に釣す る結論としては 、太陽光線を 充分取

使所 の 窓 等に網 戸 を用 び ること に よって防蝿の効ｾ入れて乾燥を充分に し 、 温風を良Ｈ し て、虫類

果がある 。 : の繁殖を防〈・ E と、虫 の食物 を少 な 〈する ζ と、

蝿は赤色 を按」、 ためか、使所の窓 等 に 赤 色 硝 子 : 床下等に防虫剤l を用ひる と と等で ある 。叉 材 料 を

を用』、れば効果があ る。 薬品として は、 アース 、 . 選律 する上に於 て、木材は乾燥材を用ひ ること、

ノ、イ トリック 、 縄取テ ープ等がある 。 : 寒中に採伐せる材料を使用する空宇が必姿である 。

後 、弘、 に謝 す る防禦と しては 、 住宅では昼下 。 以上防虫に封ナる座談の外、武田博士及各委員

に F ーペー パ ー ( 建築用紙 7 エルト〉を政〈 か、 。諸氏 の虫類に 闘する快談今: あった がこ とには省略

或は新聞紙を毅 くと とによっ て防止でき る。又 ァ : ナる 。
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住宅に於げ. る防風、| 坊 7]( に封ずる座談 合概要録

日 時 日目和 9 年 10月 3 日午後 6 時3) 分 - 9 時

場 長Ji・ 建 築倶楽 部別表

出! 品者 武 川 博 士 、小川 陽吉、松 本俄八 、jHiJ J

新 卒 、赤松 修 、小川 安一郎 、岡本新次

郎 、 岡田 孝男

助 J1!¥に謝 して は先づ放地より見て、l眺望 の よい

場 所 は よ 〈 な い と云へる。叉高い場所 もよく ない

わけ であ る。自 然木 の中にあ る住宅は 刻合安全で

あ るが、木 の穏獄によって 、防風効果に相 呉が あ

るo .li fJ 、針 葉樹 乃中に あ れば防} ! I . . 効呆少 な 〈、落

葉 樹 の繁 殖せ る中にあ っては 、制合に効果 が多 い

様 で ある 。後に山 をひかへ、前 に 跳 望の よい様な

場所は かへ って 怒 い 様である 。又 谷rmは夙に釘 し

て慈ぃ。

イ主 ι じに ｬ 玲て 級 生 ｾ ｊＩ . eE. 忽を1' 1' る とと は 恭 Ji!¥林 の役

目をな して よい 。卒 地 に 暴 風林 を作 る と 安 全で あ

る。

住 宅の平 面計五日 I/( 於 て、此 の度 の暴 風 によ って

見 るも 、長方形 の もの よ りも正方 形 に泣いも の A

方が被容が少い様であった。卒商の形 か ら云 って

も皐純化 された もの L 方がよい。 fltJfr 切の附係 に

就 て は柱の数を多 〈する とと縁 側 の如1き柱間大き

〈、 桁 の持 放 しの 大 きな ものは 、 風に釣 して危険

性 があ る。

構造方面よ り見て 、木造建築 の弱思占は引h部 の如

何 にあ る。事JH部は 丈 夫に して方杖 、般利を入れ る

とと が必 要であ る。相: 問には必ず筋泌 を入れる ζ

と は 、 防ｊＮ＿ｾに劃 し て 効 果があ る 。建 物 ｊＩ Ｇ 附こ 壁 の

部 分 を設け る ととは株主E 七か ら云 ってもよいが、

気 の目調停共 D 他採 光 上の聞係に よって 、不可能な

場 合も生ずる が 、言i " す限 rn同に墜 を取る械にす れ

ばよ い。

外線 としては 下 が少 さく 、 上の大きな ものは風

に封 .して惑い。風に 到 して続 根の形 fi 0l-.村1巡 りが

よい。

外部は下見板 張 り俸 が 良 〈、住宅に於て 、下見

張 式の縫 っ た橋 治を 案 !日 すれ ば般裁 J 二見 よい もの

が 出来る筈である 。

住 宅 に 於て鍛j主主を外部 l亡表 l工す とと は何等差支

へ な い が 、只従来からの 習 慣によって霊きった感 じ

を受 けるも の ーであ る。鐙 は良壁よ りは洋瓜 のプミ鋭

X I 1 5 0  

にす るi J が良 い、 内 ';1; はu ! 墜に しても外 f需を大 援

に してセメ y トモノL !J IL  -(:1: J -.にす る方 が良い。

［ｊ［ ｾｉ ， ｾ によ っ て最も供符を 受け た ノＩ Ｑ Ｑ 、 日 本 Ｗ じを

川ひた 、村Dじであ っ た、 これは只 ーlーを 以 て、瓦 a:

絞み武ねてあったｾ で ある 。 銅線でもっ て緊 結 し

てお〈必要があ る。 Ｑｾ に到 し て瓦漆 喰 〈南俊漆 喰

〉 はよい 、 セ メ y トJL!fn をJIJ ひてある f.fr は割合 に

被 符 が 少 な か っ たが、石和ii 燃 の努1をj 目ひ たf.fr K 被

ザf が多いi¥Rであ った。

又 本YじZF、スハ・= ツ シ ュ χ 、S Ｗｦ， ｾ｝ｌ 、 Ｗ ラ ｹ ス

JC等 の様 に!J-.: い もの を則 ひ たffr l土4主将が少 なかっ

た 。 令泌板 ｃ Ｎ ｉＺｌｾ 鈴引鍬板 ｊ を ｆ 日ひた ｆＮｦｲ は最も被併

が 大きく 、 ｊＡｾ に刻 し て は あま日赦迎出来な ν 。

窓と し ては 、 風による側Ａｩ ｕ からの彼Ｚ ，Ｇ ｾＺが多い綴

であ っ た。窓は利 子向般が弱 〈、叉ffiJ :J，肉 強 が弱

かっ た1;bに政援される もので あ る、忍Ut を丈夫に

す る 必要 があ る。 東京に於 け る往具 ｊ Ｉ ＮｴＧＺＧｾ 準 は 慾 Ｑ ＱＨ

W子;f't-， I 寸 1 分以 h 入! こ1 1寸 2 分以 1-. とあ る0

j!fJf:i] の外に絡子を入れる ζ とも よν、、又 雨戸 の内

側 l亡手持] を設けるととは! 武に到 して効果 がある o

J];J:j，の はずれぬ様に 、政府の併を深く し、杭に戸

決り を付ける必要がある 。

線 flllJ には是非雨戸を付 け る様に すべき である 。

ζ の附戸 に よって物位ノ2 飛 んで 来 て起る破援を 防

せ 仁ことが 山来 る。

l引民の突 出物 ( 州事理 、臭気抜、換会u. 芥空宇〉に 、

ｬｮｩｾ 昔引ｻ以板 、 銅板空手を朋ひ た も のは 相 ｾｩ［￭［ 被符が多

い 様 で あっ た が 、 ｾ 剛 焼失 の 類の もの は 彼併が 少

い様であっ た。

防水 に到 しては 、71<が来 て も主主の落ちない様に

する こと、久 I11t れない様 にする ととであ る、 とれ

ばセ メy トモル F ル の類を 以 て泣る べき である。

71<と近 い闘f糸に あ る住 宅では 、2 階を 設ける か

1  !i Uj'/:洋 室 を 設け ると とで ある 、 この度の 71<1: に

より 、 盤敷 ｊＩ ｾ半Ｚは侠ｊｩｊ lJI ilirr，で あ った が、洋[ 問が使

用出来た f仰がみっ た。



添 加 剤 ザ コ ン ク ソ ー ト の 強 度 に

及 恰 す 影 響 に 関 す る 貫 験 報 告

大阪府建築謀 浅 野 菜rr 背 陸

平 野 忠、 雄 市Iド 足 繁 雄

賓 験 期 間

J 自昭和U年 5 )1 2 1 8

試 験 開 製 作i至 1/ 6  )-121日

J 自 1/ 6月18 日

嵯紙調度試験、( 至 11 7月19 日

賓 験 場 所

大阪府野察部建築部材料試験室

l 賓 駿 の 目 的

防水並に Wurkabi l ity 及び「コンクリ ート 」の打上り肌を良くする 目的にてコンクリ ー

ト中に 加へ られる 添加聞がコンク リー トの強度 に如何 なる程度の影 響 を及ぼすかを 、大 阪

の現場で最近屡 k 用ひら れてゐる 4 屈の添加資IJ を選んで試験 して 、共 の性質の一端伝説ひ

併せ て将来の官験の7象備にら しめんとし1: 。

11. 供 試 材 料

添 加l 剤 ローグス . アサヒライト 、砧諜土 、砧内定白 土 、

セ メ ン ト 大 i筑紫業セメン ト製普通ポルトランドセメン ト

砂 淀川産

砂利 淀川産

添加l到lの寧位容積重量測定の結果ば下記の如し

材 料 li'-1"t 谷がtm: 泣 kgj l

ロ
ー {it ス 0.516 

ア サ ヒ ラ イ 0.437 

詮 苦長 土 ( A) 0.329 

ji l  話集 土 ( B) 0.234 

碓 酸 白 土 0.369 

制Ii 考

外線純 ｉ ｾ ｉ 色

/ノ

1炎悩 色

.51 ノJ



測定方法: 500 c c メスシリング ー中へ試料を約 300 ｣｣ の目 盛 迄入れ 、上面 ｾ手で蓋しつ〉

垂直 lこ持って下商 を他方の手にて聴 く90回叩 い に 後 ( 試料はあ る回 帰ま で墜 し詰め られ

る〉上商を平にI直して共の容積を計り同時に 重量 を測定し? 二、測定数は各 3 回でそ の平

均値をとった。

上記 の 測定をセメントに就て Ｓ 回行つ ｦ こｾ Ｎ その平均値は ＱＮ Ｔ ＸＷ kgjl を得t:
o

( 之は強め

叩〈回数90回をセメ ント 1500 kgj m' なる如〈選定しに1誌であ る) 依っ て各試料の セメン

トに 劃する比ｾとれば次の如 ｬ し 。

セメ ントに劃する各試料単位容積重量の比率

ロ - r;t ス | ア サ ヒ ラ イト 1 I珪 藻 土( A ) I 陀 議 士 ( B) I 磁 E空 白 土

0.347  0.298 0.221  0.157  0.248  

'目材草 ll r. 容積重量 iWJ 定及び前i分析の結果営 示せば次の如し 、測定方法は建築身具合の試験制

準方法に よ り火 k 測定数 3 聞にしてその卒均値をと る。

材 料 | 単 位 谷 間 同/_1 I  

砂 I 1635  

砂 利 1 1. 644 

砂前J 分析結果 ( 粗l粒卒f 13 }  

¥'ti'T. 大B番以下/

陥鰍 1 1∞1  50 1  30 1  

2 7塁1 1∞1  94. 5  1  66.0  1  

l

l

 

r

o

q

4

 

1

・

守

f
q

u

 

_ 8  _1 ニJ
1-/;-" 

。

砂利伺i分相 l A ( 苦吟 iふ上 V 以下)

飾帯披 1 1∞1  50 1  3o 1  16  1  8  1  

2潤 l∞1 Ｑ ∞ ｌ ｾ ｉｉ ∞ Ｑ＠ 1∞|  

3. γ  .  l  ko  

13.7  
。

III. 試験程の製作

無垢のコンクリ{ トと、 添加剤l を刈lへ? こコンクリート との強度を比較する f誌には営然問

スランプのもの に就 て行はれねばならな し、。而 して同ーのスランプを得 る方法 としては単

に水量のみを加減 して求 め る方法と水セメント 比一定の セメ ン トペーストを加減 して求 め

る方法と 2 つ ある 。本質験も この 2 つの場合に就 て行つに。

第 1 方法( 水量の加減に よる方法)

建築接合標準調合表 より セメント 、砂 、砂利の察積比1: 2 .  1 ・3.1の ものを選ぴ. 之に セメ

ントに劃する一定量比の添加酬を加lへ、更に此等に適量の7 k . を刻lへて混練 しつ〉随時ス

ランプ試験を行ってス ランプ 20 c m に達 し? こる時之を型枠にl毘充 して試験慢を作つに

XI I  5 2  



材料の計量は上記調合比を重量比に換算 ( セメントは 1500;kgj 配 、砂 . 砂利は前掲の測

定値により ) し. 凡て重量に依った。但し水の増量は メス シリング ーを用ひ仁 、添カ11到j

のセメントに劃する重量比と して は次の如〈選定しに 。

ロ タ ス U

F

M

N

M

戸

%

3

3

3

3

 

5  %  

6. 5% 

6.5%  

6.5 % 

7  %  

10% ア サ ヒ ラ イ ト

珪 藻 土

硫 酸 白 土

叉ス ラン プは 土 0.5 c m の偏差は之を許容すること、 した ι

第 2 方法( ベ ーストを加減する方法〉

棋準調合表より . セメ ン ト. 砂，砂利の容積比 1 :  1. 9  :  ＲＮＹ のものを選ぴ之に添加郵 ｉｊｾｩｬｴ

じに7 k セメン ト比6 5 %のベーストを順次1mへて混練 し. スラン フ・20 c m に達し?こる 時之

を試験障に製作する方法であって 、添加剤の比率 、ス ランプ 、材料計量方法は第 1 の場

合と同 じ。

次に材料の投入順序は第 l の場合は砂利+ セメント、砂、砂利( 1 11告k 等色となる迄混; 1 ' 11 し

? こるもの) + 水の順序 とし‘ 第 2 の場合は砂利+ 砂+ 添加罪判を混じたセメントベ ースト の

11阪序に依った 、但し第 2 の場合には ベ戸ス トが容器に附着する f誌の誤差を除〈矯め同一割

合比の もの〉第 2 、第 3 回目の混練には第 1 方法の場合同様の順序に投入して混和 し後か

らベース トＨ 添 加 ｬ 到 ｾｾ含 ￹ Ｉ 又は廿材佐追 加 ｬ して所 定のスランプのものを求め に、 混練に

はアイリ ツヒ型標準 コンク リート ミキサ ーを用ひ て一例分宛練 L 混耳目時聞は全部の材料

を入れ終ってから 5 分間とし水叉はベ { ストを追加する場合は追加l毎に約 1 分間手械を行

つに。

向比較の震に製作せ る添加剤な き無垢の コンクリ ート の試験腫に就 ても 第 l 第 2 の場合共

に上記の方法に準じて製作 した。叉所朋のスランプの ものを得 る迄に要する il H日時間の長

短によって材料の調合比率に多少の誤 差 ｾ生じ ｦ こが之は各 Ｓ ＱＱ 日 の平均を とることに依っ て

その誤差 を均等 に di stri but e し得るも の と看倣しに。

〈以上のス ラ ' . /7・試験鐙製作も亦建築接 合試験模や方法に依る〉

IV. 試 験 結 果

試験結果を表記すれば下の如し。

( a) 第 1 方法に依るもの

セメン ト: 砂: 砂利 ( 重量比) =  1  :  2.29 :  o.40 

( 容積比 ) = 1 : 2. 1:  3. 1  

6 3  Xl t  



添 カ日
剤 | 試 除 後 | れ メ Y ト | ス ラ :-- 7.1 試 験 値

四週1 M縮

%  守 幸 披 比 比 重 強 度

ロ 亭 ス No. l  59.4 %  20. 0 c m 2. 21 173kg/ c m'  

3 う4 No. 2  59.4 20.2 2.21 152 

N o. 3  59.0  20. 0 2. 20  171 

卒 均 59.3  20.1  2.21 165 

N o. l  59. 0 19.7  2.22  162 

ロ

一
tJ ス N o. 2 57.1 20.0  2.26 187 

ら う4 No. 3  57.1  20.1 2. 26 178 

卒 均 57.7 19. 9 225 176 

N o. l  59. 0 19.8  2.24 136 

ロ
ー F  ス No. 2  57.1  19.7 2.26 187 

7  %  No. 3  57.1  20.4 2. 26 174 

卒 均 57.7 20.0  225 166 

N o. 1  66.1 20.1 2.38 234  

ア サ ヒ ラ イ ト 1"0. 2  66.1 19.7 2. 35 227  

3 ラ4 N o. 3  66.1  20.2 2.37 203 

卒 均 66.1  200  2. 37 221 

No. l  70.1 19.9  2.34  211 

ア サ ヒ ラ イ ト N o. 2 69.9  19.7  2. 33 227  

6.5 %  No. 3  69.9  2) .2 2.32 221 

平 均 700 19.9  2.33 220 

N O. 1 73.4 20.1 2. 33 221 

ア サ ヒ ラ イ ト No. 2  73.4 20.0  2. 31  225  

10 %  N o. 3  73.4 20. 2  2.32 229 

平 均 73.4  20.1  2.32 225 

N o. 1 65.1 20.0  2. 33 23 1  

E主 玉 名 土 ( A) N n. 2  65.1 20.2 2.33 229 

3 ぅ4 N ，). 3  67.1 20.2 2.33 228  

卒 均 65，8  20.1  2.33 229 

N o. 1 73.2 19.8  2. 32  233 

liE f)長 土 ( B) N o. 2  71. 2  20.4 2. 32  2 17 

6.5  %  N o. 3  71. 2  20.2 2. 32  227  

卒 均 71. 9 20.1  2.32 22o 

N o. l  68.1 20.3  2. 35 213 

ｾ主 酸 白土 No. 2  66.1 20.0  2.34 178  

3  %  N o. 3  66.1 19.7 2.34  192  

卒 均 66. 8  20. 0 2.34 194 

X I I  5 4  



li1 酸 ｲ ｾ ｬ＠ 二十

6.5 %  

純 コ '/11 リート

194 

182  

202  

193 

n
ヲ

u

u

必
品

τ

マ
，.

。〆-，
f

良

u

n

u

l

-

-

-

Cb)第 2 方法に依るもの .

砂: 砂利( 重量比 ) =  1  :  1. 535 ( 容積比) = 1 ・1. 527 ( = J. 9 : 2. 9)  

7k セメ ン ト比 = 65%

添 加 拘IJ %  I霊験銭円首長品材|スラシ 7・|霊験豊 12遡膝震

No. 1 

ロ - ?l ス I No. 2 

3  %  I  No. 3  

19.1 %  

17.4 

17.4 

平 均 i  179 

No. 1 

ロ ー タ ス I N o. 2  

5  %  I  N o. 3  

卒 均

No. l  

ロ ー ダ ス N o. 2

7  %  I  No. 3 

平 均

N o. 1  

ア サ ヒ ラ イ ト I N o. 2  

3  %  I  No. 3 

卒 均

17.4 

17.4 

17.4 

17.4 

17.3 

17.3 

17.3 

17. 3  

17.3  

17.3 

17.3 

17.3 

20. 2 CJU 

19.9  

19.8  

20. 0 

2.24 

2.26  

2. 29 

2.26 

160kg/CJ1l '  

19 2  

186 

1i 9  

20. 1  

20. 2  

20. 2 

20 2  

20. 1  

20.2 

20.4 

202 

19.8 

19.7  

19.8 

19.8  

2.25  

2.31 

2.26 

2.t7 

2 ヌ7

2.28 

2. 29  

2 泊

2. 36 

2.35 

2. 34 

2 目35

162 

173  

151 

162  

154 

187  

175 

172 

Ｒ Ｒ ｾ＠

203 

199 

209  

Nn. 1  

ア サ ヒ ラ イ ト I No. 2  

6.5 %  I  N o. 3 

平 均

18.7  

17.3  

17. 3  

17. 8  

8

0

1

0

 

W

却

m

m

2.35  

2.31 

2. 33 

2.33 

。
，

n

u

Q

，
E

U

2

4

0

2

 

勺

L

勺

4

勺

4

n

d

No. 1  

ア サ ヒ ラ イ ト I No. 2  

10% I  No. 3  

卒 均

17.4 

2コ5

20.5 

19.5  

20. 1  

20. 5  

19. 8  

20.1  

2.32 

2. 31 

2.31 

231 

232 

240  

247 

240 
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No. 1  21 .6  2J .O  2.33  21 4  

能 藻 土( R ) N o. 2  20.5 20. 5 2. 33  195  

3  %  No. 3  20. 1  20. 0 2. 33 177 

卒 均 20.7 勾 .3 233 195 

N. o  I  26.8  19.8 2. 28 207 

T!E ￌￅｾ こ ｬて ＨｂＩ No. 2 26. 8 20.4  2.27  218 

6.5  %  N o. 3  2る8 2) .0 2 27 213  

平 均 26. 8 20.1  2.27 213  

N O. I  18.7  20. 3 2.32  201 

硫 酸 白 土 N o. 2 17.6 20.1  2. 35 164 

3 %  N o. 3 18.7  20.3  2. 33 202 

平 均 183 20.2  233 189 

N o. 1 18. 7  20.0  2.32 2  2  

材， i ' i 空白土 1" 0. 2  18.7  2つ.1 2. 36 20ヲ

6.5 %  No. 3  18.7 20.1 2. 34  206 

卒 均 187 20.1  2.34 216  

N o. 1  16.8  20. 0 2. 34 198 

純 コ シ ク リー ト

N o. 2  18.9 20. 2 2.35 272 

N O. 3  18.3  20.0 2.34 238 

卒 均 18.0  20.1  2.34 236  

上詑の耐盤強度はア ムスラ ー型50砲寓能材料誤験機? ? 用ひ決定 しに。

向第 Ｒ 方 法 の賓験の場合桂藻土の品質が第 Ｑ の場合 ｅ 異つ に ので Ｈ 桂ｾ土 Ｈａ Ｉ 桂誌 ｪ 二 Ｈ ｂＩ

は之 を意味す る) 比較の篤桂謀土 ( B) に就 て第 l 方法の質験全別に行った. 之を 前表 と割

問すれば下の如〈なる 。

添 力日 う4 権酸土種類 |水 セメ Y ト比 重 ｾｬｩｬ＠ 度

3 ラ4

( A)  65.8 20. 1  2.33  229 

( B )  71. 1  19.6 2.31  194 

( A )  71. 9  20.1 2. 32 226  

6.5 %  

( B)  79.2  20. 2  2.30 165  

叉上記添加剤jの重量百分率を 前掲の測定値 を用ひて容積百分率 に換算すれば下表の如し。

益 金 比 % 3 %  5 ぅ4 6.5 %  7  %  

二司ロ - pz ス 5.8  %  9.7 %  13.6 %  

ア ケ ヒ ラ イ ト 6.9 %  

一
14.9 %  21. 9  %  

珪 藻 土( A) 9.1 %  19.8  %  

花ｾ土 ＨｂＩ 12.8 %  27. 8 %  

獲 酸 白 土 8.1 %  

一
17ゐ%

一
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試験結果に封する考察( 結論)

以上の結果を整理し吟味して見ると、先づ次 の如き所謂水セメント比設に反する様な結果

の あ る 事 に 策 が 附 し 即 ち 第 2 の方法によって製作し? こ水セメント比65% の無垢コンク リ

ートが 236 k gj c m包の強度を有 するに比し、第 l の方法に依って製作し1: 水セメ ン ト比平

均 60. 3%の無垢コンクリートが 187 k gj c m' の強度を有 するに過ぎない。之は恐らく主と

して. セメントの品質の質化に起因するものであらうと思はれるのであって、セメント の

各袋について、セメ ント試験を行ふか、或ひは無垢のコンク リート の試験韓を製作す べ き

であっ仁、従って本音験に依って強度に双ぽす添加聞の影響の稗度を数量的 t二断定するこ

主は望書控へ、( 此等に就ては将来の賓験に侠つ外はなし、〉只窺知し得る大時の傾向と終来の

賓験のヒントともなるべき事項を列録するに止めること、する。

先づ第 1 方法の場合、即ち水量の1J 1 1 減のみで同一スラ ンプ金得んとする場合はロータスを

除〈他の 3 種の添加剤は無垢のコンクリートよりも添加l費U{fカ11へたもの〉方が水セメント

比は大となる。換言すればローグスは之を初lへる主同時に水量を少し〈減じて同ーの スラ

ンプに主主しるが他の添加聞は反割に多少水景を増なげれば同ーのスランプに達し性主どι

然らば強度に封する影響は如何 t 言 ふに珠想に反して、ロータス 添加の場合は水セメ ン ト

比が小となるに反し強度は幾分低下し、水セメント比の犬となっ1: 他の添加剤混和の場合

に却って強攻は低下せ十寧ろ梢 k 大となる。此の理由としては次の様に考へられる。即ち

ロータスの粒子は 元来全然吸淑性無< . l i つ之がセメントの粒子の間|療を充嘆してその空間

を少な〈する矯め水の惨浸する告余地を減じ、7 ) ( は薄膜をなしてセメント及びローグスの粒

子の滑動を助げる結果、少量の水量を以て同ーの軟度 lこ主主し得 られるのであらう。而して

強度の低下する理由もセメント粒子とローグス粒子との聞の斯る単なる機微的結合の弱さ

( 此の賦については将来より 詳細な研究をし? こいと思ってゐる) に求められ得るのではない

かと思はれる。一方他の添1)川崎uの場合には添加剤j 中に含まれてゐる水便性成分が1J 11へられ

に水量の一部を奪って化著書費化石? 起し、或はセメントの成分( 主として遊敵石次〉と複合し

て結晶水のより多い化合物を形成する等の作用によって真の水 セメ ン ト比とも 言ふべきも

のは上記の水セメント比( 之は見掛の水セメント比である ) よりも小となる。即ち此等は一

種のセメントを追加しに如き結果となるから同一スランプを得んが矯めには7)( をも同時に

迫力Hせねばな ら争、従って叉見掛けの水セメント比の増大にも拘ら守強度は低下しないの

であらう。次に第 2 方法の場合 .即ちセメントベーストの量によって軟度を調節する場合に

も前記と同様の傾向を護見する。即も、ローグス{ f ifl ，がl し?こ場合には 、セメ ント ベースト

の量、 f表中には、骨材に針するセメント量の重量比を以て表しである、〕的責主主主旦二二三

ランプに達しるが. 他の添加剤lの場合にはベ ース トを増加l しなげれば同一スランプに達し

得ない。強度は、ロータスはその添加率を増す程低下するが他の添加聞は吾 k の賓験範閤

5 7  X II 
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内では深刻1率を増す程強度 も増大す る傾向を有する。 llt 等も全〈前向椋のJ IJ1FI 1 に基づくも

のと解せら れる のであって、此の強度補7J 1 1 の傾向は次の女n< 説明せられる。即ち 、添加比

率の増加 主共に買の水 セメント比は小となり結局 水セ メン ト比の小 さい 富調合の コンク

リー トとなるからである。 次 に比重は 凡て の材料 を通じ て僅かに軒 くする傾向を持ってゐ

るが問題とす べ き科度の ものでは ない。

以上を通じて認に結論 されること は本質験 に於て、 コンク リー トの、強度 と施工軟度 に劃

する 影響の傾向 を異にする二種の添加聞のある ことを認め得t: 事である。即ち ーはロ ーグ

スの如きもので あって 、主 として本来は水の占 むべ き空間の一部を非吸潟、性微粒子力: 充i買

する作用に依って粘性のある誼営の施工軟度を得 しむると同時 lこ援結後のコンク リー トの

質を密賓ならしめて防水の効果を殻輝するものと、他はアサヒライト、雌蕊土利:酸白土の

如きものであって 添加剤 とセ メン ト主化合して一つの富調合のコンク リー トを作り材料の

分離少な き好誼の施工軟度 を輿へると同時に不i容性時形成の化接受化に よって防水耐盟類

( 特に耐硫酸聴即ち耐海水) 等の性質を コンクリートに輿 ふるも の とで ある。但 し誌 に注

意すべき事は、市販の添カ11聞は夫 k 特殊の主要目的 に誼合する 様製造 されてゐるも のであ

るから、上記の定性的記述 のみ によって Ａｦｴ ｾ ｴ 率 に 特定の目的 に闘する 各種添 加 剤の優劣 を論

じたり、若し〈はそれによって誕fごしき は全般的 にそ の俊劣を論 じ得るかの如き口吻を弄

する 事があってはならな いと 云ふ事である。 之低劣は定性的比較試験と同時に定量的並 に

経情的比較試験を弁ぴ行って始めて決定さるべきものなると共に、公卒なる低劣比較は嘗

然その主要目的 に闘 して のみ行はるべ きも のなのであるからであ る。



煙 草 乾 燥 場 建 築 に 就 て

大 阪 府 立 今 宮 職 て 皐 枚 数 論 鈴 木 忠 五 郎

l  詑燥場建築の形式に就て

現在内地に於て採用されてゐる乾燥場の建築の形式には芸大の三種がある。

即 ち 成 島 式

大 阪 式

新 式

最も古くから用ひられてゐるのは鹿島式である. 煙突 2 本あるのが特質である。

大阪府下に最も多〈建設されて居るものである、本調1 F . は大阪式のものである 。

新式は大阪式の欠陥を改善しに方法で施工されにものである。未1: 試験中のものである

堂大阪府下にては狭山溢にて目下賓施中である。之は援を二重にし? こり、硯察 用の寒暖

計を大阪式なれば一個所であるが、之は、乾燥場の上方と下方とに二1/1;1設け、上方下方共

5.l l j k に見られる様に取計ったものである。

筆者米 Ｑｾ 調作致して居りませんので、只口体へを ＿主ＡＡ［べる料度にしてを〈。

2  麓燥場建築の構造に就て

本乾燥場は屋上に宰寄託抜を附け fこる、窓、の/J、さい、士総式のた壁塗りの木造瓦発:lji 家建

のものである。

平面計壷に就て

大きは . 1  2 尺角それに下家 6 尺の

立下しが附いである。柱は 4 隅 4 寸角

他は 3 寸 5 分角 . 桂には小鮮の妥I j み{ f

なし. 荒土の大壁塗り仕上げ となって

ゐる 、厚さは 4 寸乃至 5 寸、外部には

荒壁のま〉と、漆日食主主主?地 したるもの

とある 。

窓. 乾燥室であ る故、保温の闘係上

極めて少〈妻にある窓及び下部にある

冷策挿入の織のものとＮ他は上部のｾ

/  

第' ( 菌1 煩 1ji -'乾 燥場のあ る 村
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一四回 ｆ 冒 ｾＮＮ，

:駆ljt t，;z t足場 の疋 官'，j
書'>; 3 悩l 同 右 側 首[

ぷ抜及出入 11 tごりがある ばかり、他にmの上に あ る耐察窓、寒暖計の検作 窓位である。

何れも ノj、さし 車にその用をmじ得る 程度のもの である。

耐守主窓、は碕子のi仮設 しとなってゐるが 、他は、板戸にて締 める、そ の締切 りを完全にす

ノ ＲＮＰｾ

-，一ーー

千 十 l i  

f 斗ι 一 一 午|

W4 1邑l 米凶有i柴何本 乾燥場( 大阪式〉

;>( 11 6 0  

るｾに、 板戸の 周りに、雑沙叉は 毛 布

を張り付りてを' ? < のが普通である。

敷地 本乾燥場は甚だしく 1M，気 を嫌

ムー故、高燥の地に立てるが望 ましきも

若し、低地に建設 しなげればならない

場合は、建地fごり他より 盛土をなし、

5 寸乃至 2 尺料度 も高〈するが宜し。

亦盛土用の土もなるべく、 if:f. 娠 を吸収

ド 性質のも のを い

乾燥用鎮 管 之 は 誼 よ り 熱 せられ、

赤熱するもので ある故 、この上に若し

葉煙草が洛下する 様 なれば 、直 ちに張

火する 故、此等の法下を防ぐ t誌に、そ

の Ｎ 卜Ｎに餓鋼ｻｴ＾ｾ 長 り防ぐことにしてゐる

餓管は篭の左右より出で、闘の如〈に

床上sr i-司ひ. 室内 を廻り、 2 管合 して

l 管となり . その上部より 返 り、開突

に主浮かれるのである。



下部のｾｊ，ＡＮ捺窓、は 、 赤熱 し＿こる

管のAA態制捜終し、家政計に よ

り得1こる温度により 、石炭の燃

焼に ・ 千 加 ｷ 戎ｾｪＩ Ｑ Ｑ へる Ｑ こ め ｬ こ必要

なものである、i 1 i i の左右 に 2 'f1川

める。

床叩き 架石地形の上か . 叉

は完全なる地1 : ( 1 きそな しにる後

コンクリ ート叩 きj享さ少 〈も 4

寸以上打込むがJ' J:し。

土葺 木造の土主主は用ひ守、

石村又はコンクリ ート を用ひ

る、 床上少 〈も 3 寸以上高〈 す

るが普通である。

軸部 土蹴i 1 ! l り間際の手法に

よる。 3 尺聞に荘を配置し貫主?

差 し過 し、外部は小? 11陪IJみをな ｾＱＵＱ 品 ｬ

し. 外部は土蹴の大壁に 、内部

は真壁に仕上げる、軒高は土豪

上II 可桁上端まで 14 尺以上、最近

は次第に高〈する傾向がある。

保温上からの利益と l吃: 燥量を

増加させる矯であらうと思ふ。

小屋組 空気抜窓ｾ 中央に 設

置する 閥係上叉、安僚に仕上げ

る闘係上、多 〈和小屋の附草な

るものを用ひる。小屋梁は末口

6 寸科度の松丸太を使用し京は

3 寸角科度の抑角 、母屋は末1 - 1

Ｒ 寸乃 至 Ｔ 寸丸太、 貰は ー た ｊｾ ｾＭ ｾ＠

イ変用してゐる 。

屋根葺 雌の上に裏板を揺 り

その上に柿板葺、 その上に荒土

をがJ Ｓ 寸乃 ｾＺ 4 寸厚さに敷，jlt め 針作 6 1必l

/ 2. 6 

?伏l司Z主主-'bH や 益 率 引 条 域

泊 二 育 己 居1

ナ ｾ，罰，ｊ ｶ 官官 ｬｩｬ 守 ｬ ｾ 峰

新 X9.， 株主堂萩

」 遂 ι ｾ 窓 ｌ

61 X I I  



第 7 困 煙草乾燥用箱

その上に正 念葺いてゐ る、 室内の保温の震 である。

空気抜窓 h U-.約中央 9 尺聞に }i . り設けら れて ゐる

大 きは左右に rlJ 1  )<長 さ4 尺 5 寸のもの取にて隔てら

れ. 二つ宛並んでゐる 。板戸の廻 i博外/: :1きになってゐ

る、廻特により. 空気の量を調節し得る様に工夫され

てゐる。

出入日 大 さは内法高 さ5 )く 7 寸、11"1 2  )¥. 6 寸 5 分

二重にな ってゐ る. 内戸は硝子戸の引戸に、外部は板

戸、gFJ閉し得る様に戸営 りに羅紗を張 り付け ることに

なってゐる。

聯吊の様 葉煙草の吊縄は聯品 の; 践に結び付けられ

る。桟の大きは末口 2. 5 寸程度の丸太が宜 し。 床 より

6 尺 5 寸高さのものを最低 とす. 低〈すれば、乾燥用織

管の赤熱の fこめ 、夜火す るか、 叉は遊fごしき副射熱 {t 受け 、こげること があ れば注意 すべ

きである 。そ れより 上は1 . 5 尺乃至 上7 尺間隔に軒桁 F まで 5 通り通すのが普通である。

犠 妻 に卒行に妻壁の内桂に大釘打ちに取付 りら れる。街中央の柱にも同様 、第 5 闘に

示す如〈に、桟受りの束を立て之を支へる梁何れも 3 寸角程度のものを以て組立て、之に

Ｋ｜ｕ 宣 Ｑ 示室ｾＧＯＮＺ事 Ｚ 盗事Ｇ￯Ｎ 'X/1I. 1Rr. 

7勢 。 梓 畑

内 ｾｦｬ 破口

外 部 -w- ロー

￭ＺｩＧｾ＠ 8 脳l

X " 6 2  



荷 主＿取付り Ｒ 聞も聯吊縄ｾ 吊る 時は 中 央が官余り に 霊れ 下る故 、 之を 防＼ Ｇ 需 に中 央 にも 桟を＿

設備しにわりであ る。 - -1併の縄に 吊す葉煙草の校教は 60 牧乃至 70 枚が泊嘗である。全小

毘に吊り得る景は、 1 回に 200 聯乃至 300 瞬 であるが 、220 聯乃至 230 聯程度のものがその

結果最も宜し。 徐 りに 多過ぎ る時は、乾燥が部分的に不揃になること があるそうであ る。

寒暖計吊り 寒暖計を室内 ｬ こ吊り、 それが吊縄 を ｾＱ こぐれば、 視察窓 まで百ｼ 寄 せ られ る ゃ

に 一 方に 滑車を附 して 取 付 けてを 〈 。視察しに後は亦引縄をｾ 1: <- 1) . 室内の中 央に 寒暖

計がある様にするわけで あ る。

乾燥用竃 妻 に設備 される、 此庭 には下家 1 IUl 程度茸下し、附天の際の用意 と‘ 石茨の

置場とする。箔は外部は煉瓦積、 室 内は荒土の塗 り仕上げ として ゐる。 箔の構造は極めて

簡撃である . 即ち、r M前約 3 尺 5 寸f有料金約 2 Ｉｾ＠ 5 寸乃至 3 尺科ー度.l}ilr下げる 、之は焚口の

火の子散在しない様、且つ次 の 散在 を 防ぐ震からで あ る 。 亦内部の餓管が床 Ｑ Ｍ Ｎ ｾ Ｑ ， ｩｊ はせ る

にめからでも ある。首は浴柑に用ひる の と同様である ‘ 約 9 寸角の焚口 、奥行は 2 尺 5 寸

徐りあ る‘ 焚口は鵠銃製の荒により開閉され る、焚 口の底は織製の火床があ り、 その下に

は友受、共口は1 . 1 尺角程度の大きであ る、之が震に完全 なる「ロストル」 をなし. よ〈

燃漉する。焚口に入れられ? こる石炭は此庭でよ〈 燃え 、そ の熱及び陸! は 、内部にある左右

の鍛管に導かれ、小屋内 を一巡して 室内を温め 、返管に より 誌上部の臨突に連絡 して ゐる。

往管は係 5 寸 5 分、 返管は 7 寸、煙突は 7 寸以上の土管にて犀上高 〈導かれる 。

笥は全部煉瓦積である、煙突の煤の掃除が出来 る様 、内部 より 導かれに銀管と 煙突の交

黙部に、煉瓦一枚: にけ取| 徐〈ことが出来る様になって居札煙突掃除 した;煤 を此鹿か ら除

〈務iにして ゐる。

煙車の乾燥開始は 7 月始めから 8 月中旬までである。そ の間 1 [ n l の乾燥は普通 5 日間な

れば 5 回乃至 8 回の乾燥をや るわげである 。

此廃に消費される石炭の量は l 反歩営り約1000斤と構せられて ゐる、即ち、 2 段 5 畝なれ

ば. ＲＵＰＰ 斤の石炭が準備されなげればならない 筈 である。此 の 小さし、 小照であ りながら ｾ ｉ ［ ｉＺ

しし 之を利用すれば僅か 2 間 4 方のものでありながら 5 段歩の葉煙草が底理出来ると 云

はれてゐる。水府な れば、乾燥小屋がTごめな れば自宅でも乾燥 させられ るが、之?ごりは こ

の特殊の建築場が必要となるわげで ある。

石撲 を焚 〈に恰かも 真夏な れば、 苦し きの徐 り等閑に附し、その翁に 燃焼 烈 し し 建 に

内部の葉煙草が乾燥し過ぎ、甚fごしきは登火 し火事を起す ことすら あれば、殊 に注意すべ

きである。

3.  能燥場建築の欠昭と将来改善すべき事項に就て

( 1)  保温的建築犠遣となすべきこと 、

葉煙草の乾燥は 5 日間も掛る、共間一定の温度の持続叉は温度の調節をする必要がある。

之が震には乾燥場を防熱 . 耐熱 、保理の構造 、即ち熱に 劃 して相営5l!i、い柿jきになしを〈

と共に、I 方壁胞も厚〈保温材にて施工し、 僅かの燃料にて間に 合ふ様室内の熱の護散を

防ぐことが肝要である。現在は之が針策として、土識獲 により 相官l享〈してゐ るTごりであ

る故. 賓際室内の温度を 70 度近〈も上昇 させる時は 、 外壁 に手を営 てることが出来 ない

6 3  XI I  



枕熱 〈なる 。最近式のものは墜を二重 にして. 之が欠陥を防い で居る 、併し将来は安償に

して E つ充分に保温的な材料営考へる必要があるのではなし、かと思ふ。保温と同時に考慮

すべきは耐温の黙である。生葉を乾燥せしむる故にf身、気 と高温に曝らされるもの故、それ

に耐んられる 7ごりの材料を撰定 し構成すべきであ る。

蜜際問題 として は、使用期聞が 1 ｾ 年の内僅かに Ｑ ヶ月 に 足らないもの故杉の校でもよ〈

之に耐へ、時剣! もせすに居る故 、耐? 毘は合金り考へな〈てもよし、かも知れない、。( ，し 、将来

保温材を芳究する時は同時に之に注意を梯ふべきであると信十る。

( 2)  乾燥用竃の改夏

誌を改良してなるべ〈石茨 {t' 節約して、的それにりの放果を翠げ得る稼にする こと は穴

切なことである。同時に室内温暖の調節について、もっと合理的に出来得る稼考慮さるべ

きであると思ふo 此の組重油使用の道は調節し易〈 、且つ取倣ひ易い長所を持っ てゐ るが

何 分現 在の所 、 高官ｾｾ｛にな り、採算がとれな〈なる 。故 に目 下考ふべきは Ｎ 石茨の完全妙、焼

と徐熱の利用に之を求めなくてはなるまい e"医者は信・す' る 斯道家の研究 {t' 希望する。

( 3 )  設備として改夏すべき結

寒暖計の見易 し E つ室内各部の温度が安11 られる様な考築が 目下必要 iこ迫られてゐる、

乾燥場内部の温度の不統ーは 5¥いて製品の部分的の ;i0思となり 、不揃品を出すこ とにな る

斯様にするには如何にせばよいか、寒暖計の設置と取扱ひ方法の改装が芸大に必要となる。

聯吊設備の改夏

聯乾法 としては一聯宛梯子をかげ 、葉煙車を 吊しTこ縄を? 吊桟 lこ結ばねばならなし、。それ

が高い所になると、甚だ不便. 仕事の能率はさっぱり撃ちな〈て悶難する。

出来得るなれば、 上部にある 桟叉は改良さ れに連結骨量へ梯子もかりする、 接昇 りもせす・に

手際よく 1 本のづ |縄叉はハンド J しを廻すことにより J 二げ下げし得る様に出来得れば、暑い

然かもささ集の流通しない乾燥内にての仕事が能率よし早〈出来上る故煙草乾燥が一段と

空襲になるし、更に多〈栽培し得る様にもなるわりである。

空気抜窓の構造の改夏

B : 策の抜出しは徐 k にやらねばならない、急: 激にやる時は、下部は乾燥し過ぎて護火す

るこ t がある、それには現在の如し皐なる 1 ;伎の板の廻轄では理想ではないと思ふ 、 も

っと 、合理的の調節設備を簡易なる形に考案しになら更に有放でなし、かと思ふ。

(4 )  内部も耐火的構這とされたし

尤も注意すべきは火災である。 3雪a 夜粂行の疲努中の肢' 降、充分なりとは考へられな い、

もっと耐火的の構造となし. 寓ーの場令に準備する必要がめらう と信す・る。

結 び

甚fご粗維な調脊で面目ありません 、

設備其他の不備な勲、帰来考慮、しなりればならない射を列拳してをきましに、幸にして .

帰来此の方面の篤志家の研究により 、賓現されるな れば、現在の農家にと っては一大幅音

であると 信じられる。その 日の 1 日も早からん ことを祈 りつつ筆を捌 t 。
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凶渡所 東京市麹町区丸ノ内丸ピ ル

工 場 扇 岡 l係若松市二島

受 本 合 4∞ 7J I . 岡〈梯込 325 l 再開〉

製 造 設 備 熔 解禁 1，∞0 噸

コルパーン式製板機、幅員7尺5寸 6基

製 品種 類 ( 従来の製品々種名 穏 を左の; 湿り俊夏

す〉

( 品 種 ) (用 途〉

透 明 品

Ｒ 粍 ｾ ＱＶ ォ ｹ ス 〉 一 般 住 宅 其 他 窓 硝 子

3 粍 ( 24オン ス〉 ピル、撃校、病院、工場 、温室用

4.5 粍 1

6  粍 l  高級建築、111柄. 隙列窓、 ケー ス、

8  粍 l  其 他師寺代 用

10 粍 J

何 12粍厚も 製作の需要に感 じてゐ る。

加工品

招 、結宗?、春霞

特Ni 品

モ ール

枚

句

Jはス

等

y

F

オ

ツ

は

山

r

l

、

窓

し

列

如

陳

の

ロ
u

-

Z

目白"

"

切

下

仕

法

問

寸

ー

〉j

定

〉

ス

ス

の

す

ン

ン

一祉

と

オ

オ

同

下

6

は
一

以

浩

入

寸

寸 法( 吋〉

7 2 x 48 

6OX 4 8  

72x 36 

60 x 3 6  

6 0 X 32 

5 2 X 3 6  

60x 2 8  

47X 36  

60x 2 4  

4 2 X 36 

50 X 3 0  

45x 34  

4 8 x 28  

4 2 x 3 2  

数

4

5

6

7

8

8

9

9

O

O

O

o

-

-

枚

66 

3基

陳
夢。

40 x 2 8  

40 x 2 4  

36 X 2 4  

3 2 X 2 6  

3 2 x 2 4  

30x 24 

2 8 x 26  

40 X  18  

36 x 2 0  

28x 2 4  

36 X  18  

2 6 X 2 4  

30x 20  

3 2 x  18  

2 4 X 2 4  

36x  16 

28x 20 

30x  18 

26x 20 

32 x  16  

28x  18  

24 x 20  

30x  16 

2 6 x  18  

36x  13 

2 8 x  16 

2 4 x  18  

2 6 X  16 

32 x  13  

2 2 x  18  

2 4 x  16 

20 X  18  

2 4 X  15 

2 6 x  14 

2 2 X  16 

24x  14 

18 x  18  

2 0 X  16 

2 6 x  12  

場 記

3

5

7

7

9

0

G

O

O

-

2

3

4

5

5

5

6

7

8

8

9

o

o

-

-

2

3

5

5

 

1

1

1

1

1

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

3

3

3

3

3

3

3

3

 

3S 

o

u

n

u

円

u

n

u

t

A

令

i

V

4
品

τ

r

3

4

0

3

4

d

噌

d崎
・

4
ι

τ

4
・

4

4

4
句



22X 14 

18 x  16 

24X 12 

20 X  14 

18x 14  

16 x  15  

16 x  14  

18X 12  

16 x  12 

14x  10  

47 

50 

50  

51  

57  

60  

64  

67 

75 

103  

の にし て 、 先 づ 熔 ｗｉ 榊に於て 原料 を熔 ｉｾ 干し次に

猿 海村 Ｑ ＮＧＱ 亡 て熔 ｗＡ ［ｲ［ ｊ 也を 粉 ｩ 容に し 更 に調ｾｾ科 Ｇｩ にて
一 一 一 一 一 一 ー、

ー温度 を適度 iと翻殺して 、主互 に約 7 尺 5 寸・0 析を

J) ，て高さ 3 尺垂直絞 lーに 曳 t げつ L ロール l亡1f1

!J 7P l三に方 向 を縛 じ延長 2∞ 尺の 冷却室 を級 て

輪 特引 tl:l 口に出るを 適 度の長さ に 切断し洗縦乾

燥して製品となす ものと す。

本製造方法は原料 の熔 Wf. よリ製品 と成す迄令〈

主 ｾｦ，質 せ るｾｩｦＮ ， ｈＺｬ ｩ 放機 構 内 ｩ 亡 於 て 行 はる ｌ を 以て 板

硝 子製造作業に最も主要 な る温度の調整を容易

製 品の特 長 ならしめ素地 の硬 化及焼鈍を完俗ならしむる特

。温度 の調裳完全に 行 は る L を以 て熱!交の念書霊 長 を有 して居 る

1'':: 由 りて 生 ず る飲駄を有せず

。機械 の標 準 に より製慈 するを以て j弘味は整等

な り

。板紙 l亡製造す るを以 て:zp.商 に して反 り な し

経 歴 問伝は大l E 7 年の設立に係 。、同 9 年 操 業

ｾｍ ｾ 台 、 閣 ｾ ｊ 以 板硝 子 製造の附矢 で あ り 、 昭 和 Ｑ 6  

年 ｬ 月欝名 「 日 米 板 ｾ ￬Ｇ ￬ 子株 式合 従 ｊ を 燦し 現 在の

名穏に改 む。

業礎 未だ閉ま らざる 折 柄 、タ十品燦賀、市償崩i答

の銭 め経営凶維 を来 せ しも大正 11年住 友 合投合

駈; に於て 、之 れが整理経替の街に'，1ii ' るに至 り業

態 一 新 ｌ 、 今日 にＺＦ Ｍ ｜ ｾ 。

最初年産20Z高函 ο00卒方尺入。 〕の能 力な り、し

も其後時代 の趨勢 に鐙み昭和 2 年 格段 施設に 着

手 す る と共 に装置の完 備、技 術の進歩を計 り、

昭和 6 年一段落 を告げ 、現 在能 力 年産 lCO 応幽

に2えんで ゐ る。

合11立以来 、既 に15年、充分 な る経験を秘み 、 品

質 の改善 、設備 の充貨に努 力せる 結 果、優 良倒

産品と して逐年愛用せら れ製 品種目 又別掲 の如

〈有力日し、殊 に24オ y ス以上の厚 板 は品質債絡

に於て、 手口洋高級建築 、家校 、病 院、工 場. 汽

車 、浴 車、 自動車、陳 列窓側 、温寄与に過 して

o S 語 矢橋大理石高庖

本 応」土工場 岐 阜¥¥話不破郡，iJ:桜町 273 ｃｾｬｬ 話 ， ｩｊミ

:liz 5)  

大 阪 出張所 大 阪市 東 区法 ｪ ｾ宮 崎 Ｒ 'J 目野 村 l: J l，.. 

Ｕ ｾ 皆 ('i ll 話本 局5319)

東京 出張所 東京市麹mr区丸ノ内 Ol r 2  ' J I J  10  

{Jl- 太 キIJ

出 E長 所

管業種目

(官よ話 丸ノ内 463ヲ・5319)

10. V ia  CaradooSo.  M ilallυ ， I taly 

内外産大理石 、花向 石 、其 他石材 jJ日工員f! ;- fii.

図光石、( テラ ゾー プ ロック〉工事

人誌を石川 各' fi l l砕石製 造販資

合IJ立 明治34&1三 1 月

工場規 模 総敷 地 15，∞OJ- F 、建 物敷地 3，57J .TI;、

使用句 力 1，1∞ 馬 力 、従業人員 550人

民 〈好評を 博 してゐ る。 建 築の様 式、設計 の手法が絶え聞 ない研鈴 の F

最近叉 、閣広モ ーノι 板 を滋 賀 し、一方 、米 だ閣 に 今日か ら ｬ 列日へ と Ｑ ｾ Ｇ・ ｬ 亡 新し〈遜 反して 行 く の で

産に 見 ると とを得 ざ りし 8 粍 、 10粍 等 の 特厚品 之に関聯して閥係識者 の籾 賞 も綿密、且 っすよ鈴に

製造 に成功 し、何際 硝 子に於 て も主主か らず、建 ・工作の仕 様にも新奇、精 彩、巧級と Afs 私々i維を j)fl

築方 面 、鋭 製造等の 需要 に61F.ず る ことを得るに j へ られて 来 るのは首然 であるが 之 に順感 す む1:ZI.J

ｾる で あ ら う ｯ 蛍業者の準備と商 ｅ ， む には 一方 な らぬ Ｚ［ ｦｪ 辛を ｦ ｾ ｬ Ｇ ..;、わ

製遠大要 問枇の 製法 は コノι パ - ;/ 式にして 、米 : けである が殊 に最 近 の傾向 と して ー のホ ーノL 、ス

人コ ルパ ー ン 氏 の 澄 明 に係る 、 此 方 法 は 他 の方Ｚは ー の 階段 の 上か ら 下 ｾ 金Ｉ絡を 、 或 ｬ よ ｟ Ｎ ｫ，ｴ造物の

法と ｾ ｬｊ 、 直接板 放 に自 動 連鎖的 に 製 造 す るも Ｒ 装 飾 石 材 全部を 殆ん と一 二極対 のも の を 以 てＭＱＧ Ｑ ・ ら

6 7  XI I  



れる場合が多〈なったのと 、一 面には 、大理石な

どの用法が特異の場所に童話しては非常に: m厚を 加

へて来て局部的には寧ろ花陥石使用の手法と逝縛

した気味があるの で俄りにーの建物に要する rr，-{ 石

を準備す るにして も、少くも一千切 、多 き は 五 千

切が 一 組類附以て へ揃q{ J ，るか在かを先決的 1'，こ検 討

甲南病院

。 主主 大 洋 組 建 材 部

事 務 ffl. 大阪市東 l孟北潰 5 丁目 12番地( 従話

本 局4753林〉

せねばならぬ事とな った 、而もエj切に十分の徐裕 j 工 場 大阪市東淀川 J.1(i 山 1- 1阿f 89千百二j也( ' ，起訴

を借かれ る ものが 勉め て少〈なっ た俸の 銭に官I今 i 北 5644得〉

の袋町1; 石材業者としては j  管業課日 「ベー クラ イト J 化 粧 板、防 音 壁 I ".  

0 在五巨石材 の多種類である l l } i  ノι ポイド」、防音人造石「メ トロスト

0 一種類を以て 大量 のj日を充 す準 備のある 事 i  Y J 、防音保t昼間仕切「 モ ミガル J

0 工作機能の優秀であ る事 [ 曾 祉の 沿 革

以上の俊 件が完備しておらねばならぬ。此意味 に i 合 資 合財大洋組建材部は 昭和元 年 、現代表枇員

於 て設工 場に::iIi :めたもの 内地法大磁 石 類 10 0 絵、 i 船木倣織に {t< ｾ特Ｎｦｩｬｬ建築材料を版ＱＧｬＺせる東洋 ｬ Ｈｦｩ工

組花向石まう1約201虫、外図pt ; : 大玉虫石が' 19
勾ill 、之勾; の : 枇と「メトロ ス トY J 合主主合枇 と合 BI ・し組織を改良

線 泣 拾 五 ;1Jf，切 に主主 L 、一方工作機構には新鋭な機 i し昭和 8 5f l 0月限i i 1 ; 建材合資合員士と して創立せら

械と熟練工とを Nt して大方の用命を侠ち些か業界 i れ爾来各建築椴威者の指導の許に着 々時 代 の 要 求

に谷奥し得る民主があれば本俄 であ る 。 せ る新材料の研究 を主主げ 責任ある材料を需要家本

側西方面に於け る主なる施工:.i t : を附記して夫 々 j 位に供給してゐた が昭 和 9 年 10 月大卒粗大阪支! 苫

につ き御批判を御殿ひし l変いo : と合併し合主主合証1 : 大洋組となり建材郊と基礎部と
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関西 方 施 工 主 要工 事 ; に分ちて管業を綴 けて ゐる 。

兵庫県長治務部

三菱銀 行 京 都 支 庖

六ー「八銀行

第一銀 行 大 阪 支 庖

岡山良工銀行

日本銀行革11
1
戸支陪

住 友 本 J.5

大阪三越

阿波及工銀行

大 阪 農 工 銀 行

中央電車ま倶楽郊

三井 銀 行川口 支 庖

南海ピノι

滋 賀 良 工 銀 行

大阪 日銀金庫 i ii

白鶴美術館

市l' 戸商 科 大 挙

日本徴兵大阪支雇土

京 都 際

京 都 ホテ ノレ

日本生命本量t

総 業 合 館

ｩ 必 ｩ 也銀行本 ｉｉｾ

三 十八銀行

有国本庖

同 船 錫 支 出

大 阪 府 際 合

岡 京 都交 信

阪念ピル

三 菱 il ' f i 都大阪支応

前l' 戸ナシヨナノL 銀 行

京 都 大 丸

安田ピル

同 紙 場 支 l苫

阪市l' ピル

大阪支; 斯ピ ノι

三菱信託大阪支) 占

大 丸

三 井 ピル

十 合- J UJ

明治生命京都支応

大 阪 市 総 合

朝日ピ ノレ

伊藤部ピ ノレ

術賞曾祉の営業品目の特長下の如し

1  I ベ ークライト 化粧板」

驚 異 的T記録絶縁物 と して西隆 19:18年 米 国 化 製 1阜

の泰斗「エ ノι ・エッチ ・ベ ータテ γ ド」博士の後切

された「ベー クライ ト」は現今世界各国の工業界

ｉ ｦ ｾ 必要依〈べ からざる材料として其の良債を認

めら れ誌に他の迫従 を許さ ざる薄板製造即 ち 「

ベ ークラ イト J 化粧板を完成され色は黒色、飴

色 、禍色 、 木目 、大理石模様等あり 、厚さ 5} JlI

3尺 x3. 5 )ミ角にして鋭の 如豊美麗な光告書を有 し

てゐる。

0 特 徴 「ペータライト j 化粧板は外翻「エ ポ ナイ

トJ I セル ロイド」等に類似してゐるが光告書は進

に勝り熱 、水 、E童、「アルカリ 」、i J b、其他化男性

薮 品 に 伐 されず而も機械的強度は勉めて堅牢d量

級 に して 長年月雨E容に燥さ れて亀裂老化する誌

なき特質を有してゐる。

0 用途 「ベー クライト J 化粧板は建築、船 舶、車

綱 等 の 内 外 壁、腹布木 、窓枠 、「パネ ルJ 、「カウ

Y ?l - J 英他洗面所、主筆E庁喜宇に 際用 され 家具 、

什 ?' I i =等の選板、装飾月] として湖特の新日去を鼓揮

してゐ る。



2 パルポ イド !  大正医大正沼 l l i 363番 地

故知11篠富次郎氏 の苦心研究D 明に懸 る新 しき 内 ! 東京市深川区平井町2 ノ7

調l塗壁仕上材料で、木 質繊維性 を主 材 と して之 j 資 本 合 5 前回

れ を科王手的傑作 に依 って勝欣にし如何なる下地 i 創業及沿革

にも施行容易である o :  明治34年現小野 間「セメ ン ト」製造株式合F上々長

O特 徴 「 パルポイド ｊｦ 上 ｬ 二壁は ＰＮＲＴ なる 普主主吸収 Ａ笠 井員 三 氏が 同 枇 の 技師長 た り し 常時獅 逸 に ｾ ｉＩ

事を ギ Ｑ ・し 、 熱 の 絶縁肢 と なって保温防 ぷにｾし ｩ 優秀なる 「 セメン ト ｆ イ ノ ι 」 を強見 し 其製品 ｬｊｚ 製 造

〈且つ漆喰「プラス ? J 墜等 の悩 であった径の緬 i 機 械 を眺入蹄 朝 し之 に{ / ( て 幼 稚な 習 し我 邦「七 メ

裂事 ＱＩ 古ｾ ＴＮ ＧＩｩは絶無 の 特 徴を 有し て 居る 。 ｩ :-' ト」の}IJ 主主鍛大の -J j } J ともなすべ〈腕孟J : 後之が

O 色合 「パルポイド J 色調は共 自鐙が淡倒色 のi.l'a i 研究を技師匠1rlJ 藤 一 氏 に命じ尚之 を市 場に滋表せ

ｾｉｬｩ ｩｪ ま を有 し てゐるが 更 に各種 荻功を加 へて多岐 ｪ しめた のである。

多様な色翻 10数 立 をJ 1J : 窓し、側各1立の趣 味 にii( i  回中藤一氏は研究完成後笠井氏 ノコ 了解を得て l切

り注文に賂 じてゐるから 事務所、集合所、接校; 治: 36'. ド遂 に大阪現位置 に工場を 設 け製品長級資を 関

工場を問 は ず西洋nn、 日本1:1]等最も i併新理想 的 j 始 せ り之闘中タイリンゲ高 曾の起原にして1 ' l に本

であ らう 。 ヂli f セメ ント F イノι 」製造の府矢で あ る。

3 メトロスト: - ' :  明治44年勝一氏逝告白後令弟 男氏! t f 業を縫ぎ今

漸を t直』、て J曾力H しつ L あ る建築 物 随s 化 の叫 び i 日に至る。次で大正 9
6
)二回 中式「 カ ス トスト :-' J を

は 凡ゆる種目に亘って綴誌を 促進せんと する今 ! 研 究 して之が特許: を符更 に昭和 5 年問中 式 f ? イ

日耐火性防音 艦 j立材と して 多孔 質「 セ メ y トJ i  9 :-' グコート 」 を創 始し本1' I特許を 得 たのである

硬 化位たる 「メト ロ スト: - ' J IH メ トロプ ロックJ i 営業種目

を未だ我舗に J毛のl t 用化を見得ざる折同枇が凋 j 表 装 甲新案特許「 カ ストスト :-'J

t持の考案 に依って製 出す るは 最も 誇と する所で 1 ｾ事賀特許 ｦ ＿ イ リシグコ ー ト 」

ある。 道 路鋪狭甲 「コ: - ' ?' ロー トタイノ・ J  

O特性 l 騒 量、耐 火 、耐 水 、防総 j  陸屋 根 Ijl f セメ シト F イノ・ J  

2 以昔、保 温 j  各種 「セメ y 卜 F イノレ 」

3 自己亀裂を生 ず る事な〈切断其他 の加 工 は木 ( ? 正統挫設J 1 J f トテ 7 J

工具を使用しi' ，} i  1 特許田中式 カ ストスト y は

4 色移 は 自肉 に混雑な色を製作す ;  内外壁貼付として多数のも皇，秀なる建築材料界よ

。合名曾社田中タイリング商曾

管業本最士 大 阪 市大 王国 大IEiili 1丁目的

( 電話長襖川2叩 番 )

振替大阪 17476呑

代表量土員 回中ID

支 庖 東 京 市 深 川 底 卒 井 町 2 丁目 7 番 地

〈電話本所46621書〉

支 庖 長 田中1I L 治

工 場 大阪市 旭 区間島野田r 5 11番地 ( f G話旭

268番〉

り主主 適さ れ採 ｽＱＱ の 光 策に 浴 し 名 ＱＧ ｾ 共によく ｲｴｬＺ ｩｘ し

多大の1 : 1 : 設を家りたるは獅り同属j が断然群を殺が

業 界 に抜き ー!奇jffi 滋ま足以降々今日 に表れる 所以 で

あ る。

特許問中式カストスト ｹ は科ｾ［，造的なる技術と合

地的なる製法とを以て天然石 が 有する採郷 、 ｪｾ 被 、

施行 ＮＦＮｭ ｾ 令 ｾＷ ［ｪ ｩ 有種 ｄ 色 ｾｩ 等をヲ Ｑ こ除 し 、 経済 的 に ｉｔｈ 庇

イJ・け 、以 て建築技術 の」二に些少 も拘 束 さる事な く

自由に且つ迅速に然も天然石 の貸 'et 及外翻を完全

に保有 したる 模 倣石材に して、経 美共によ く折 衷

せる ものであ る。

特 許 田中式「 カ ス トス トンJ とは化粧J l J辺、暦! こは

天然石の砕石 に、高級小野 田白色 セ メ Y トlfd礎物

性色素 を配 合 し、 これ を補 J員川夜! 奇の混凝土益上

に ｭｾ 搾硬化せしめ 、 Ｗ ｽミ 中硬 化 後 表 ｪ 奇 心 砕石 を ｾｴｈ

する機加工せ るも のにして一見1白石と兵員協 を識

69 x n  



別 し雛 きに徴 して如何に其粉 功なるかを 荷i・2置され

得 ベ くみに嘆賞すべ き建築材料である 。

0 特 徴 特許 田中式「カ ス トスト :.-' J の上暦は会 く

砕石 を 以て被設され殆ん ど版 石と 長 ｊ ＱＧｉＺ になるｾめ

lifi 石同様肌合ひ畿日良〈立ち 、鮮 明 光源 あ る色調

を淡町し雨E容に螺され る とも絶望堂側色 な じ 且 耐

震 耐 火 にして 剥落政7]'cI l 1少なく 、従 っ て凍 結、亀

裂 、汚 損 のmれ もな い、又仕 上げ手間も原石に 比

し、非 常 に 安 倒 にして経母、据 付の簡 易、施 行。

容 易 より考察しても 、如 何 に経済 的 なるか、如何

に美術的なる かが知られる 。

XI I  70 

2  " イリ シグコ ート とは 何んな もの か

「タ イリ y グコート J i':l: 同枇が多年至練なる 研究

主食験と 1'，こ基 き製造せる r" イリ y グ コー トj 材料

即 ち「ポ ート ラ y ドセメ y トJ Iこ:tf;，1戎岩を土選と し

て之れに恒久的 の 鍬物性色ｾと防水剤を化率的 に

混 和 し 一 種 湖 特の製品た ら しめたる ものにして之

れに 7]( を加へtlV!ド機に て充分 線 合 したる上「 タイ

リ y グ コ ート」機に て特殊 の技 術を以 て噴射塗抹

し物 畿の表面に永久不獲の特徴ある 色調を 五重症p.せ

る薄 き 暦 を組織化する ものにして共優 秀なる 成績

は伎に公 認 され事 責特許 を 登 録せ るも のである。

O 特 徴士 r" イ リy グ コー ト」は手塗 色 モルタノι に

比 し粘着力及凝給力関る強大にして亀裂槌色毒事の

変ひ絶事j にな く耐水耐 火 に釘むものである。

f 91 イリ y グコ ート 」は JOIDiの基 本的色彩( . l l [ l ち

薄 紅、総 色 、浅 黄色 、緑 色 、"' g{ 牙 色 、滋t示、責処

色 、背 色灰 色、l当色〉より成り此毒事 を種 々組合はす

る事に依 P 限リなき多種多様の 色彩と 愛 化あ る魅

惑的美 的 外 淑 を表現し就中「タイ リ y グコート」機

は鰻重に して電燈線を利I日出来 得 る錦め足場鼠上

の如l き如何なる 場所に於て も平均に 且 つ操 縦 容易

にして 「 ガ ＺＮＭＧ ｊ の働き具合に依 り 原料 は朕 紡 ｧｾ 気 に

依 り凱滑! 弘薄等無限の 美 的警警化 を表面 に組級化す

るも のである o f 91 イリ シグ コー トJ は 「ラスタ ー

テッ クス J li[J ち無色透明 D 粉 末材 を 感 川 して其仕

上商 に光告書 を表は し或 は各額の石材 陣 片 を噴 き付

けてr;; 7  J なる風雅な美淑を有す る墜 を製 作 する

事 を得 るものである 。「 タ イリ y グコート」の作 業

は 四 季を ｩｦｦｩ じ て何時なり とも着手 す る惑を Ｑｾ Ｎｊ 機隙

ー裂の能 率は悠に一日 三十坪以卜ーを 算す るものに

し て 肱行 工程 の 迅速なるＺＺＺｊｾ は 到 ｪ 必ｻ 也製品 の 諮従を

許さないものである 。

f 91 イリ y グコ ー トJ は洗出 し壁 、漆喰皇室2え共他

［Ｈｅ 来の 「 モル タ ノｾ J 墜と趣告を異に し優 雅なる 光i翠

と鮮明なる 色彩を 愛揮するの みな らず木材汰 「ペ

y キJ 塗の上を除いたs i > . 具、t東充、石材、 f昆凝 _r ..  

類 等 のあ ら ゆ る物 に容 易 に 熔 ｊｈ し得 る誠 にＱｦｾ授 な

るもので あ る。

0111主主 f ? イリ y グコー ト」の迎用の範閣 はJfIf 汎

無限に 亘 り 要員局 内外 のｎＺ ｾ を ｩｴｨ め彫刻 類 、 堺 、 闘

重量の波飾務具 、煉｝｛Ｎ舗道石 の長 ｮｾ ，こ 至る迄 で厳 ｉｈ さ

れるの みならず 古 きｎＺｾ の 主主り換 へ殊に出 川 に架

設さ れたる餓'l ' f 筏梁 の鮪 Iトーめ f " :.-'キ 」の「 メタ y  

」瓦斯に浸拐 された るにも係ら ず鍬 什の表而に f" 91

イリ y グ コー ト」を噴射 塗抹 す る時は無I撃の効川

を働き妙を ＱｾＺ たるも の であ る 。



( 昭和九年〉日 本 建 築 協 曾 役 員 及 委 員

雇士図

法 人

一

=

二

美

巡

郎

武

致

線

住

亮

情

五

信

井

久

問

中

淑

藤

脇

口

悶

回

永

内

宮

村

山

吉

和

同

問

問

問

問

問

問

問

建築材料陳列場幹事曾

徳 政 s i 7. 吾

石 岡 信 夫

阿 部 認1 且1)

阪 口 芳 三 郎

須 川日程 太 郎

中 西 六 郎

幹事長

幹 事

同

問

問

問

敦 化 蚕 員 曾

古 宇 回 1宝

姫 野 主主

本 rm 乙 彦

伊 東 恒 治

1也 岡 谷 久 吉

酒 井 手〕三 郎

総 谷 五 郎

篠 原 太 郎

l;:j 木 太 作

永 保 毅 一

材 料 委 員 曾

池 悶 1守 彦

松 久 保 敬 三

楠 瀬 激

小 西 一 良

阪 口 芳 三 郎

作 r : 日日出 生

市 岡 奥 三 吉

古 塚 J E 治

活 問 者幸 治 郎

吉 本 政 次 郎員委

災害強度委員曾

波 江 悌 夫

熱 闘 茂

佐 野 俊 三

篠 原 太 郎

谷 隆 夫

鳥 井 姶 滋

中 ぬ 智 事

松 井 清 之 助

三 浦 術 史

矢 閉 餓 滋

UI 111 誠

渡部 ｾ ｉ ｾ 者
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殴 備 委 員 曾

小 笠 原 釘

伊 東 宗 太 郎

松井古! ? 之助

西 村 安 彦

楠 信

帯 弁 敏 克

i ! O C 間基次

村 野 藤 吾

村 岡 小 一

八 木 虚 ニ
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委員長

幹 事

問

委

同

同

問

問

問

問

員

「建築と枇曾」編輯部曾

回目

旅

一

郎

道

武

委員長

幹 事

喜委 員

同

間

同

同

問

問

同

「建築畢椀究」編務委員曾

棚 橋 諒

吉 田 信 武

{J 十 JI[ 恒 ・冶

蕊 野 111: 一 郎

新 名 釘I 夫

締 結里 民 弓

藤 井 厚 ニ

横 山 i孝 雄

事

員

委員長

幹 事

受 員

同

同

同

問

問

問

問

問

問

都市計調E委員曾

鳥 井 信

伊 藤 和 夫

北 極 熊 之 介

喜 多 村 義 雄

株 原 兵 市

徳 政 金 吾

戸 塚 混 入

伴 野 貞 三

繭 宮 正 治

吉 岡 信 主主

委員長

幹 事

同

委

悶

悶

悶

悶

同

同

員

3去NJ 委 員 曾

湾 問 敏 雄

支 泣 金 次 郎

坪 井 誠 一

荒 木 J E 巳

浅 野 新 一

石 川 n 三

工 族 祭 治 郎

白 川 雄 一

主 主 回 線 一

孝

楠

克

六

正

信

岡

本

藤

西

多

削

編 斡 部 員 間

同 桐

同 内

問 中

間 本

同 吉

幹

問

委

同

同

同

同

同

委員長

幹 事

問

委

問

問

問

問

同

同

員

委員長

幹 事

問

委

同

同

問

問

問

貝

員

片 岡 安

お 野 111: 一 郎

松 案 11:¥ 光

阿 部 顕 則

官 土 問 京 一

今 体 彦 太 郎

井 上 繭 厳

浦 英 之 助

中 海 誠 一 良1¥

波 部 圭 吾

清 水 祭 ニ

鈴 木 末 尾

平 塚 鉛 吉

秋 岡 喜 代 治

力H 康 善 吉

新 ， g 釘1 夫

高橋祭i ' f i

秋 岡 喜 代 治

井 上 副 議

今 林 彦 太 郎

石 川 究 三

伊 藤 和 夫

池 田 宮 彦

岩 崎 笹 太 郎

伊 東 宗 太 郎

大 原 芳 知

ifli 英 之 助

岡 本 新 次 郎

岡 任1 孝 男

川 口 一 二

落 藤 滋 吉

国 旗 武

力 日 藤 義 吉

佐 野 俊 三

小 西 一 良

作 間 日 出 生

阪 口 芳 三 郎

白 石 登 喜 男

沼 井 勇 三 郎

清 水 祭 ニ

新 名 lffi 失

玉 置 豊 次 郎

鈴 木 末 尾

高 岡 奥 三 吉

谷 陵 夫

高 松 平 太 郎

高 橋 祭 泊

中 津 誠 一 良 ! ¥

鳥 井 信

丹 藤 良 雄

永 海 毅 一

藤 井 厚 ニ

卒 塚 鉛 吉

松 久 保 敬 三

牧 野 忠

渡 部 圭 吾

矢 田 鎖 厳

役
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吉 岡 信 武

中 海 誠 一 郎

徳 政 合 否

伊 藤 和 夫

三 古li 尚 氏

篠 原 太 郎

山 口 正 披

松 井 清 之 助

伊 東 恒 治

鳥 井 姶 縦

横 山 命 維

池 田 宮 彦

川 口 一 二

三1 < 泣 豊 次 郎

清 水 祭 ニ

潟 海 浜 弓

間

同

問

問

問

同

問

問

問

同

問

問

問

問

問

問

都市武望書促進委員曾

3雪

夫

信

武

夫

部

比

例

音「

長

合

部 祭7)'( 

対日

徳 政 令 否

本 多 i E iU 

阪 口 芳 三 虫1¥

体

長

員

山

A

柑

州

委

同

災 害調 査委 員曾

法 江 悌 夫
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浅 野 新 一

桐 ; ; f 三柿i ｾｦｦＧ＠

佐 野 俊 三

篠 原 太 郎

谷 隆 夫

玉i R ｾ豊次郎

鳥 井 拾 磁

中 島 智 存

内 藤 克 一

本 多 J E 泊:

松井自! ? 之島}J

三 lili 1M !l.!. 

営 協 晴 美

7)'( 原 大 法

矢 111 銭 議

山 岡 誠

山 口 俊 三 郎

渡 部 圭 吾

竹 内 政 治

野 村 安 太 郎

長

官

申

貝

良県

官

斡
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問

問

問
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同

同

同

問

問

同
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部
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新 名 fifi 夫
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事

一

ゼ

甘
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4
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中 津 誠 一 良1¥

内 滋 亮 一

井 武 雄

英 之 助

J て 病li 談

岡

江 悌

ヲ1・

仔l 作i

E握 手日

冗

長

事

員

管

長

貝

記

部

幹

問

委

問

問

問

同

問

部

安

浦

引

引

委 員長 池

高11委員長波

郊

白

一向

士

口

伊

務

長

部

員

務

長

本

査

長

部

員

制問

部

幹

財

部

斡

委

翻

部

幹

委

設備委員曾分 業↓曾

小 笠 原 釘

松 井 清 之 助
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噌 ナ1: 敏 克

池 El I 骨; 彦

加 藤 誠 二

黒 岡 茂

阪 口 芳 三 郎

芝 田 知 霊

法 ; 岐 義 吉

鈴 木 末 尾

永 深 毅 一

西 村 安 彦

牧 野 忠

政 岡 高L 次

村 野 藤 干干

森 山 医 長 京
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問
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山

部
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委
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小 川 陽 吉

松 本 儀 八
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赤 松 修
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阪 弁 氷 ; 吉

鈴 木 末 尾

竹 腰 健 治

徳 政 令 吾

波 江 悌 夫

松 室 重 光
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山 脇 友 三 郎
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同
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新 刊 紹 介

0 土 木 肇 論 文 抄 録

土 木 接 合 編

土木事舎創立20周年記念事業のーっ として編纂せられにもので . 主として大E 及昭和竿

聞に於付る我闘の土木工撃に闘する文献を網雑して. これ を部門別 に分類し、各部門 を更

に幾多のノト節に細分し、各文献に就きその内容の梗概を抄録し た ものである。

部門別の大要を示す し 土木一般雁用力襲、水理、測量、材料、コンクリ - 1-. 施工、

鋒接、河川、 水力瑳電 、堰堤. 上水道、下水道、港i母、道路、都市計霊. 橋梁及構造物、

錯道、健道、雑の20部門に大別せられて居る。

土木に闘する参考資料の渉猟に嘗っ て、 本 書 ｾ備ふる こ とは 、 専門外の建築技術者 に 取
って、 特に便利な結が多 いで あらう。

開裁四六 2 倍版 519 頁 殻 行 所 土 木 接 合 ( 東京市麹町医丸ノ内 316 )  

O 東京市騰、舎建築設計懸賞競技入賞園集

東 京 市 役 所 編

東京市臆合の建築設計懸賞競技の営選及佳作の闘案集である。

首選作の配景闘に美しい 3 色版を用ひ、原作の色彩を努髭 fこらしめ fこのは この種闘笑築

lこ於ける最初の試みであり. この種闘案集を手にするもの〉乏 しい要求でもあっ t: 。

佳作は扱措き 、最近官街建築の懸賞設計の営選作に附きもの冶 、所謂「日本的手法」の

屋根を推戴しにものが首選作中に無いのは快い次第であれ この闘築集に一種爽かな感をナ

輿へて居る。

牧むる圃案の数 11 、懸賞募集規定に要求せられて居t: 配景圃. 配置園、卒面園、姿圃の

全 てを網羅して居る。

腫裁四六 2 供 形 プ レ イ ト 定償 2 闘50鈍張費所連安建築祉( 東京市京橋匡賀町1ノ6)

0 住 宅 建 築 懸 賞 設 計 園 案 集

建 築 塁 具 合 編

東京三越で開催せられに、建築接合第 8 回建築展覧合出品の課題「佐宅」の設計懸賞競

技営選作及佳作 11 案の輯録である。

大部分若い建築家遠の作rPI であり 、従って多少の依貼と同時に、老練なる作品には見ら

れな い新鮮味を持って居る。

各闘案共 、配景圃 . i j>: 函問、立面園、断面聞に簡単なる説明が附せられて居る。二三の

ものには詳細闘も添へら れて居る。

都市の郊外に住宅を建築せんとするもの〉 、取って以て他山の石と す るに足りゃう。

韓 裁 菊 二 倍 版 40頁 定債 50箆 稜行所建築謬舎( 東京市京橋区銀座西3 ノ1)

0 &害 校 建 築 参 考 園 集

建 築 撃 舎 編

小製校、中等謬校、専門摩校より大型Eに至る諸謬校の、卒面固と普通五特殊教室を始め

壊校各部の設備に閲 する設計園面を中心と して編纂されにものである。

外観は この圃集の目的ではな い。「謬校建築参考間集」 とその名の示す 如 し 警築科畢生

叉は建築設計家の 、E裂i校建築計霊の際の基礎的参考書として大に役立つもの と思ふ。

臆 裁 四 六 2 倍j仮 定慣 1 岡 宮行所 建 築 謬 舎 ( 東 京 市 京 橋 直 銀 座 西3 ノ1)

73 X I I  



編 輯 後 記

口昨年の 12月践の後記に、昭和 8 年五? 迭る

言葉を書いにのは、つい この間の様な策が

する が、早〈も昭年 9 年を迭らねばなら ぬ3

口融れば、最近の建築界に取って 、本年程

事多き年は少なかっ7こ綴 lこ思ふ a

口画館大火災に次いで近畿紡Z主演習である

引続いて闘西の大風水害であっ fこ。

口「建築と枇舎」は函館の大火災に劃する調

主主報告の特輯蹴を出す し づ|蹴いて近畿防

Z芸大演習でゐる。日本建築協舎が、都市武装

委員舎を特設して、陸軍首局と聯絡を保ち

つ h 建築と都市計蓋に闘する 分ll 'に於て

この演習 に参加し、火災に劃す る都市防衛

の必要を一般 に認識せしめるに大にカを致

しにこと は、各方面等し〈認なる所である。

ロパンフレツトに於て、締又雑誌の特輯筑

ーに於て . 大 に設〈所があっ? こ一方 . こ の委

員舎の事業報告は 、近 t 膨大なる単行本と

して、協曾より刊行され犠として居る。

む引績いて 9 月21 日の風水害であ る。 この

未曾有の災害に劃して 、やは り第一 に乗 り

出すべきは閥西の建築家であらねばならな

かっ仁。調官. と封策、「闘西風水害」蹴。

口突設の事件の調任及報告等に依って 、「建

築と祉舎」は本年度の議定のプログラム金

鐙更 すること呂田、それにり事 多 き l 年で

めったが . それにり枇舎と接燭の多い 、有

意義な i 年でめった とも 言へる。

口編隊 も忙しかっ たが、その皮に献身的に

調夜、研究、宣停等に活動せられに舎員諸

氏特に委員各位の努は賓際涙ぐましいもの

さへめつ 1こ。

口昭和 9 年金怠 るに賞って 、「建築と枇合」

本年度の牧磁の頁金繰りつ h 更めて合員

各位の努力に敬意を表す る次第である。

口12月蹴は例年の通、常設委員舎の報告で

あるが、報告の或部分はその都度の雑誌に

報告掛であるから 、本蹴には未報告の分の

みを? 燭i慨する ι

口「 災害へのき予告」 にのみ終始した本年を

詮り 、「削しき建設」の来るべき年を待つ。

( 新名 j

建 築 と 社 禽

第 17 戦 第 12llt

l 加 ，50闘( 郵税 2 銭 〉

毎月 l 図 l 日護行 定 債

12加 6.00刷( 同 24 銭 J

昭和 9 年 11 月22日印 刷 昭 和 9 年 12月 l 日 夜 行

強 行・編 輯

印 刷l 人

西宮市 今 棒 町 湾 門 字 賓 待605番地

印 刷 所 大 阪 活 版 所

大阪市東J I ( 内浪路町 1丁目 7番地

褒 行 所 SR 日 本 建 築 協 合

大阪市北直中之島3 ノ3朝 日ピル

電話長本局( 23) 4500首長( 6)

錆替口座? ¥! 阪39.975童書

特 約 原 質 后 柳 k 堂 書 庖

大 阪 市 西 区 京 町 姻 羽 子 板 繍西

電 話 土 俵 匁 2440杏

鋸替口座クミ阪加84奮

鷹 取

禁 縛 載

本誌に掲愈せるものは、一切とれを無断にて

縛載し久は単行本に上梓その他の複製行貸を

なす ζ とを童書ず@

鹿 告 掲 載 料 金

l f 逼 I 1 頁 I 1 回 15∞ 

陽

問

一
会

一
問

一
問

一
問

一一一
一

一一一
一一
一

一一

表 紙 3 I  1 頁 I 1 回 45.∞

表 紙 . . I  1 頁 I 1 回 | 釦.∞

建築事務所録 I 1 欄 I  1 回 I  1.加

{層集軍需慣書案内) I  1 繍 I  1 回 I  5.∞ 

御 注 文

御注文はずペて前金で本合直接又は特 約J 8へ

振 替 貯 金 又 は量毒事事で御皇帝込を願 ひます。 郵 券

代用は一 割省、代金引換はお目前 P 致します。
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建 築 材 料 陳

出 品 者

1 ・6 銅製 建 具 建 築 材 料 三機工業株式合軍土

2 - 4  木工品

日本祭 器 製造 株式 合員士

大阪支庖

5  

合板寄木アロー y ｾ グ EZ土 建 築 工 護 株 式 合 艦

7  

リノリユーム 其他附1 m
東 洋 リ ノ リ ユ ー ム 株 式

ロEuZ  曾市上

8 - 9  
六甲スレート日本石綿里子告書幸三郎商庖

盤 六 甲 F イル

列 場

棚 審 披 | 材 料 獲 別

出
ロ

ロロ 者

出 品 者

41 I各種建築用塗料 ｉＡｾ ペ イシト製 造株式
I  ｉ ｾｮ 広

42- 431往築用命廃材料ホ V イ|住友 仲 銅鈎 管 株 式合 駈

トプ ロ Y ズ水道銅管

44 1鍋尻銭アルミ= ウム |古河電鍛工業株式合制;

45- 461テ ス類 一式 |奥 村 重 兵 衛 商 鹿

47 1スチ ーノL サツ V ユ、シ |合名含量士汎 建 製 作 所

|ヤツ! 1 - 見本

48 1板 磁 子

49 I石材放= 彫刻物

内装用車種掛タイル li炎陶株式合: h l 大阪支底

カールプラグ及カー バ 合 名 倉 厳小 野 逗 三 商 庖I 61 

エキスパ/ ' ! / ヨ y ポー 1 I  62 

ノルト

タイノレ

12- 141屋根 瓦 各 種 |高 松 菊 治 郎 商 庖

15 I特 例E美 式 自 働 火 災 特|合 費 合 制E美 商 曾

|報 技 置 及 消 火 装 置 其 他|

16 I衛 生 器 具 |大 飯 城 口 研 究 所

17 1衛 生 器 具 |株 式 舎 紅 須 賀 商 含

18 

19 

衛 生 器 具

水洗便所ヨネ 7 ラツシ !米 本 祭 商 底

ユパルプ

西 原 衛 生 工 業 所・

20- 211衛生陶器附属品

q

，ι

内

』

凋

u

y

q

t

n

正

月

，

ι

銅 銭 製 窓 枠

10 Ｑ ト ラパ ーチ ｾ ｉ ｾ 玉石工所

11 Iロールプラツグストツ |ユ= オどトレーヂ y グI 50 

• y ーグ |コ y 月 一ー

アサヒライト sss プラ |工 材 枇

12- 141 、 !

ス !1 - Y Y チツ トスダ

イ y

25 

26 

東 洋 陶 器 株 式 合従 大 阪

出 張 所 I  59 

祭 溢 祉 大 阪 出 張 所

各 種 F イルテラカツタ l大阪祭主義株式合枇

山本窯 業 商 庖

21- 281テラカツ9 ' - 衛生陶器|大 阪 陶 業 株 式 曾 駐

29 1，J l イル |有 国 製 陶 腕

n

u

-

t

内

正

内

d

勾

品

内

品

内

d

内

d

洋 家 具 裳 飾 結 木 由 松 商 底

テラカツ ，J l - ，J l イ凡等|伊奈製陶株式含量t

会庫篤良カ F ログ |大 谷 会E巨底

ワイヤロープ建築用官II守 谷 商 合 大阪支底

無機械

34 

円
以

R

U

7

・

R

u

q

d

n

U

勾

d

q

a

q

d

q

u

司

u

a

斗

ドアーハ ｾＱＱＭ

建 具 金 物

大 理 石 及 人 建 石

大理石
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